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第
一章

先
史
時
代
概
説

第
一
節
人
類
の
あ
け
ぼ
の

一
地
球
の
歴
史
と
人
類
の
出
現

地
球
が
誕
生
し
た
の
は
、
今
か
ら
五
〇
億
年
前
と
も
六
〇
億
年
前
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が、
地
球
が
形
成
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
時
代
を
地
質
時
代
と
よ
び
、
主
と
し
て
地
質
と
そ
の
地
層
か
ら
発
見
さ
れ
る
化
石
を
も
と
に
生
物
進
化
の
系
統
を
た
て
、
次
の
よ
う

に
分
類
区
分
し
て
い
る
。

I
始
生
代

無
生
物
時
代

Ⅱ
原
生
代

原
始
的
生
物
の
時
代

Ⅲ
古
生
代

N
中
生
代

V
新
生
代

無
脊
椎
動
物
と
魚
類
の
時
代

爬
虫
類
の
時
代

哺
乳
類
の
時
代

最
後
の
新
生
代
は
、
さ
ら
に
第三
紀
と
第
四
紀
に
二
分
さ
れ、
第
四
紀
は
さ
ら
に
更
新
世
と
完
新
世
に
分
け
ら
れ
る
。

人
類
が
こ
の
地
球
上
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は、
現
在
の
研
究
成
果
で
は
今
か
ら
約二
〇
〇
万
年
前
更
新
世
の
初
期
で、
東
ア
フ
リ
カ
地
方
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に
棲
息
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
ロピ
テ
ク
ス
の
仲
間
が
最
古
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
中
生
代
の
終
り
こ
ろ
に
発
生
し
た
哺
乳
類
の
仲
間
は
第三
紀
に
入
り
非
常
な
発
達
を
遂
げ
、
第三
紀
の
終
末
に
は
、
す
で
に
人

類
と
他
の
猿
類
と
の
進
化
は、
分
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

直
立
歩
行
し
、
自
然
の
河
原
石
の
一
端
を
二
～
三
度
打
ち
欠
い
た
よ
う
な
原
始
的
な
石
の
道
具
を
製
作
し
た
り
、
火
や
言
語
を
使
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
人
類
は、
猿
人
と
よ
ば
れ
る
オー
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
の
仲
間
が
最
初
で
あ
る
が、
原
人
と
よ
ば
れ
る
中
国
の
北
京
原

人
(シ
ナン
ト
ロ
プ
ス・
ペ
キ
ネ
ン
シ
ス
)
ジ
ャ
ワ
原
人
(ピ
テ
カン
ト
ロ
プ
ス
・
エ
レ
ク
ト
ウ
ス)
と
進
化
し、
そ
の
分
布
も
ア
フ
リ

カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ、
アジ
アへ
と
拡
大
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た、
彼
ら
の
使
用
し
た
道
具
は
大
き
く
打
ち
欠
い
た
剝
片
の
部
分

を
使
用
し
た
剝
片
石
器
や
残
り
の
核
を
利
用
し
た
石
核
石
器
で
あ
っ
た
。

1

単位
1000
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人類発達系統樹 ユ、ゲ、レツェトフ
『人類の起源』 (昭和43年)

更
新
世
は
別
名
氷
河
時
代
と
も
い
わ
れ
、
地
球

の
極
を
中
心
に
地
球
全
体
が
厚
い
氷
に
お
お
わ
れ

て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
現
在
ま
で
に
知ら
れ

て
いる
氷
期
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
を
中
心

に
研
究
さ
れ、
ギ
ュン
ツ、
ミ
ン
デ
ル
、
リ
ス、

ウ
ル
ム
と
四
回
の
大
氷
河
期
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
各
氷
河
期
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の
間
氷
期
が
あ
り
、

人
類
や
動
植
物
の
進
化
に
影
響
を
与
え
た
。

今
か
ら
一
四
～
一五
万
年
前
の
第
三
氷
期
こ
ろ

に
な
る
と
人
類
は
原
人
段
階
か
ら
旧
人
段
階
へ
と
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地質年代表 紀, 世 継続年数
単位100万年 動植物界のおもな特徴

第四紀 完新生 Holocene 1.5
2 ヒトの出現と発達。新

生
代

Quaternary更新世 Pleistocene

2

第
三
紀

新
第
三
紀

鮮新世 Pliocene 25 類人猿の出現。

Cenozoic

Tertiary

古
第
三
紀 始新生 Eocene

40 鯨類と長鼻類の発達。有胎盤哺乳類‒食虫類,歯類,有蹄類、霊長類の主要グループの発達。被子植物‒‒高木
類と草本類の広い分布。**

*

暁新世 Paleocene

中
生
代

白亜 紀 Cretaceous
70 白亜紀の終わりに恐竜類は全て絶滅。飛行性トカゲ、海生
爬虫類の絶滅と鳥類の発達。鎧竜,角竜,カモノハシ竜の
出現と発達。被子植物の出現。イグアノドン、剣竜の絶滅。

Mesozoic

ジュラ紀 Jurassic

60 鳥類の出現と哺乳類の発達。恐竜類‒肉食恐竜,竜脚類,
剣竜類の広い分布。飛行性トカゲの発達。海生竜‒‒‒魚竜
と長頸竜の繁栄。裸子植物の広い分布。

三 畳紀 Triassic

45 哺乳類の出現。海生爬虫類,カメ類,ワニ類の出現。古両
生類‒‒迷歯類などと古爬虫類の絶滅。

ペルム紀 Permian

45 古爬虫類‒‒杯竜類および獣形類の発達。裸子植物の発達。
無脊椎動物のあるもの‒‒‒三葉虫などの絶滅。古

生
代

石 炭紀 Carbon

55

175

爬虫類の出現。迷歯類の発達。シダ類‒‒‒巨大なトクサ類,
ヒカゲノカズラ、種子シダ類の繁茂。

デボン紀 Devonian

70

150

陸上脊椎動物‒‒迷歯類の出現。昆虫類,シダ類,いろいろ
な魚類の出現。甲皮無顎類の絶滅。マツバランの衰微。

Paleozoic シルル紀 Silurian

30

マツバラン類とシダ類の発達。最初の脊椎動物‒‒無顎類
の出現。無脊椎動物のいっそうの繁栄。オルドビス紀 Ordovician

60

カンブリア紀 Cambrian

70 海綿類,古杯類,棘皮類,軟体類,腕足類,三葉虫類の広い分
布。最初の陸上植物‒‒コケ類,トクサ類,シダ類の出現。

原生代

始生代
先カンブリア時代Precambrian 2800 無脊椎動物の出現。バクテリアと水生藻類の広い分布 単

細胞植物‒‒バクテリアの出現。地上に生命が誕生した。

A.K.ロジジェストウェンスキー 『ユーラシアの古動物界』より (昭和48年)
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* 中新世Miocene

漸新世 Oligocene
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進
化
し
、
寒
冷
な
気
候
を
の
り
こ
え
る
た
め
、
動
物
の
毛
皮
か
ら
衣
服
を
作
った
り、
そ
の
た
め
の
道
具
も
か
な
り
進
み、
軽
量、
複
雑

な
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
槍
先
や
皮
は
ぎ、
キ
リ
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
代
表
的
な
人
類
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て

最
初
に
発
見
さ
れ
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル人
の
仲
間
で
あ
る
。
ネ
アン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
広
く
旧
大
陸
地
方
に
分
布
し
発
展
を
遂
げ
る
が、

そ
の
一
部
に
は
す
で
に
原
始
的
な
宗
教
心
が
発
生
し
、
死
体
を
意
識
的
に
埋
葬
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

最
後
の
氷
河
期
が
地
球
を
お
お
っ
た三
～
四
万
年
前
こ
ろ
に
な
る
と
人
類
は、
現
世
人
と
同
じ
ホ
モ
・サ
ピ
エ
ン
ス
=
新
人
の
段
階
に

入
る
。
新
人
は
旧人
よ
り
知
能
が
非
常
に
発
達
し、
道
具
も
よ
り
小
型
化
し
た
石
器
や
骨
角
器
、
槍
投
げ
器
(ウー
メ
ラ)、投

げ
玉
(ボ

ー
ラ
)な
ど
の
道
具
を
発
明
す
る
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ス
ゴ
ー
や
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル
タ
ミ
ラ
洞
穴
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
洞
穴
壁
画、
ビ
ー
ナ
ス
と

よ
ば
れ
る
女
人
像
や
マ
ン
モ
ス、
毛
犀
、
ト
ナ
カ
イ
な
ど
の
浮
彫
り
や
彫
刻
作
品
な
ど
を
残
し
た
の
も
彼
ら
新
人
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的

な
の
が
ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン
人
で
あ
る
。
ま
た
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エン
ス
の
段
階
に
な
り
は
じ
め
て
新
大
陸
(南
北
ア
メ
リ
カ
)
に
も
人
類
が
棲

息
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
文
化
の
発
展
段
階
と
先
史
時
代
区
分

今
か
ら
一
万
年
前
に
な
る
と
長
か
っ
た
氷
河
時
代
更
新
世
も
終
り
完
新
世
に
入
る
。
人
類
は
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
こ
の
段
階
か
ら
現

在
見
ら
れ
る
よ
う
な
黄
色、
白
色、
黒
色、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
な
ど
の人
種
分
化
が
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

氷
河
時
代
が
終
り
、
地
球
が
現
在
の
よ
う
な
温
暖
な
気
候
条
件
に
な
り
は
じ
め
る
こ
ろ
、
人
類
は
従
来
ま
で
の
石
の
道
具
だ
け
に
よ
り

マ
ン
モ
ス、
野
牛、
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
な
ど
の
絶
滅
動
物
を
狩
猟
す
る
時
代
か
ら
小
さ
な
石
(細
石
器
)を
組
み
合
わ
せ
て
道
具
を
つ
く
り
、ま
た

弓
矢
を
発
明
し
、
磨
製
石
器
を
使
用
し
始
め、
イ
ヌ
の
家
畜
化
、
土
器
の
発
明
使
用
な
ど
の
時
代
を
迎
え
る
が
、
更
に
前
進
し
て
次
の
新
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し
い
時
代
へ
と
移
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

肥
沃
な三
日
月
地
帯
と
よ
ば
れ
る
チ
グ
リ
ス、
ユ
ー
フラ
テ
ス
川
の
流
域
は
人
類
文
明
発
生
の
地
と
さ
れ
て
い
る
が、
そ
の
北
の
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ヤ
地
方
は
早
く
か
ら
農
耕
牧
畜
が
発
生
し
、石
の
道
具
と
と
も
に
金
属
の
道
具
を
い
ち
早
く
使
っ
た
地
方
で
あ
る
。こ
の
地
方
で
は
、

紀
元
前
四
、
五
千
年
ご
ろ
に
は、
す
で
に
銅
、
青
銅
な
ど
の
鋳
造
を
は
じ
め
て
いる
し
、
近
く
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
文
明
で
は
鉄
の
使
用
も
は

じ
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

人
類
は
こ
れ
ら
の
銅
や
銅
と
錫
の
合
金
で
銅
よ
り
も
強
い
青
銅
を
発
明
し
、
鉄
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
食
料
生
産
の
中
に
一大
革
命

を
起
こ
し
、
社
会
生
活
内
に
お
い
て
も
原
始
共
同
体
的
性
格
か
ら
血
族
的
集
団
へ
と
変
革
し
、
放
牧
生
活
か
ら
定
住
村
落
生
活
へ
と
変
わ

り
、
や
が
て
は
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
イ
ル
川
岸
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
の
チ
グ
リ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
、
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
、
中
国
の

黄
河
河
岸
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
都
市
文
明
へ
の
時
代
と
か
わ
り
、文
字
の
発
明、分

業
の
開
始、
そ
れ
に
起
因
し
て
貧
富
の
差
の
増
大
、
階

級
の
分
化
な
ど
と
い
った
発
展
過
程
を
へ
て
歴
史
時
代
へ
と
変
わ
る
の
で
あ
る
。

人
類
は
こ
の
よ
う
な
進
化
の
段
階
を
経
て
現
代
に
い
た
る
の
で
あ
る
が、
歴
史
は
普
通
文
字
で
書
か
れ
た
記
録
を
材
料
と
し
て
研
究
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、人
類
が
文
字
を
発
明
し
、記
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、人
類
の
歴
史
か
ら
み
れ
ば
、ほ
ん
の
最
近
の
こ
と
で
し
か
な
い
。

そ
の
た
め、
そ
れ
以
前
の
、
お
も
に
人
類
学
や
考
古
学
が
研
究
対
象
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
遺
跡
や
遺
物、
主
と
し
て
人
類
が
使
用
し

た
道
具
の
材
質
によ
っ
て、
人
類
の
歴
史
を
調
査
研
究
し、
そ
れ
に
よ
っ
て
時
代
区
分
を
し
て
い
る
。
最
初
に
こ
の
時
代
区
分
を
提
唱
し

た
の
は、
デ
ン
マ
ー
ク
の
考
古
学
者
C
・
J
・
ト
ム
ゼ
ン
で、
彼
は
北
欧
の
先
史
時
代
遺
跡
研
究
の
成
果
か
ら
一
八
三
六
年
、
石
器
時
代、

青
銅
器
時
代、
鉄
器
時
代
と
いう
三
時
代
区
分
法
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
石
器
時
代
を
さ
ら
に
旧
石
器
時
代、
新
石
器
時
代
に
区

分
し
た
の
は
一八
六
五
年、
イ
ギ
リ
ス
の
J
・
ラ
ポ
ッ
ク
で
あ
り
、
そ
の
矛
盾
を
追
求
し
て
、
中
石
器
時
代
を
設
置
提
案
し
た
の
は
J
・

A
・
ブ
ラ
ウ
ン
で
あ
っ
た
。

第
二
編
先
史
時
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こ
こ
で
そ
の
時
代
区
分
を
ま
と
め
て
見
る
な
ら
ば

1
石
器
時
代

旧
石
器
時
代

中
石
器
時
代

新
石
器
時
代

2
青
銅
器
時
代

3
鉄
器
時
代

と
な
る
。
磨
製
石
器
や
土
器
の
存
在の
み
に
よ
っ
て
新
石
器
時
代
を
特
徴づ
け
ら
れ
な
い
よう
に
、
各
時
代
は、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
で、

そ
の
文
化
に
特
色
が
あ
る
の
で
一
様
な
も
の
で
は
な
い。
特
に
我
国
で
は
そ
の
た
め

1
旧
石
器
時
代

2
縄
文
時
代

3
弥
生
時
代

4
古
墳
時
代

5
歴
史
時
代

と
いう
時
代
区
分
を
設
定
し
て
い
る
し
、
ま
た、
北
海
道
は、
同
じ
日
本
列
島
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
地
理
的
条
件
と、
文
化
の
発
展

段
階
か
ら
本
州
と
同
じ
よ
う
な
時
代
区
分
に
は
な
ら
ず

1
旧
石
器
時
代

2
縄
文
時
代

180
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3
続
縄
文
時
代

4
擦
文
時
代

5
ア
イ
ヌ
時
代

と
い
う
時
代
区
分
を
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈主
要
参
考
文
献〉

A
・
K
・
ロジ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
エ
ン
ス
キ
ー
『ユ
ー
ラ
シ
ア
の
古
生
物
界
』
昭
和
四
十
八
年
学
研

ユ
・
ゲ
・
レ
ッ
エ
ト
フ
『人
類
の
起
源』
昭
和
四
十三
年
法
政
大
学
出
版
局

第
二
節
旧
石
器
時
代

日
本
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
研
究
の
歴
史
は、
昭
和
二
十
一
年、
相
沢
忠
洋
氏
が
群
馬
県
岩
宿
遺
跡
から
、
そ
れ
ま
で
は
人
間
の
生
活

の
跡
が
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
関
東
ロー
ム
層
から
発
見
し
た
一片
の
石
器
が、
そ
の
研
究
の
端
緒
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
に
は、平

取
町
二
風
谷
に
永
住
し
て
い
た
N
・
G
・
マン
ロー
博
士
が
神
奈
川
県
酒
勾
川
で
採
集
し
た
資
料
を
そ
の
著
「先
史
の

日
本
」(明
治
四
十
一
年
)に
発
表
し
た
も
の
、
大
阪
府
国
府
遺
跡
出
土
の
石
器
を
喜
田
貞
吉
博
士
が
発
表
し
た
も
の
、
直
良
信
夫
博
士
が
北

関
東
地
方
の石
灰
岩
地
帯
で
動
物
化
石
骨
と
と
も
に
発
見
し
た
も
の
な
ど
、
若
干
の
報
告
が
残
さ
れ
て
い
た
の
み
で
あ
っ
た
。

岩
宿
遺
跡
の
発
見
後
は、
関
東
地
方
を
中
心
に
長
野
・
東
北
・
山
陽
・
九
州
・
北
海
道
と
全
国
各
地
に
旧
石
器
時
代
の
遺
物
・
遺
跡
が

発
見
さ
れ、
現
在
で
は
一
、
〇
〇
〇
カ
所
の
多
く
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

岩
宿
遺
跡
発
見
か
ら
の
一
〇
年
位
は
全
国
各
地
か
ら
発
見
さ
れ
る
遺
跡
の
相
関
関
係
に
中
心
が
置
か
れ、
時
代
の
名
称
も
先
土
器
、
無

土
器
な
ど
と
研
究
者
の
間
で
統
一
さ
れ
た
名
称
も
な
く
、
中
に
は
旧
石
器
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
学
者
さ
え
あ
っ
た
。

し
か
し
最
近
の
旧
石
器
の
研
究
は
東
北
大
学
教
授
芹
沢
長
介
を
中
心
に
土
器
の
存
在
を
可
能
と
す
る
後
期
旧
石
器
末
期
から
北
京
原
人
と
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の
関
連
を
も
出
て
く
る
約三
万
年
前
以
前の
前
期
旧
石
器
の
研
究
へ
と
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
る。
特
に
下
部
旧石
器
の
研
究
は
進
み、
調
査

さ
れ
た
遺
跡
も
大
分
県
早
水
台、
栃
木
県
星
野
遺
跡
な
ど
五
指
を
越
え
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た、芹

沢
教
授の
区
分
す
る
後
期
旧
石
器
は、さ
ら
に三
段
階
に
区
分
さ
れ、
全
国
各
地
から
遺
跡、
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
し
、

次
の
晩
期
旧
石
器
も
し
く
は
中
石
器
と
は
土
器
の
出
現
と
縄
文
文
化
の
発
生
と
の
関
連
から
、
あ
く
な
き
追
求
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
考
古
学
的
研
究
と
は
別
に
直
良
信
夫
博
士
や
鈴
木
尚
博
士
な
ど
を
中
心
と
す
る
化
石
人
類
の
追
求
も
行
わ
れ
て、北

関
東
地
方
や

静
岡
県
な
ど
か
ら
葛
生
人、三

ケ
日
人
、牛
川
原
人
な
ど
と
呼
ば
れ
る
古
人
骨
が
発
見
さ
れ、ヨ

ー
ロ
ッパ
の
旧、新

人
に
対
比
さ
れ
て
い
る

が
、
今
と
と
こ
ろ
化
石
人
骨
と
石
の
道
具
と
が
伴
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。

北
海
道
に
お
け
る
旧
石
器
の
研
究
は
昭
和
三
十
年、
市
立
函
館
博
物
館
に
よ
る
樽
岸
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、

し
か
し
戦
前
に
お
い
て
も、
す
で
に
白
滝
遺
跡
出
土
の石
器
が
名
取
武
光
助
教
授
や
故
河
野
広
道
博
士
な
ど
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

し
、
浦
幌
町
吉
野
の
石
刃
鏃
遺
跡
は
地
元
斉
藤
米
太
郎
な
ど
に
よ
っ
て
調
査
研
究
さ
れ
発
表
さ
れ
て
い
る
。

樽
岸
以
降
は、北

海
道
大
学
助
教
授
吉
崎
昌
一
を
中
心
に
研
究
が
お
し
進
め
ら
れ、北

海
道
で
も
後
期
旧
石
器
の
古
い
も
の
が
除々
に
発

見
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
で
あ
る
。
今
ま
で
、
た
だ
単
に
旧
石
器
時
代
と
し
て
我
国
の
研
究
を
ふ
り
返
っ
て
そ
の
現
状
を
述
べ
た
が、
さ
て

旧
石
器
時
代
と
は、
ど
う
い
う
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か。
前
述
の
よ
う
に
人
類
が
地
球
上
に
発
生
し
て
から
、
こ
の
か
た
、
土
器

や
牧
畜
や
織
物
を
知ら
な
か
っ
た
約二
〇
〇
万
年
の
間
を
旧
石
器
時
代
と
いう
の
で
あ
る
が、
最
近
、
英
国
で
出
版
さ
れ
た
考
古
学
辞
典

で
は

旧
石
器
時
代
と
は
、
い
ま
か
ら
約
一
七
五
万
年
前
に、
人
類
の
出
現
と
道
具
の
製
作
を
も
っ
て
開
始
さ
れ、西

暦
紀
元
前
(以
下
「前
」
と
略
す)
約
八、

三
〇
〇
年
を
最
後
に
氷
床
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
後
退
す
る
ま
で
の
氷
河
時
代
と
い
わ
れ
る
最
近
世
の
大
部
分
を
占
め
る
極
め
て
長
い
時
代
の
こ
と
を
い
う
。

旧
石
器
時
代
は
さ
ら
に
最
古
型
の
人
類
ー
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
及
び
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と
礫
器
、握
斧
、チ
ョ
ッ
パー
な
ど
の
核
石
器
の
盛
行
に
よ
っ
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て
特
色づ
け
ら
れ
る
前
期
旧
石
器
時
代、
ネ
アン
デ
ル
ター
ル
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
ひ
ろ
く
分
布
す
る
に
至
っ
た
剝
片
石
器
ー
た
と
え
ば
ム
ス
チ
ェ
文
化

と
を
特
徴
と
す
る
中
期
旧
石
器
時
代、
そ
し
て
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と
石
刃、
彫
刻
刀
の
文
化
お
よび
西
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
洞
穴
美
術
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ

る
後
期
旧
石
器
時
代
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。
前
約三
万
八
、
〇
〇
〇
年
に
は
じ
ま
る
後
期
旧
石
器
時
代
に
な
っ
て、
人
類
は
初
め
て
新
大
陸
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リア
へ
も
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た。

(『古
代
史
発
掘Ⅰ
』
最
古
の
狩
人
た
ち、
旧
石
器
時
代
芹
沢
長
介
編
講
談
社
昭
和
四
十
九
年
)

と
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
次
に
北
海
道
の
旧
石
器
時
代
の
様
子
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
見
よ
う
。

今
か
ら
数
万
年
前、
日
高
山
脈
は
最
後
の
氷
河
期
ヴ
ェ
ル
ム
氷
期
の
た
め、
厚
い
氷
雪
に
お
お
わ
れ、
各
所
に
圏
谷
(カ
ー
ル
)
が
で

き
て
い
た
。
北
海
道
は
陸
橋
に
よ
っ
て、
大
陸
と
は
陸
続
き
で
あ
り
、
こ
の
陸
橋
を
渡
っ
て、
カ
ラ
フ
ト
や
シ
ベ
リ
ヤ
から
マン
モ
ス
、

ナ
ウ
マン
象
、
ヘ
ラジ
カ
、
野
牛
な
ど
の
動
物
群
が
渡
来
し
て
石
狩
低
地
帯
や
十
勝
平
野
に
群
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
気
温
は

現
在
よ
り
五
～
九
C
ほ
ど
低
く
海
水
面
も
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
か
っ
た
。
そ
の
た
め
陸
地
は
現
在
よ
り
広
く
、
グ
イ
マ
ツ、
ヤ
チ
カ

ン
バ
、
ケシ

ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
生
育
す
る
ツン
ド
ラ
地
帯
の
よ
う
な
所
に、
陸
橋
を
越
え
て
北
海
道
に
渡
来
し
た
動
物
た
ち
が
群
れ
を
な

し
、
ま
た、
そ
の
動
物
群
を
追
っ
て
来
た
大
陸
から
の
マンモ

スハン
ター
た
ち
が、
岩
陰
や
小
高
い
丘
か
ら
動
物
た
ち
を
ねら
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
代
は
火
山
活
動
が
激
し
く
、
支
笏
火
山
が
爆
発
し
、そ
の
火
山
灰
は
遠
く
道
東
地
方
に
ま
で
分
布
し
、
そ

の
跡
は
支
笏
湖
と
な
り
、熱
せら
れ
た
火
山
灰
に
よ
っ
て
蒸
焼
き
に
さ
れ
た
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
が、
美
々
の
化
石
林
と
し
て
今
に
残
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
十
勝
石
と
よ
ば
れ
る
黒
曜石
や
頁
岩
な
ど
で
作
った
石
の
道
具、
石
刃
(ブ
レ
ー
ド
)、
ナ
イ
フ
、
槍
先
(ポ
イ
ン
ト
)
を
つ

け
た
投
げ
槍
や
手
槍、
彫
器
(グ
レ
ー
バ
ー
)
で
彫
っ
た
骨
角
器
な
ど
の
道
具
類
を
使
用
し
て
い
た。
ま
た
、
そ
の
製
作
方
法
は、
涌
別

第
二
編
先
史
時
代

183



苫
小
牧
市
史
上
巻

タチカルシュナイ(後・晩)
0 常川(晚)0 広郷(晩)(前)(後)(晚) 大正(晚)‒

前
期
旧
石
器
時
代

後
‒
後
期
旧
石
器
時
代

�
|
晚
期
旧
石
器
時
代

23

モサンル(晩)
吉田(晩)東

北
大
学
考
古
学
研
究
室

曲川(暖)
増田(晩)峠下(後)
緑丘(後)

立川(晚) 置戸(後)
樽岸(後) 白滝(後)

トワルベツ(晩) 三角山(後) 射的山(晚)
祝梅(晩)

尻屋崎(後)
長久
長者久保(晩)
大野野(後)
和賀仙人(後)

大森勝山(後)
米ヶ森(後)
新成(後

0

50

100 150 200km
(1973年10月現在)

北海道の旧石器時代遺跡 芹沢長介編
『最古の狩人たち』(昭和49年)を一部加筆

芹
沢
長
介
編
『古
代
史
発
掘
I
』
「最
古
の
狩
人
た
ち
」
昭
和
四
十
九
年
講
談
社

白滝遺跡出土の旧石器類
苫小牧市青少年センター蔵 〔昭和49年〕

手
法
と
よ
ば
れ
る
よ
う
な
彫
器
の
作
り
方
に
見
ら
れ
る
よ
う

にシ
ベ
リ
ヤ
や
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
後
期
旧
石
器
時
代
の
製

作
手
法
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

現
在、
こ
れ
ら
の
石
器
類
を
出
土
す
る
遺
跡
は、
道
内
に

二
十
カ
所
以
上
が
知
ら
れ
、道
央
の
白
滝
、タ
チ
カ
ル
シ
ュ
ナ

イ
、
道
南
部
の
樽
岸
や
立
川
遺
跡
が
有
名
で
あ
る
。
苫
小
牧

市
内
か
ら
は
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
千
歳
市
か
ら

は
祝
梅
や三
角
山
遺
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か、
広

島
町
か
ら
は
野
牛
の
角
、
エ
リ
モ
岬
から
は
、
マン
モ
ス
象

の
臼
歯
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
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本
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札滑(後)
中本(晩)

狩太(晩)

上士幌(後)
大関(晚)



第
三
節
縄
文
時
代

(一
縄
文
時
代
と
は、
粘
土
で
作
っ
た
容
器
(土
器)
に
縄
目
の
文
様
を
施
し
た
縄
文
式
土
器
を
製
作、
使
用
し
た
時
代の
こと
で、
この

文
化
の
研
究
の
歴
史
は、
す
な
わ
ち
日
本
考
古
学
研
究
の
歴
史
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

我
国
に
お
け
る
近
代
考
古
学
の
開
始
は
明
治
十
一
年
九
月、米

人
エ
ド
ワー
ド・モー

ス
博
士
に
よ
る
東
京
大
森
貝
塚
の
発
掘
調
査
が
最
初

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
、
す
で
に
奈
良
時
代
の
「常
陸
国
風
土
記」
に
お
け
る
貝
塚
の
堆
積
と
巨
人
伝
説
の
記
録
、
江
戸
時
代
に
お

け
る
石
の
長
者
、
木
内
石
亭
に
よ
る
石
器
の
研
究、
新
井
白
石
の
石
器
論、
水
戸
光
圏
に
よ
る
古
墳
発
掘
の
記
録
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

明
治
から
大
正
時
代
に
か
け
て
の
考
古
学
研
究
は
欧
米
風
の
新
し
い
考
古
学
研
究
法
が
導
入
さ
れ、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
内
各
地
か
ら
遺

物
が
発
見
さ
れ、
報
告
さ
れ
た
。
発
表
の
場
は
主
と
し
て
明
治
十
七
年
に
創
立
さ
れ、
十
九
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
人
類
学
会
の
機
関
誌
「

人
類
学
会
報
告
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
は
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
土
器
の
製
作、
使
用
者
の
問
題
と
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
人
種
論
の
問
題
で

あ
る
。

坪
井正
五
郎
博
士
の
「
コロ
ボ
ッ
ク
ル
説」と

小
金
井
良
精
博
士
の
「ア
イ
ヌ
説」と

の
対
立
で
あ
っ
た
が、
縄
文
式
土
器
の
名
称
な
ど
で
も
斉

一
性
が
な
く
、
各
々
の
研
究
者
に
よ
っ
て
種
々
な
名
称
で
よ
ば
れ
て
い
た
が、
明
治
十
九
年
白
井
光
太
郎
博
士
が
縄
文
土
器
の
名
称
を
使
い
は

第
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じ
め
全
国
的
に
一
般
化
し
て
いっ
た
の
で
あ
る
。
大
正
時
代
に
入
る
と
人
種
論
も
一
応
の
結
着
を
見
せ、
次
の
科
学
的
な
研
究
に
対
す
る

前
段
階
と
し
て
土
器
の
使
用
者
は
「ア
イ
ヌ
説
」が
定
説
的
に
な
り
、
縄
文
式
土
器
の
名
称
も「ア

イ
ヌ
式
土
器
」「ア
イ
ヌ
式
縄
文
式
土
器
」

な
る
用
語
が
使
わ
れ
た
。
後
に
は
ア
イ
ヌ
と
いう
言
葉
に
対
す
る
反
省
が
あ
ら
わ
れ、
縄
文
式
土
器
、
縄
文
土
器
な
ど
の
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
た
が、
縄
文
式
土
器
の
名
称
が
も
つ
と
も
一
般
化
さ
れ
て
い
た
。

更
に
こ
の
時
代
は、
従
来
ま
で
の
関
東
地
方
中
心
の
研
究
が、
次
第
に
地
方
に
も
波
及
し
東
北
大
学
に
は
長
谷
部
言
人
、
松
本
彦
七
郎

博
士
、
京
都
大
学
に
は
浜
田
耕
作
博
士、
清
野
謙
次
博
士、
九
州
大
学
に
は
中
山
平
次
郎
博
士
な
ど
と
全
国
的
に
強
力
に
う
ご
き
始
め、

発
掘
調
査
に
層
位
学
の
知
識
を
取
り
入
れ
た
松
本
博
士、
海
外
で
取
得
し
た
新
し
い
技
術
で
大
阪
府
国
府
遺
跡
を
調
査
し
た
浜
田
博
士
や

縄
文
土
器
を
厚
手
式
、
薄
手
式
に
区
別
し
た
鳥
居
龍
蔵
博
士
、
清
野
謙
次
博
士
・長
谷
部
言
人
博
士
等
に
よ
る
古
人
骨
の
研究
か
ら
新し
い人

種
論
へ
の
アプ
ロ
ー
チ
な
ど
も
行
わ
れ、
そ
の
結
果
は
清
野
博
士
の
縄
文
時
代
に
入
り
原
日
本
人
説
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

昭
和
初
年
か
ら
第
二
次
大
戦
終
了
ま
で
の
時
期
は
全
国
各
地
に
お
いて
発
掘
調
査
を
主
体
と
す
る
科
学
的
な
研
究
方
法
が
押
し
進
め
ら

れ
、
そ
の
結
果
に
も
と
ず
く
縄
文
式
土
器
の
編
年
研
究
を
助
長
し
た
時
代
で
あ
る
。

古
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
「人
類
学
雑
誌」
や
「考
古
学
雑
誌
」
に
対
し
て、
新
し
く
「
史
前
学
雑
誌
」や
「考
古
学
」
が
刊
行
さ
れ、

山
内
清
男
、
八
幡
一
郎、
甲
野
勇
な
ど
の
若
い
研
究
者
が
輩
出
し
、
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。

特
に
山
内
清
男
博
士
に
よ
る
繊
維
土
器
の
問
題
、縄
文
式
土
器
編
年
研
究
の
基
礎
と
も
言
う
べ
き
縄
文
の
施
文
技
術
変
遷
の
研
究
な
ど
は

特
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
後
年
に
は、縄

文
文
化
終
末
期
を
め
ぐ
っ
て
「雑
誌ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
」で
た
た
か
わ
れ
た
喜
田
貞
吉
博
士
と
のミ
ネ
ル
ヴ
ァ
論
争
は、

同
博
士
の
縄
文
式
土
器
の
編
年
的
研
究
の
成
果
が
大
き
く
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
博
士
は
各
地
ご
と
の
編
年
の
基
礎
的
体
系
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と
し
て
従
来
の
大
別
か
ら
縄
文
式
土
器
を
早
期、
前
期、
中
期、
後
期、
晚
期
と
い
う
五
分
法
を
発
表
し
、
研
究
者
間
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
を
中
心
に
土
器
編
年
の
研
究
は
、
全
国
各
地
に
お
い
て
発
掘
調
査
を
主
体
に
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
縄
文
文
化
起
源
の
問
題

も
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
三
戸
式
や
田
戸
式
土
器
が
一
番
古
い
土
器
群
と
さ
れ
て
い
た
が、
新
し
く
廻
転
押
捺
文
土
器
や
稲
荷
台
遺
跡
の
研
究
報
告

が
な
さ
れ、
日
本
列
島
は
北
に
「田戸

住
吉
町
系
文
化
」
南
に
は
「廻
転
押
捺
文
文
化
、
稲
荷
台
文
化
」
が
あ
り
、
対
立
し
て
い
る
ら
し

いと
考
え
ら
れ、

一時
は
南
北
二
系
統
論
が
一
部
の
人
々
に
大
き
く
支
持
さ
れ
た
が、そ

の
後
の
研
究
で
欠
点
が
指
摘
さ
れ、
稲
荷
台
式
土

器
は
撚
糸
文
土
器
と
よ
ば
れ、
次
の
時
代
の
縄
文
文
化
起
源
論
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
か
ら
現
代
ま
で
は、
前
段
階
ま
で
の
編
年
的
研
究
は
一
応
の
成
果
を
収
め、
そ
の
研
究
が
地
域
研
究
の
域
に
ま
で
到
達
し

た
こ
と
と
い
え
よ
う
。

ミネルヴィ

鳥
始
文
心
古
代
工
藝
“心”

※類
食
古
民
族
文
化
綜
合
雜
誌

民
宿
信
便
事
物
起
原

翰林 書房
雑誌『ミネルヴァ』創刊号表紙
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

(昭和11年)

し
か
し
、
昭
和
二
十
一
年、
岩
宿
遺
跡
か
ら
旧
石
器
時
代
の
遺

物
が
発
見
さ
れ
る
に
及
び
、
た
だ
単
に
縄
文
文
化
を
一
つの
時
代

と
し
て
研
究
す
る
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
前
時
代
から
の
関
連
に
お

い
て
縄
文
時
代
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

そ
の
た
め
撚
糸
文
土
器
と
新
し
く
発
見
さ
れ
た
隆
起
線
文
や
爪

型
文
と
の
前
後
関
係
、
ひ
い
て
は
旧
石
器
的
伝
統
の
強
い
細
石
刃

と
土
器
と
の
関
連
が
提
起
さ
れ、
長
崎
県
の
福
井
洞
穴
や
愛
媛
県

第
二
編
先
史
時
代
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の
上
黒
岩
洞
穴
な
ど
の
遺
跡
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

縄
文
文
化
の
起
源
の
問
題
も、
旧
石
器
時
代
終
末
と
縄
文
時
代
早
期
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ、
従
来
の
縄
文
文
化
の
考
え
方
か
ら
は
ず

れ
る
特
殊
な
土
器
や
石
器
な
ど
の
遺
物
が
全
国
各
地
か
ら
多
く
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め、
先
に
山
内
博
士
に
よ
っ

て
区
分
さ
れ
た
五
区
分
に、
更
に
早
期
の
前
に
草
創
期
を
入
れ
よ
う
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。

こ
の
時
代
の
重
要
な
点
と
し
て
、
放
射
性
炭
素
に
よ
る
年
代
測
定
法
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り、
縄
文
時
代
の
絶
対
年
代
が

か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
が
世
界
最
古
の
土
器
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
期
の
特
徴
と
し
て、
縄
文
文
化
の
周
辺
で
あ
る
北
海
道
や
九
州
に
お
い
て、
大
陸
と
の
接
触
文
化
の
研
究
が
さ
か

ん
に
な
っ
た
こ
と
や
縄
文
各
期
に
お
け
る
大
陸
文
化
の
影
響
へ
の
考
慮
、
原
始
農
耕
の
存
在
論
、
縄
文
文
化
終
末
か
ら
弥
生
文
化
に
か
け

て
の
人
種
論
な
ど
重
要
な
問
題
が
数
多
く
提
起
さ
れ
て
い
る
。

(二)

今
か
ら
約
一
万
年
前、
長
か
った
氷
河
時
代(更

新
生
)は
終
り、
日
高
地
方
の
山
々
に
見
え
て
い
た
カ
ー
ル
も
消
え
去
り
、マ
ン
モ
ス、

ナ
ウ
マ
ン
象
、
オ
オ
ツノ
ジ
カ、
野
牛
な
ど
の
大
型
動
物
も
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

北
海
道
も
今
ま
で
は
陸
橋
に
よ
り、
大
陸
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
が、
気
温
の
上
昇
に
と
も
な
い、
や
が
て
そ
れ
も
消
え、
津
軽
海
峡、

間
宮
海
峡、
宗
谷
海
峡
な
ど
が
で
き
、
一
つ
の
島
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
完
新
世
と
い
い
、
縄
文
時
代
を

中
心
に
現
代
ま
で
続
く
の
で
あ
る。

一
つの
島
と
な
っ
た
北
海
道
に
丸
木
舟
を
あ
や
つ
り
最
初
に
渡
っ
て
来
た
人
間
は
、
環
境
の
変
化
で
新
し
く
登
場
し
た
シ
カ
、
キ
ツ
ネ

な
ど
従
来
の
大
型
動
物
に
比
較
し
て
小
型
で
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
動
物
と
そ
れ
を
獲
る
た
め
の弓
と
矢
を
発
見
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
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新
し
い
弓
矢
と
は
、
細
石
刃
の
先
端
部
を
尖
頭
器
状
に
加
工
し
た
石
刃
鏃と
よ
ば
れ
る
も
の
で、
大
陸
で
は
バ
イ
カ
ル
湖
沿
岸
か
ら
沿

海
州
に
か
け
て
分
布
す
る
も
の
で
、
道
内
で
は
石
狩
低
地帯
よ
り
道
東、
道
北
地
方
に
分
布
出
土
し
て
い
る
。

苫
小
牧
地
方
か
ら
は、
今
だ
石
刃
鏃
の
文
化
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
高
地
方
や
後
志
地
方
の
一部
な
ど
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い

る
。石
刃
鏃
文
化
に
対
す
る
研
究
は
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
が、
石
刃
鏃
に
伴
っ
て
土
器
が
発
見
さ
れ

る
か
否
か
と
言
う
こ
と
は
今
だ
判
然
と
し
な
い。
確
か
に
伴
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
し
、
ま
た
、
同
じ
土
器
型
式
で
あ
り
な
が
ら
石
刃
鏃

の
伴
わ
な
い
遺
跡
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
今
後
の
道
東
地
方
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
今
か
ら
八
～

九
千
年
前
大
陸
か
ら
北
海
道
に
石
刃
鏃
を
使
用
す
る
人
が々
渡
っ
て
来
た
こ
ろ
、
北
海
道
で
も
土
器
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

111

千歳市祝梅遺跡出土の旧石器
〔千歳市槌田節男氏蔵〕(昭和47年)

長
い
人
類
の
歴
史
の
中
で
、
始
め
て
化
学
変
化
を
実
生
活
に
取

り
入
れ
た
と
言
わ
れ
る
土
器
の
発
明
は
ア
フ
リ
カ
や
中
近
東
地
方

に
も
、
そ
の
発
生
の
記
録
は
あ
る
が、
目
下
の
所、
我
国
か
ら
発

見
さ
れ
る
土
器
群
が
世
界
最
古
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

北
海
道
に
お
いて
は
、
道
南
地
方
を
中
心
に
太
平
洋
岸
に
広
い

分
布
を
持
つ
貝
殻
文
土
器
群
が
あ
る。
貝
殻
文
土
器
と
は
、
サ
ル

ボ
ウ
と
か
ア
カ
ガ
イ
な
ど
ア
ナ
ダ
ラ
属
の
貝
類
の
放
射
肋
を
施
文

用
具
と
し
て
条
痕
文、
圧
痕
文
な
ど
を
施
文
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ
貝
殻
文
を
施
す
土
器
群
で
は
あ
り
な
が
ら
道
南
地

第
二
編
先
史
時
代
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十勝浦幌遺跡出土の石刃鏃
〔苫小牧市青少年センター蔵〕(昭和47年)

貝殻文尖底土器 函館博物館蔵
『日本原始美術Ⅰ』 (昭和39年)

方
の
函
館
市
住
吉
町
遺
跡、
根
崎
遺
跡、
七
飯
町
鳴
川
遺
跡
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

深
鉢
尖
底
土
器
群
と
道
央
から
道
東
地
方
の
白
老
町
虎
杖
浜
遺
跡、
大
樹
町
大
樹

遺
跡、
釧
路
市
沼
尻
遺
跡
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
る
深
鉢
平
底
土
器
群
と
の二
通
り

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
内
か
ら
は、
目
下
の
所、
貝
殻
文
土
器
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が、

貝
殻
文
土
器
の
次
に
全
道
的
に
分
布
す
る
土
器
群
が
数
カ
所
の
遺
跡
か
ら
発
見
確

認
さ
れ
て
いる
。

こ
の
土
器
群
は
縄
文
を
器
面
に
こ
ろ
が
し
た
り
棒
に
ま
い
て
そ
れ
を
押
し
つ
け

る
絡
条
体
圧
痕
文
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
も
の
で、
発
見
地の
名
前
を
と
っ
て
タン

ネ
ト
I
E
式
(長
沼
町
)、
田
原
B式

(静
内
町
)、
東
釧
路
式
(釧
路

市
)
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る。

今
か
ら
六
、
〇
〇
〇
年
前
こ
ろ
に
な
る
と
汎
世
界
的
な
海
進
運
動
が

お
こ
り
道
内
の
各
海
岸
平
野
部
は
入
江
状
の
内
湾
と
な
り
、
魚
介
類
の

格
好
の
生
棲
地
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
先
住
民
は
ア
サ
リ
や
シ
ジ
ミ

な
ど
の
貝
類
を
採
取
し
大
規
模
な
貝
塚
を
形
成
す
る
と
と
も
に
山
野
に

お
け
る
狩
猟
ば
か
り
で
は
な
く
、
内
湾
か
ら
外
洋
に
ま
で
も
丸
木
舟
を

出
し
、
大
型
海
獣
や
魚
類
も
捕
獲
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
時
代
か
ら

漁
労
も
一層
さ
か
ん
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。ま
た
、前
の
時
期
の
放
浪
性

190



第
二
編
先
史
時
代

東釧路式土器釧路郷土博物館蔵
『日本原始美術Ⅰ』 (昭和39年)

円筒下層D式土器 岩手大学蔵
『日本原始美術Ⅰ』 (昭和39年) に

比
べ
て
定
住
性
が
強
く
な
り、
大
集
落
も
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

土
器
は
胎
土
の
中
に
多
量
の
植
物
繊
維
が
混
入
し
器
壁
が
厚
く
、
焼

成
の
悪
い
静
内
中
野
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
土
器
群
が
道
央
地
方
を
中
心

に
栄
え
る
。
静
内
中
野
式
土
器
は
古
い
段
階
で
は、
早
期
の
影
響
を
受

け
て
尖
底
な
い
し
丸
底
状
を
呈
し
て
い
る
が、
荒
い
縄
文
を
施
し
た
平

底
の
土
器
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た、
全
道
的
に
は
土
器
の
文
様

に
変
化
が
あ
り
道
南
地
方
で
は
木
や
竹
の
棒
を
使
っ
て
文
様
を
施
し
た

半
截
竹
管
文
尖
底
土
器
(春
日
町
式)、

道
央
地
方
で
は
棒
に
切
目
を
つ

け
、
そ
れ
を
こ
ろ
が
し
た
り
押
し
た
り
し
て
施
文
し
た
押
型
文
土
器

(神
居
式)
道
東
地
方
で
は
太
い
縄
文
を
こ
ろ
が
し
て
丸
底
の
器
型
に
文

様
を
施
し
た
綱
文
式
土
器
(大
曲
式
)
な
ど
が
あ
る
。

し
か
し
こ
の
時
代
全
般
を
通
し
て
一番
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
土

器
文
化
は
東
北
地
方
北
部
に
発
生
し
、
南
北
に
伝
播
し
て
い
っ
た
円
筒

下
層
式
土
器
文
化
で
あ
る
。
円
筒
下
層
式
土
器
は
、
東
北
地
方
北
部
の

尖
底
土
器
文
化
の
中
か
ら
発
生
し
た
も
の
で、
器
形
は
単
純
な
筒
形
を

呈
し、
胎
土
に
は
多
量
の
植
物
繊
維
を
含
み
撚
糸
文
な
い
し
縄
文
に
よ

っ
て
器
面
全
体
が
施
文
さ
れ
て
い
る
。

道
南
地
方
で
は、
函
館
市
の
サ
イ
ベ
沢
遺
跡
を
中
心
に
か
な
り
の
分
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円筒上層B式土器 東京大学蔵
『日本原始美術Ⅰ』 (昭和39年) 布

範
囲
を
占
め
て
い
る
が、
石
狩
低
地
帯
を
境
に
前
に
述
べ
た
土
器
文

化
へ
と
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
地
方
で
は
高
丘
遺
跡
を
中
心
に
比
較
的
標
高
の
低
い
丘
陵
部
の
末

端
か
ら
数
カ
所
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
貝
塚
遺
跡
と
し

て
植
苗
貝
塚
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
静
内
中
野
式
系
土
器
を
出

土
す
る
遺
跡
と
し
て
は
静
川
・
柳
館
遺
跡
が
あ
り
、
竪
穴
住
居
址
群
を
伴

う
集
落
遺
跡
が
あ
る
。

今
か
ら
五
、
〇
〇
〇
年
位
前
に
な
る
と
気
候
は
温
暖
に
な
り
海
岸
や

大
き
な
河
川
に
面
し
た
南
向
き
の
丘
陵
上
に
大
き
な
集
落
が
形
成
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
縄
文
時
代
の
住
居
と
し
て
は
洞
窟、
岩
陰、
竪
穴、
平
地
住
居
な
ど
知
ら
れ
て
い
る
が、
大
集
落
を
形
成
す
る
前
期
や

中
期
の
住
居
形
態
は
ほ
と
ん
ど
が
平
地
に
円
型
な
い
し
方
型
に三
〇
～五
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル
の
掘
込
み、
中
央
に
炉
を
設
け
周
囲
に
四

本
の
柱
を
立
て
た
竪
穴
式
住
居
が
普
通
で
あ
る
。

さ
て、
こ
れ
ら
の
住
居
址
群
を
残
し
た
当
時
の
人
は々
ど
ん
な
容
器
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

縄
文
文
化
の
中
期
と
区
分
さ
れ
る
こ
の
時
代
は、
石
狩
～
苫
小
牧
低
地
帯
を
境
に
前
時
代
同
様、
道
南
部
に
は
東
北
地
方
的
色
彩
の
強

い円
筒
下
層
式
土
器
の
流
れ
を
く
む
円
筒
上
層
式
土
器
が
濃
く
分
布
し
て
い
る
し
、
道
央
や
道
東
地
方
に
は
常
呂
郡
常
呂
町
朝
日
ト
コ
ロ

遺
跡
を
標
準
遺
跡
と
す
る
北
筒
式
土
器
が
分
布
し
て
い
る
。

円
筒
上
層
式
土
器
は
器
形
が
大
型
の
円
筒
形
を
呈
す
る
深
鉢
型
土
器
が
ほ
と
ん
ど
で
胎
土
に
砂
礫
を
含
み、
少
量
の
繊
維
を
含
ん
だ
も

の
も
少
な
く
な
い
。
器
形
は
口
縁
に
四
個の
外
反
す
る
弁
状
突
起
を
持
つ
も
の
が
圧
倒
的
で、
口
頸
部
に
は
粘
土
紐
に
よ
る
隆
起
帯
が
貼
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り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
いる
。
隆
起
帯
や
文
様
帯
の
間
に
は
撚
糸
文
や
馬
蹄
形
を
呈
し
た
圧
痕
文
な
ど
が
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
胴
下
半
部
に
は

地
文
と
し
て
羽
状
縄
文
が
多
く
施
文
さ
れ
て
い
る
。

円
筒
上
層
式
土
器
は
函
館
市
サ
イ
べ
沢
遺
跡
を
中
心
に
岩
内
町
東
山
遺
跡、
室
蘭
市
ポ
ン
ナ
イ
遺
跡
な
ど
、
標
式
的
な
も
の
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
が、
そ
の
分
布
は
浜
益
町
川
下
、
名
寄
市
智
東
、
石
狩
町
高
丘
遺
跡
や、
新
冠
町
氷
川
神
社
遺
跡
な
ど
に
ま
で
広
が
っ
て
い

る
。
一方、

道
東
地
方
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
北
筒
式
土
器
は
胎
土
に
繊
維
を
含
み
口
径
の
半
分
程
の
底
径
を
持
つ
筒
形
の
土
器
で
、

口
縁
部
が
や
や
外
反
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
断
面
は三
角
形
を
呈
す
る
肥
厚
帯
と
な
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
口
縁
に
は
円
筒

上
層
式
土
器
の
弁
状
突
起
の
退
化
し
た
よ
う
な
四
個
の
山
形
突
起
が
附
さ
れ、
地
文
と
し
て
は
斜
行
縄
文
あ
る
い
は
結
節
の
あ
る
羽
状
縄

文
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
筒
式
土
器
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
口
縁
部
肥
厚
帯
の
直
下
に
外
側
から
内
側
に
向
か
っ
て
施
し
た
太
い

突
瘤
文
が
多
く
見
ら
れ
る
。

円
筒
上
層
式
土
器
は
函
館
市
見
晴
町
遺
跡
出
土
の
土
器
群
を
持
っ
て
や
が
て
姿
を
消
し
、
次
い
で
一
般
的
に
余
市
式
土
器
と
よ
ば
れ
ロ

縁
部
に
平
行
す
る
幅
の
広
い
貼
付
帯
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
土
器
群
が、
道
南
地
方
か
ら
道
央
地
方
に
盛
行
し
、
円
筒
式
土
器
文
化
の
時

代
は
終
り
を
告
げ
る
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
地
方
は、
そ
の
地
理
的
環
境
か
ら
円
筒
上
層
式、
北
筒
式、
余
市
式
な
ど
を
共
伴
す
る
遺
跡
が
多
く
、
各
の々
遺
跡
から
発
見

さ
れ
て
いる
。
な
お、
最
近
本
州
各
地
で
は、
縄
文
時
代
中
期
に
農
耕
が
存
在
し
て
い
た
事
を
裏
付
け
る
よ
う
な
パ
ン
状
や
ク
ッ
キ
ー
状

の
炭
化
物
が発
見
さ
れ、
縄
文
農
耕
問
題
が
云
々
さ
れ
て
い
る
が
、道
内
か
ら
は
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
を
肯
定
す
る
よ
う
な
資
料
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
事
を
付
記
し
て
お
く
。

雄
大
な
把
手
(弁
状
突起)

や
粘
土
ひ
も
を
貼
り
つ
け
、
重
量
感
に
あ
ふ
れ
最
も
縄
文
式
土
器
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い円
筒
式
土
器
文
化
の

時
代
が
終
り、縄

文
文
化
も
そ
ろ
そ
ろ
下
降
線
を
た
ど
る
今
か
ら
四、〇

〇
〇
年
か
ら
三
、〇
〇
〇
年
前
の
約
一
、〇
〇
〇
年
間
を、
縄
文
時
代
後

第
二
編
先
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期
と
区
分
し
て
い
る
。

こ
の
時
代
も
前
時
代
と
同
じ
よ
う
に
、
東
北
地
方
の
文
化
と
の
対
比
に
よ
っ
て
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が、
北
海
道
特
有
の
文
化
内
容

も
少
な
く
な
い
。

前
、
中
期
に
は
海
岸
段
丘
や
河
川
段
丘
上
に
大
集
落
が
形
成
さ
れ、
大
型
の
貯
蔵、
煮
沸
用
の
深
鉢
型
土
器
を
使
用
し
て
い
た
人
も々

こ
の
時
代
に
な
る
と
な
ぜ
か
大
集
落
址
も
発
見
さ
れ
ず
、
大
型
土
器
も
姿
を
消
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
比
較
的
低
い
丘
陵
の
末
端
部
や
平
野
部
な
ど
に
か
け
て
遺
跡
が
検
出
さ
れ、
発
見
さ
れ
る
土
器
も
小
型
化
し
、
器
型
も
甕、
深

鉢
、
浅
鉢、
皿、
壺
、
片
口
、
注
口
(急
須
)
徳
利
形
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
も
の
で、
文
様
も
ヘ
ラ
が
き
沈
線
文、
す
り
消
し

手
法
と
い
う
特
殊
な
技
術
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
日
常
生
活
で
使
用
す
る
貯
蔵
や
煮
沸
用
の
深
鉢
や
浅
鉢
に
は
口
縁
部
の

裏
か
ら
竹
箸
様
の
棒
で
外
側
に
突
き
、
小
さ
な
大
豆
状
の
突
瘤
が
等
間
隔
に
並
ぶ
突
瘤
文
を
施
し
た
粗
製
土
器
、
さ
ら
に
香
炉
型
や
注
口

な
ど
日
常
生
活
用
と
い
う
よ
り
も
祭
祀
的
色
彩
の
強
い
精
製
土
器
な
ど
と
区
分
さ
れ
て
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
事
は
遺
跡
の
面
に
お
いて
も
明
ら
か
で、
住
居
址
等
の
遺
構
は
発
見
さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
積
石
や
配
石
等
を
伴
っ
た
墳
墓
遺
跡
が

多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
ら
の
墳
墓
か
ら
石
棒、
石
剣、
土
偶、
ヒ
ス
イ
や
蛇
紋
岩
に
よ

る
玉
類
、
装
身
具
類
な
ど
や、
ベ
ニ
ガ
ラ
と
呼
ば
れ
る
赤
色
の
顔
料
な
ど
が
発
見
さ
れ、
呪
術
的
な
支
配
関
係
の
発
生
を
物
語
っ
て
い
る
。

縄
文
時
代
後
期
の
土
器
群
と
し
て
は、
道
央、
道
南
地
方
を
中
心
に
ほ
ぼ
斉
一
性
を
持
ち
、
上
磯
郡
知
内
町
涌
元
遺
跡
を
標
式
と
し、

沈
線
文、
磨
消
文
を
主
体
と
す
る
涌
元
式
土
器
、
通
常二
～三
本
の
沈
線
文
を
単
位
に
蛇
行、
渦
巻
文
な
ど
奔
放
に
施
文
す
る
蛇
田
町
入

江
遺
跡
や
室
蘭
市
鷲
別
遺
跡
で
代
表
さ
れ
る
東
北
地
方
の
大
湯
式
土
器
に
類
似
す
る
も
の
。
口
縁
と
平
行
に
か
か
れ
た
多
数
の
沈
線
文
と

そ
れ
を
区
切
る
短
い
縦
の
沈
線
が
雲
形
文
様
の
沈
線
で
か
こ
ま
れ
た
磨
消
文
を
特
徴
と
し
、
地
文
の
縄
文
が
多
い
礼
文
島
船
舶上
層
式
土

器
、
さ
ら
に
胴
部
を
め
ぐ
っ
て
ひ
か
れ
た
平
行
沈
線
が
し
ば
し
ば
縦
の
沈
線
に
よ
っ
て
切
ら
れ
る
こ
と
を
特
徴
の
一つ
と
す
る
札
幌
郡
手
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稲
町
手
稲
遺
跡
を
標
式
と
す
る
手
稲
式
土
器
。

次
に
精
製、
粗
製
を
問
わ
ず
、
注
口
土
器
や三
叉
文、
突
瘤
文
な
ど
が
多
く
な
り
夕
張
郡
長
沼
町
堂
林
遺
跡
を
標
準
遺
跡
と
す
る
堂
林

式
土
器
が
盛
行
し
、
最
後
に
は、
磨
消
縄
文
と
三
叉
文、
突
瘤
文
と
の
構
成
に
よ
る
静
内
御
殿
山
式
土
器
が
全
道
的
に
分
布
す
る
よ
う
に

な
る
。
代
表
的
な
遺
跡
と
し
て
は
、
静
内
郡
静
内
町
目
名
御
殿
山
遺
跡
を
標
準
遺
跡
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
前
に
調
査
研
究
さ
れ
て
い
る

上
磯
郡
上
磯
町
茂
辺
地
遺
跡、
斜
里
郡
斜
里
町
朱
円
栗
沢
遺
跡
な
ど
が
有
名
で
、
朱
円
の
墳
墓
群
から
は
織
物、土

版、ドン
グ
リ
な
ど
が
多

数
の
副
葬
用
土
器
と
と
も
に
発
見
さ
れ
て
い
る
し
、
茂
辺
地
遺
跡
から
は
人
物、
人
面
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
苫
小
牧
市
内
か
ら
は
前
述
し
た
ご
と
く
墳
墓
群
を
中
心
と
す
る
大
遺
跡
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
時
期
の
遺

物
と
と
も
に
断
片
的
な
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
る
にす
ぎ
な
い
。

ま
た、
装
身
具
類
と
し
て
は
タ
プ
コプ
遺
跡
から
玉
、
大
島
遺
跡
か
ら
は
垂
飾
の
未
成
品
、
耳
栓
(耳
飾)の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。

全
道
的
に
御
殿
山
式
土
器
が
横
行
し
、
突
瘤
文
土
器
が
消
失
す
る
こ
ろ
よ
り、
道
南
地
方
を
中
心
に、
新
し
く
東
北
地
方
に
発
生
し
た

亀
ヶ
岡
式
土
器
文
化
が
北
上
し
て
く
る
。
こ
の
亀
ヶ
岡
式
土
器
と
そ
の
影
響
を
受
け
た
北
海
道
独
自
の
土
器
群
が
製
作
、
使
用
さ
れ
た
今

か
ら
三
〇
〇
〇
年
～二
〇
〇
〇
年
前
ま
で
の
約一〇
〇
〇
年
間
を
縄
文
時
代
晚
期
と
い
い、縄

文
式
土
器
文
化
の
最
後
の
時
代
な
の
で
あ
る
。

亀
ヶ
岡
式
土
器
と
は、
青
森
県
西
津
軽
郡
木
造
町
亀
ヶ
岡
遺
跡
を
標
準
遺
跡
と
す
る
も
の
で
壺
、
甕
、深
鉢
、
浅
鉢、
注
口
(急
須
)
、

皿
、
台
付、
香
炉
な
ど
多
種
多
様
な
器
形
の
う
え
に、
三叉
文
、
雲
形
文、
羊
歯
縄
文
な
ど
単
な
る
磨
消
し
の
技
法
か
ら
肉
彫
状
の
も
の

ま
で
あ
り
、
そ
の
見
事
な
工
芸
品
的
遺
物
は
縄
文
時
代
の
最
後
に
さ
い
た
華
と
も
い
わ
れ
中
期
の
円
筒
上
層
式
土
器
と
好
一
対
を
な
す
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
亀
ヶ
岡
式
土
器
は
施
文
後
、
朱
な
ど
の
う
る
し
が
塗
ら
れ、
非
常
に
色
彩
の
豊
か
な
も
の
も
少
な
く
な
い。
青
森
県、
岩
手
県

を
中
心
に
開
花
し
た
亀
ヶ
岡
文
化
は、
そ
の
後
、
関
東
地
方
の
安
行
文
化
を
乗
り
越
え
、
中
部、
東
海、
北
陸
、
近
畿
地
方
に
ま
で
も
及
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び
、
北
に
あ
っ
て
は
北
海
道
の
道
南
地
方
か
ら
、
道
東
釧
路
地
方
に
ま
で
伝
播
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
南
に
お
け
る
分
布
範
囲

は
円
筒
文
化
同
様、
石
狩
～
苫
小
牧
低
地
帯
を
越
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

亀
ヶ
岡
式
土
器
は
、山
内
清
男
博
士
に
よ
っ
て
岩
手
県
大
船
渡
市
大
洞
貝
塚
を
層
位
学
的
に
調
査
研
究
さ
れ
、大
洞
貝
塚
の
地
点
に
お
い

て
新
旧
の
相
違
が
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
氏に
よ
っ
て
大
洞
B
、
B、
CC、
C、
A
、
Aと
六
型
式
に
細
分
さ
れ
、
器
形
、
文
様
等
に
そ

の
差
違
が
あ
る
た
め、
全
国
的
に
そ
の
基
準
が
使
用
活
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
て、
道
内
に
お
ける
縄
文
時
代
晚
期
の
様
相
で
あ
る
が、
現
在の
と
こ
ろ
、
東
北
地
方
に
見
ら
れ
る
純
粋
な
大
洞
B、
B
式
土
器
を

出
土
す
る
遺
跡
は
知ら
れ
て
い
な
い。
し
か
し
、
断
片
的
な
資
料
や
そ
の
器
形
、
文
様
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
土
器
群
が
桧

山
郡
上
ノ
国
町
竹
内
屋
敷
遺
跡
から
発
見
さ
れ、
寿
都
郡
寿
都
町
寿
都
遺
跡
や
石
狩
低
地
帯
以
南
の
遺
跡
から
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
上
ノ
国
式
土
器
と
よ
ば
れ
る
土
器
群
は
、
幅
の
太
い
沈
線
文
、
爪
形
文
、
刺
突
文
を
主
体
に、
器
形
の
上
半
部
に
施
文
さ
れ
る
も

の
が
多
く、
下
半
部
(胴
部
)
は
ほ
と
ん
ど
が
斜
行
縄
文
の
み
の
場
合

が
多
い
。

日の浜式土器 〔早来町教育委員会蔵〕
(昭和47年)

道
南
地
方
で
大
洞
の
式、
℃式
か
ら
A
式
に
か
け
る
時
期
は上
磯
郡

上
磯
町
久
根
別
遺
跡、
函
館
市
女
名
沢
遺
跡、
上
磯
郡
上
磯
町
添
山
遺

跡
、
札
苅
町
札
苅
遺
跡、
亀
田
郡
尻
岸
内
町
日
の
浜
遺
跡
な
ど
の
純
粋

な
亀
ケ
岡
式
系
遺
物
を
出
土
す
る
遺
跡
群
が
存
在
す
る
が、
石
狩
低
地

帯
か
ら
北
で
は
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
晚
期
土
器
群
の
う
ち
、
亀
ヶ
岡

式
系
土
器
よ
り
も
、
従
来
は
前
北
式
土
器
と
呼
ば
れ
て
い
た
撚
糸
押
圧

文
を
主
体
と
す
る
タン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
が
多
く
な
る
。
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タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
は
長
沼
町
幌
内
タ
ン
ネ
ト
ー
遺
跡
や、
苫
小
牧
市
植
苗
タ
プ
コ
プ
遺
跡
な
ど
を
標
準
遺
跡
と
す
る
も
の
で
、

前
述
し
た
上
ノ
国
式
土
器
に
続
き
、
爪
型
文
が
消
失
し
、
変
わ
っ
て
二
～三
条
の
撚
糸
条
線
文
や
半
截
竹
管
に
よ
る
沈
線
文
刺
突
文
な
ど

を
中
心
に、
口
縁
部
内
壁
に
撚
糸
の
押
圧
文
(線
状
な
いし
渦
巻
状
)
を
押
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
器
形
も
従
来
の
も
の
に
加
え
、
舟

型
や
双
胴
な
ど
特
殊
な
も
の
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
グ
ルー
プ
は
全
道
的
に
分
布
し
て
いる
よ
う
で
あ
る
が、
そ
の
中
心
は
石
狩
低
地
帯
に
あ
り
、
道
南
の
日
の
浜
遺
跡
な
ど
に

お
いて
も
日
の
浜
式
土
器
に
伴
っ
て
数
点
出
土
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た、
道
東
地
方
に
は、
日
の
浜
式
土
器
を
伴
出
し
な
が
ら
、

縄
文
と
貝
殻
条
痕
文
を
地
文
と
し
、
沈
線
文
を
施し
た
も
の、
タン
ネ
ト
ー
L
式
と
お
な
じ
く
口
縁
部
内
壁
に
撚
糸
押
圧
文、
縄
文、
沈

線
文
な
ど
を
施
し
、
舟
型
や
双
口、
双
胴
な
ど
特
殊
な
器
型
を
呈
す
る
ヌ
サ
マ
イ
式
土
器
が
分
布
し
て
い
る
。

苫
小
牧
地
方
で
は
先
に
も
述べ
た
ご
と
く
、
上
ノ
国
式、
日
の
浜
式
土
器
の
分
布
範
囲
に
当
り、
ま
た、
タン
ネ
ト
ー
L
式
の
文
化
圏

内
に
も
あ
る
た
め、
他
の
時
期
の
遺
跡
数
に
比
べ
比
較
的
多
く
の
遺
跡
数
が
分
布
し
て
い
る
。

以
上
、
北
海
道
に
人
が
移
り
住
み、
縄
文
式
土
器
を
使
用
し
、
狩
猟、
漁
撈
の
生
活
を
送
っ
て
き
た
縄
文
時
代
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ

て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
文
化
は
八、〇
〇
〇
年
前
～二
、〇
〇
〇
年
前
ま
で
の
間、約

六、〇
〇
〇
年
間
に
渡
っ
て
連
綿
と
続
い
た
縄
文
文
化
も
晚
期

の大
洞
A
式
土
器
を
持
っ
て
終
末
を
告
げ
る
。
この
間
、
石
斧
、
石
鏃
、
石
槍
、
石
錐
、
石
小
刀
な
ど
縄
文
文
化
の
基
本
的
石
器
の
組
成

は
変
わ
ら
ず
、
生
活
の
基
盤
は
狩
猟、
漁
撈
の
採
集
経
済
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
当
地
方
から
は
大
洞
A
式
の
正
確
な

資
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
し、
縄
文
文
化
終
末
の
様
相
も
他
地
方
と
同
様
に
定
か
で
な
い
。

し
か
し
、
タン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
や
日
の
浜
式
土
器
の
使
用
が
終
了
し
た
こ
ろ
か
ら
、
確
実
に
弥
生
式
土
器
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い

た
続
縄
文
時
代
恵
山
期
の
土
器
文
化
が
、縄
文
文
化
の
立
地
し
た
丘
陵
地
帯
に
再
び
営
ま
れ
る
の
で
あ
る
。そ
し
て
縄
文
時
代
晚
期
と
同
様

第
二
編
先
史
時
代
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の
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
北
海
道
独
自
の
新
し
い
文
化
を
形
成
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

〈
主
要
参
考
文
献
〉

鎌
木
義
昌

古
崎
昌
一

大
場
利
夫

名
取
武
光

竹
田
輝
雄

江
坂
輝
弥

『縄
文
土
器
と
貝
塚‒
縄
文
時
代』

「古
代
史
発
掘」
昭
和
四
十
八
年
講
談
社

第
四
節
続
縄
文
時
代

長
か
っ
た
縄
文
時
代
も
今
から
約二
、〇
〇
〇
年
前
後
に
は
全
国
的
に
終
り
を
告
げ、新
し
く
大
陸
から
の
影
響
に
よ
る
稲
作
農
耕と
金

属
器
を
利
器
と
し
て
使
用
す
る
新し
い
文
化
が
紀
元
前三
〇
〇
年
こ
ろ
、
北
九
州
の
遠
賀
川
流
域
に
発
生
し
た
。

こ
の
文
化
は
縄
文
式
土
器
と
は
ち
が
い、
赤
褐
色
を
呈
し
、
文
様
や
型
が
簡
素
に
な
り
、
縄
文
式
土
器
よ
り
も
製
作
方
法
が
進
歩
し
、

高
い
温
度
で
焼
か
れ
鉢、
壺
、
高
杯
な
ど
器
形
に
と
ぼ
し
い
弥
生
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
、
前
述
し
た
稲
作
農
耕
と
金
属
器
(青
銅

・
鉄
)、
織
物
な
ど
に
従
事
、製
作
使
用
し
た
時
代
で
あ
る
。
弥
生
式
土
器
は、
明
治
十
七
年
(一
八
八
四
)
東
京
大
学
に
隣
接
し
た
本
郷

向
ケ
丘
弥
生
町
の
貝
塚
か
ら
最
初
に
発
見
さ
れ、
縄
文
式
土
器
と
ち
が
う
こ
と
か
ら
、
最
初
の
出
土
地
に
ち
な
み
以
後
、
弥
生
式
土
器
と

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

北
九
州
の
遠
賀
川
流
域
に
発
生
し
た
弥
生
式
文
化
は、
そ
の
後
、
わ
ず
か
数
一〇
〇
年
位
の
間
に
本
州
各
地
に
広
ま
り
、
各
型
式
の
弥

198

『縄
文
文
化
の
概
観』

「日
本
の
考
古
学
Ⅱ
」
昭
和
四
十
年
河
出
書
房
新
社

『縄
文
文
化の
発
展
と
地
域
性
北
海
道
』

「日
本
の
考
古
学
Ⅱ
」
昭
和
四
十
年
河
出
書
房
新
社

『縄
文
中
期
文
化
|
北
海
道』

「新
版
考
古
学
講
座
3」
昭
和
四
十
四
年
雄
山
閣

松
下
亘
『縄
文
後
期
文
化
‒
北
海
道
』

「新
版
考
古
学
講
座
3
」
昭
和
四
十
四
年
雄
山
閣

『縄
文
晚
期
文
化
‒
北
海
道』

「新
版
考
古
学
講
座
3」
昭
和
四
十
四
年
雄
山
閣



生
式
土
器
を
は
じ
め
、
銅
鉾
と
銅
剣、
銅
鐸
な
ど
の
青
銅
製
品
と
石
包
丁
、
蛤
刃
太
型
磨
製
石
斧、
片
刃
柱
状
磨
製
石
斧
を
は
じ
め、
鉄
、

製
工
具
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
た
各
種
の
木
製
品
な
ど
を
伴
っ
て
沖
積
平
野
を
中
心
に
奈
良
県
・
唐
古
、
静
岡
県
・
山
木、
登
呂
な
ど
の
遺

跡
を
残
し
、
北
上
し
て
行
っ
た
。

紀
元
後
二
〇
〇
年
位
に
は、
こ
の
弥
生
式
文
化
は
す
で
に
東
北
地
方
に
も
到
達
し
、
仙
台
平
野
を
中
心
に
稲
作
農
耕
が
行
わ
れ、
三
〇

〇
年
こ
ろ
に
は、
青
森
県
に
も
到
達し
、
田
舎
館
遺
跡
な
ど
が
栄
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
短
期
間
で
日
本
列
島
を
稲
作
中
心
の
農

耕
文
化
に
し
て
し
ま
っ
た
弥
生
式
文
化
も
津
軽
海
峡
を
越
え
、
北
海
道
に
ま
で
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
北
海
道
の
位
置
す
る
地
理
的、
気
象
的
条
件
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が、
北
海
道
に
お
け
る
水
田
耕
作
の
開
始
が
明
治
時
代
以

降
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
事
実
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
北
海
道
に
は
狩
猟、
漁
撈
を
中
心
と
す
る
縄
文
文
化
が
比
較
的
お
そ

く
ま
で
残
り
、
そ
こ
へ
弥
生
式
文
化
の
土
器
製
作
の
技
術、
金
属
器、
石
器
な
ど
が
伝
播
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
縄
文
文
化
の
伝
統

の
強
い
特
有
の
文
化
「続
縄
文
式
文
化
」
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

1
3

1

田舎館式土器実測図 東北北部の弥生式土器
伊東信雄より (昭和35年)

こ
の
文
化
期
に
属
す
る
土
器
に
は
じ
め
て
注
目
し
た
の
は
山
内
清
男

博
士
で
あ
っ
た
。

博
士
は
昭
和
八
年、
縄
文
文
化
の
伝
統
を
も
つ
土
器
と
し
て
室
蘭
市
本

輪
西
貝
塚
上
層
の
土
器
と
青
森
県
田
舎
館
遺
跡
の
土
器
を
あ
げ
、
昭
和

十
四
年
に、
こ
れ
ら
の
土
器
群
に
対
し
、
縄
文
文
化
の
伝
統
は
あ
る
が

本
州
の
弥
生
式
土
器
に
対
す
る
北
海
道
の
土
器
と
し
て
「続
縄
文
式
」

と
い
う
名
称
を
与
え
、
縄
文
式
と
区
別
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
続
縄
文
式
土
器
の
研
究
は
名
取
武
光
助
教
授、
千
代
肇

第
二
編
先
史
時
代
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苫
小
牧
市
史
上
巻

恵山式土器 〔白老町教育委員会蔵〕
アヨロ遺跡出土 (昭和47年) 学

芸
員
な
ど
に
よ
っ
て
道
南
地
方
の
恵
山
貝
塚、
尾
白
内
貝
塚
な
ど
の

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
た
し
、道
央、
道
東
地
方
に
広
く
分

布
す
る
後
期
北
海
道
式
薄
手
土
器
と
し
て
後
北
式
土
器
が
河
野
広
道
博

士
な
ど
に
よ
っ
て
調
査
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
り、
今
日
に
い
た
って
い

る
の
で
あ
る
。

続
縄
文
時
代
は
、
現
在
大
ま
か
に三
期
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。

前
期
は
道
南
地
方
に
中
心
が
あ
り
、
主
と
し
て
海
岸
線
近
く
に
遺
跡

が
立
地
し
、亀
田
郡
尻
岸
内
町
恵
山
貝
塚
を
標
式
遺
跡
と
す
る
恵
山
期、

中
期
は
内
陸
部
に
広
く
分
布
し
、
た
く
さ
ん
の
土
墳
墓
を
伴
う
江
別
市

坊
主
山
遺
跡
を
標
準
遺
跡
と
す
る
江
別
期、
そ
し
て
後
期
は、
全
道
的
に
分
布
し
、
擦
文
式
土
器
の
母
体
と
な
る
札
幌
市
北
海
道
大
学

構
内
遺
跡
を
標
式
遺
跡
と
す
る
北
大
期
で
あ
る
。

恵
山
期
の
内
容
と
し
て
は、
遺
跡
は
海
岸
線
近
く
の
丘
陵
部
や
平
野
部
な
ど
に、
小
貝
塚
や
少
量
の
積
石
を
伴
う
墳
墓
群
な
ど
を
伴
っ

て
立
地
し
、
縞
縄
文
と
よ
ば
れ
る
束
状
の
縄
文
と三
角
、
山
形、
波
形、
平
行
沈
線
文、
刻
目
文
を
主
体
に
施
文
し
た
鉢、甕

、壺、
台
付

鉢
型
土
器
な
ど
弥
生
式
土
器
の
影
響
を
受
け
た
容
器
を
中
心
に
魚
型
石
器
、
靴
型
石
器
(基
部
の
つ
い
た
ナ
イ
フ
)
片
刃
柱
状
磨
製
石
斧

な
ど
の石
器
類、
あ
き
ら
か
に
金
属
器
で
加
工
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
話、
ヤ
ス、
縫
針、スプ

ー
ン
状
な
ど
の
骨
魚
器
を
は
じ
め、
弥
生
文

化
か
ら
の
渡
来
品
で
あ
る
太
型
管
玉
な
ど
の
装
身
具
類
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

苫
小
牧
地
方
で
は
、
この
期
の
遺
跡
と
し
て
白
老
町
ア
ヨ
ロ
遺
跡
が
有
名
で
あ
る
ほ
か、
市
内
か
ら
も
緑
ケ
丘
A
遺
跡
を
は
じ
め
、
タ

プ
コブ
、
金
森、
植
村、

ニ
ナ
ル
カ
遺
跡
な
ど
か
ら
多
数
の
遺
物
が
発
見
出
土
し
て
い
る
。
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江
別
期
は、
昭
和
初
年
こ
ろ
、
河
野
広
道
博
士
に
よ
り
、
後
北
式
土
器
北
見
型、
江
別
型
と
大
別
さ
れ、
さ
ら
に
時
間
的
に
古
い
方
か

ら
A
、
B、
C、
D、
E
式
と
五
型
式
に
細
分
さ
れ
て
い
た
土
器
文
化
で
あ
る
。
遺
跡
の
分
布
は
先
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
が、
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ、
墳
墓
遺
跡
が
ほ
と
ん
ど
で
、
住
居
址、
貝
塚
な
ど
の
遺
構
は
非
常
に
少
な
い
。

し
か
し
特
殊
な
遺
跡と
し
て
は、
小
樽
市
手
宮
洞
窟
や
余
市
町
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
遺
跡
な
ど
が
あ
り
、
古
代
文
字
状
の
彫
刻
が
発
見
さ
れ

て
今
日
ま
で
学
界
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が、
最
近
の
フゴ
ッペ
洞
窟
遺
跡
の
調
査
の
結
果
によ
れ
ば、「こ

れら
の
遺
跡
は
祭
祀

的
色
彩
の
強
い
も
の
で
、
古
代
文
字
状
の
壁
画
も
、
こ
れ
ら
の
関
連
に
お
い
て
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。

河
野
博
士
の
細
分
に
よ
れ
ば、
各
型
式
の
後
北
式
土
器
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
り、
前
半
は
甕、
深
鉢
が
多
く
、
片
口
も
存
在
す

る
。
文
様
は
粘
土
の
細
い
紐
を
貼
り
付
け
た
徴
隆
起
線
文
と
刻
目
文
が
あ
り
胴
部下
半
に
は
恵
山
式
土
器
同
様の
稿
縄
文
が
施
さ
れ
て
いる
。

後
半
で
は
、
隆
起
線
文
が、
前
半
の
直
線
的
で
あ
った
も
の
が、
メ
ガ
ネ
状
や
網
目
状
と
な
り
、
ア
イ
ヌ
文
様
の
起
源
を
思
わ
せる
よ

う
な
構
成
と
な
る
。

し
か
し
終
末
期
に
は
徴
隆
起
線
文
が
消
え
、
縞
縄
文、
無
文、
刺
突
文
な
ど
の
み
が
施
文
さ
れ、
器
形
も、
壺
、
吊
耳
の
つ
い
た
鉢
型

土
器
な
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
墳
墓
群
に
副
葬
さ
れ
る
土
器
の
中
に
は
、
二
次
的
に
赤
色
や
白
色
の
化
粧
土
を
塗
っ
た
も
の、
底
部
に
穿
孔
の
あ
る
も
の
な
ど
が

あ
る
ほ
か
、
靴
型
石
器、
磨
製
石
斧、
二等
辺
三
角
鏃、
管
玉
、
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
が
伴
っ
て
いる
。

市
内
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
江
別
期
の
代
表
的
遺
跡
と
し
て
は
平
田、
植
村
遺
跡
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
タ
プ
コプ
、
緑
ケ
丘
A

遺
跡
な
ど
か
ら
恵
山
式
土
器
な
ど
と
と
も
に
断
片
的
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。

な
お
最
近
で
は
後
北
A
、B、C

式
な
ど
と
い
う
名
称
を
江
別
Ⅰ
、
Ⅱ
、Ⅲ
、N
式
と
し
て
使
用
し
て
い
る
研
究
者
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

後
期
の
北
大
期
も
、河
野
広
道
博
士
に
よ
っ
て
後
北
式
土
器
の
終
末
土
器
を
北
大
式
土
器
と
命
名
さ
れ
たこ
と
に
よ
って
そ
の
名
が
あ
る
。

第
二
編
先
史
時
代
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は
じ

こ
の土
器
は
東
北
地
方
の
土
師
器
の
影
響
を
受
け、次

期
の
擦
文
式
土
器
の
母
体
と
な
る
も
の
で
あ
る
が、
終
末
期
の
も
の
は、たび

た
び

土
師
器
と
共
に
発
見
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
古
式
の
擦
文
式
土
器
と
を
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
区
別
は
は
な
は
だ
困
難
で
あ
る
。

こ
の
期
の
遺
構
と
し
て
は
隅
丸
方
形
の
竪
穴
住
居
址
が
一
般
的
で
あ
る
が、
楕
円
形
を
呈
す
る
土
墳
墓
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
道
具

類
と
し
て
は、
す
で
に
石
器
の
使
用
は
少
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
本
州
か
ら
移
入
さ
れ
た
鎌、
斧
、
刀
子
な
ど
の
鉄
製
品
が
多
く
な
っ
て

く
る
。

当
地
方
で
は、
千
歳
市
の
ウ
サ
ク
マ
イ
B
遺
跡
な
ど
か
ら
多
く
出
土
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が、
市
内
か
ら
は
タ
プ
コ
プ、
植
村、
平

田、
糸
井
B
遺
跡
な
ど
か
ら
断
片
的
に
発
見
確
認
さ
れ
て
い
る
。

以
上
続
縄
文
時
代
の
概
略
を
述べ
た
が、
弥
生
式
文
化
の
影
響
を
受
け
、
北
海
道
で
発
生
し
、
独
自
の
発
展
を
と
げ
た
こ
れ
ら
の
土
器

文
化
は、
恵
山
式
土
器
で
は
東
北
地
方
青
森
県
の
南
部
ま
で、
江
別
式
土
器
で
は
宮
城
県
仙
台
平
野
ま
で、
北
大
式
土
器
で
あ
れ
ば
再
び

東
北
地
方
北
部
ま
で
も
分
布
伝
播
し
て
いる
。
こ
れ
ら
の
事
実
は、
当
時
の
北
方
文
化
の
歴
史
の
上
で
弥
生
か
ら
古
墳
へ
と
、
ま
た
部
落

国
家
か
ら
中
央
集
権
国
家
へ、
さ
ら
に
大
和
朝
廷
に
よ
る
東
北
(蝦
夷)
経
営
の
問
題
な
ど
、
大
き
な
課
題
が
山
積
し、
興
味
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

0

√

東北に南下した
後北CI式土器の分布
『奥羽史談』55号より

分
布
は
先
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
器
形
は
深
鉢
形
が
多
く
、

器
面
に
は
斜
行
な
い
し
斜
位
押
捺
縄
文
が
多
く
施
文
さ
れ
て
いる
。
北

大
式
土
器
の
特
徴
的
な
文
様
と
し
て
は
口
縁
部
外
側
か
ら
細
い
刺
突
具

に
よ
っ
て
列
点
状
に
施
し
た
突
瘤
文
を
施
し
た
土
器
で
あ
る
。
ま
た
口

縁
部
を
中
心
に
縦
に
巾
五
ミ
リ
程
で
徴
隆
起
線
文
を
施
し
て
い
る
も
の

も
少
な
く
な
い
。
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〈主
要
参
考
文
献
〉『日
本
遠
古
の
文
化』

「ド
ル
メ
ン
」
昭
和
八
年

山
内
清
男

千
代
肇

大
場
利
夫
千
代
肇
『周
辺
地
域
の
情
勢
‒
北
海
道』

『弥
生
式
文
化
の
北
方
伝
播
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
課
題
』

「日
本
の
考
古
学
Ⅲ
」
昭
和
四
十
一
年
河
出
書
房
新
社

佐
藤
一
夫

『恵
山
文
化
』

「考
古
学
手
帳
18」
昭
和三
十
八
年

第
五
節
擦
文
時
代

紀
元
前三
世
紀
の
終
り
こ
ろ、
部
落
国
家
を
形
成
し
た
弥
生
時
代
も
終
り、
や
が
て
国
家
権
力
に
よ
っ
て巨
大
な
高
塚
古
墳
で
あ
る
仁

徳
陵
や
応
神
陵
な
ど
の
前
方
後
円
墳
が
全
国
各
地
に
構
築
さ
れ
る
古
墳
時
代
を
経
て
歴
史
時
代
に
入
る
。
文
献
上
で
は
「日
本
書
記
」
斉

明
記
に
見
ら
れ
る
阿
倍
比
羅
夫
の
エ
ゾ
征
伐
や
、
ア
イ
ヌ
が
記
録
に
あ
ら
わ
れ
文
献
資
料
に
具
体
的
に
登
場
し
て
く
る
ま
で
の
時
代
で、

依
然
と
し
て
粘
土
で
作
っ
た
容
器
を
使
用
し
て
い
た
時
代
を
、
そ
の
容
器
に
施
さ
れ
た
施
文
方
法
か
ら
、
北
海
道
独
自
の
年
代
区
分
と
し

て
擦
文
式
土
器
文
化、
擦
文
時
代
と
呼
称
し
て
い
る
。

擦
文
式
土
器
と
は
、
擦
文
と
い
う
こ
と
自
体、
土
師
器
の
体
部
に
施
さ
れ
た
刷
毛
目
調
整
痕
を
指
す
と
お
り、
土
器
の
施
文
方

法
に
由
来
し
て
い
る
が、
擦
文
の
み
な
ら
ず
、
刻
線
文
を
有
す
る
刻
目
文
土
器、
無
文
の
も
の
な
ど
を
総
称
し
て
擦
文
式
土
器
と
呼
ん
で

い
る
。

そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
紀
元
前
七
世
紀
こ
ろ
強
力
な
権
力
を
持
っ
た
大
和
朝
廷
の
北
進
と
と
も
に、
本
州
の
北
部
で
使
用
さ
れ
て
い
た

土
師
器
と
同
じ
も
の
が
函
館
市
湯
ノ
川、
千
歳
市
ウ
サ
ク
マ
イ
、
由
仁
町
由
良
な
ど
の
遺
跡
に
コ
ロニ
・
に
母
在
し、
こ
れ
ら
の
土
師

器
と
続
縄
文
時
代
末
期
の
北
大
式
土
器
と
接
触
し、
前
述
し
た
刻
文、
無
文
や
擦
痕
文
で
特
色づ
け
ら
れ
る
「擦
文
式
土
器
」
が
発
生
し

第
二
編
先
史
時
代
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1.千歳市千歳神社裏 2.古宇郡神恵内村観内洞窟

初期の刻文土器 (昭和47年)
『北海道における末期古墳の問題点』 た

と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
。

擦
文
文
化
に
は
いく
つ
か
の
特
色
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る。

そ
の
第
一
は、
東
北
地
方
の
古
墳
文
化
の
関
連
で
あ
る
。
北
海
道
に
は
本
州
各
地
に
存

在
す
る
よ
う
な
高
塚
の
古
墳
は
な
い
が、
そ
れ
に
類
似
し、
東
北
地
方
の
終
末
古
墳
に
非

常
に
似
た
「北
海
道
式
古
墳
」
と
い
う
も
の
が
存
在
し
、昭
和
初
年
こ
ろ
よ
り
後
藤
寿
一、

河
野
広
道
博
士
な
ど
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ、
最
近
で
は
、
石
付
喜三
男
助
教
授
な
ど
に
よ

っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。

1
.

北
海
道
式
古
墳
と
は
明
ら
か
に
東
北
地
方
の
古
墳
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
高
さ三
〇

～
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
直
径
三
～
六
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
な
い
し
円
形
の
墳
丘
を
持

ち
、
周
囲
に
は
巾
六
〇
～
一〇
〇
セン
チメ
ー
ト
ル、
深
さ
一
〇
～
三
〇
セン
チ
メ
ー
ト

ル
の
周
溝
が
存
在
し、
地
平
線
下
の
内
部
は
長
さ
一・
五
～
二
・
五
メ
ー
ト
ル、
巾
五
〇
～
八
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
墓
壙
を

持
つ
墳
墓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は、
江
別
市
町
村
農
場、
同
じ
く
江
別
兵
村
、
恵
庭
町
茂
漁
な
ど
、
石
狩
低
地
帯
に
集
中
的
に
分
布
し
て
い

る
。墓
壙内
の
副
葬
品
と
し
て
は
土
師
器、
毛
抜
型
太
刀、
直
刀、
蕨
手刀
、
刀
子
、
袋
柄
鉄
斧、
鉄
鎌、
環
状
装
身
具、
勾
玉
や
管
玉
な

ど
東
北
地
方
北
部
に
見
ら
れ
る
古
墳
群
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
北
海
道
式
古
墳
に
つ
い
て
は、
平
田
遺
跡
や
植
村
遺
跡
を
調
査
さ
れ

た
河
野
広
道
博
士
が
両
遺
跡
の
遺
物
よ
り
苫
小
牧
地
方
に
も
必
ず
存
在
す
る
と
、
そ
の
著
『苫
小
牧
地
方
古
代
史
』
に
お
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

第
二
に
擦
文
式
土
器
を
伴
う
竪
穴
住
居
址
で
あ
る
。
従
来
ま
で
の
縄
文、
続
縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
址
で
あ
れ
ば、
隅
丸
方
形
な
い
し
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方
型
プ
ラ
ン
で、
中
央
部
に
炉
が
あ
り
、
四
本
の
主
柱
を
中
心
に
附
属
の
柱
穴
が
発
見
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が、
こ
の
時
代
か
ら

炉
が
消
失
し、
変
っ
て
粘
土
で
作
っ
た
煙
道
や
カ
マ
ド
な
ど
を
も
つ
竪
穴
住
居
へ
と
変
化
す
る
。
ま
た、
こ
の
時
代
の
竪
穴
住
居
址
に
は

火
災
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
く
、
次
の
ア
イ
ヌ
時
代
と
の
関
連
を
考
慮
さ
せ
る
資
料
も
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
は
織
物
の
存
在
で
機
織
技
術
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
擦
文
時
代
の
竪
穴
住
居
址
内
か
ら
粘
土
で
作
った
紡
錘
車
と
よ
ば
れ
る
糸

つ
む
ぎ
車
が
多
数
発
見
さ
れ
る
し
、
実
際
に
平
織
の
布
が
天
塩
豊
富
遺
跡
に
お
い
て
採
集
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
編
先
史
時
代

0B
1
2
3.
4

第5図 古墳様墳基 墓所在地 (○印)
1 江別町町村農場
2 江別町字兵村
3 恵庭村字茂漁4)
千歳町字長都

5 苫小牧市字植苗

北海道式古墳分布図 (昭和36年)
『苫小牧地方古代史』

第
四
は
穀
類
栽
培
技
術
の
開
始
で
あ
る
。
す
で
に
続
縄
文

時
代
末
か
ら
石
器
の
使
用
量
は
減
少
し
、
擦
文
時
代
に
は、

ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
ま
で
に
な
って
し
ま
う
。

こ
れ
は
す
で
に
石
器
に
変
わ
り
大
量
の
鉄
製
品
が
普
及
し
て

い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
恵
庭
市
柏
木
川
遺
跡
で
発
見

さ
れ
た
擦
文
式
土
器
を
伴う
土
壤
墓
で
は
鉄
製
の
鍬
と
鎌、

刀
子
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
いる
ほ
か
斧、
手
斧、
刀
、
鏃
な

ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一部
で
は
原
始
的
な
製
鉄
が
行
わ
れ

て
い
た
ら
し
く
タ
プコ
プ
遺
跡
な
ど
で
は
土
製
の
ふ
い
ご
口

な
ど
も
発
見
さ
れ
て
いる
。

さ
ら
に
実
物
と
し
て
は
前
記
の
天
塩
豊
富
遺
跡
で
は
ア
ワ
、

ソバ
、緑
豆
な
ど
の
栽
培
植
物
の
炭
化
物
が
多
量
に
発
見
さ
れ

て
いる
ほ
か、
十
勝
・根
室
地
方
の
擦
文
時
代
竪
穴
住
居
から
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モ
ロ
コ
シ
、
ヒ
エ
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
擦
文
時
代
の
概
略
に
つ
いて
述
べ
た
が、
そ
の
終
末
は
何
時
ご
ろ
で
あ
る
か、
今
の
と
こ
ろ
一
定
し
て
い
な
い。
考
古
学
的

根
拠
と
し
て
は
奥
尻
島
青
苗
貝
塚
出
土
の
擦
文
式
土
器
の
終
末
期
の
も
の
と
と
も
に、内

耳
土
鍋
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、和
人
の
渡

来
が
多
く
な
り
、
内
耳
鉄
鍋の
盛
行
す
る
時
期、
中
世
粗
陶
や
磁
器
の
多
く
な
る
鎌
倉
時
代
末
な
いし
室
町
時
代
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
内
から
は
擦
文
時
代
の
大
き
な
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
タ
プ
コ
プ
、
植
村、
大
曲
、
北
炭
山
林、
大
島、
植
苗
橋下
、

斉
藤、
大
槻、
高
丘、
糸
井
Ⅱ
、
明
野
、
泉
の
沢
遺
跡
な
ど
から
本
時
代
の
資
料
が
断
片
的
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た、
当
市
内
から
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
中
心
に
道
東
地
方
から
太
平
洋
沿
岸
地
帯
で
は
エ
リ
モ
岬
付
近
ま

で
、
道
北
日
本
海
沿
岸
で
は
天
売
、焼
尻
島
付
近
ま
で
分
布
す
る
海
洋
性
の
オ
ホ
ー
ツク
文
化
が
あ
る
。大
陸
の
文
化
を
吸
収
し
た
オ
ホー
ツ
ク

文
化
は
海
獣
狩
猟
と
漁
撈
を
中
心
に
生
活
を
し
て
お
り
擦
文
時
代
に
本
道
に
定
住
し
、
モ
ヨ
ロ
貝
塚
な
ど
を
形
成
す
る
と
と
も
に
擦
文
文

化
人
と
も
か
な
り
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〈主
要
参
考
文
献
〉

桜
井
清
彦

『古
墳
文
化
の
地
域
的
特
色
12-
北
海
道』

『北
海
道
の
原
史
文
化
』

「新
版
考
古
学
講
座」
昭
和
四
十
五
年
雄
山
閣

『擦
文
式
土
器
の
初
現
的
形
態
に
関
す
る
研
究
』

「札
幌
大
学
紀
要
」
昭
和
四
十
三
年
札
幌
大
学
教
養
部

石
附
喜
三男

「日
本
の
考
古
学
≧
」
昭
和
四
十
一
年
河
出
書
房
新
社
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第
六
節

ア
イ
ヌ
時
代

北
海
道
を
中
心
に
南
樺
太
(サ
ハリ
ン
)
千
島
列
島
(ク
ル
リ)
な
ど
に
分
布
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
が、
人
類
学
的
に
ま
た
民
族
学
的
に

何
時
ご
ろ
形
成
さ
れ
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
決
定
的
な
意
見
は
な
い
。

ア
イ
ヌ
と
は
彼
等
自
身
の
言
葉
で
人
間
と
いう
意
味
で
あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
研
究
は
、
日
本
人
が
蝦
夷
地
に
移
住
す
る
と
と
も

に
そ
の
特
異
な
風
俗、
習
慣、
容
貌
な
ど
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
研
究
の
は
じ
め
は、
日
本
書
記
に
登
場
す
る
阿
倍
比
羅

夫
の
エ
ゾ
征
伐
の
エゾ
を
ア
イ
ヌ
か、ど

う
か
と
い
う
こ
と
を
別
に
し
て
も、今

か
ら
六
〇
〇
年
前
十
四
世
紀
の
中
こ
ろ
に
書
か
れ
た
「諏

訪
大
明
神
縁
起
絵
詞
」
で
は、
ア
イ
ヌ
に
は三
派
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
派
は
外
国
に
連
な
り
言
葉
も
通
じ
な
い
が
、
道
南
地
方
に
い
た

一
派
は
言
葉
も
通
じ
る
し
、
形
は
夜
叉
の
如
く
、
禽
獣
魚
肉
を
食
と
し
、
五
穀
を
知
ら
ず
な
ど
、
そ
の
容
姿、
戦
闘
の
様
子
、
妖
術、
毒

矢
の
こ
と
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
知
ら
れ
て
いる
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
最
古
の
記
録
で
あ
り
、
こ
の
内
容
に
通
じ
る
も
の

と
し
て
茨
城
県
那
珂
町
上
宮
寺
に
伝
わ
る
鎌
倉
時
代
末
の
作
と
い
わ
れ
る
「聖
徳
太
子
絵
伝
」に
は『
諏
訪
大
明
神
縁
起
絵
詞』に

表
現
さ
れ

た
よ
う
な
ア
イ
ヌ
が
絵
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後、
康
正
二
年
(一
四
五
七
)コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
乱
や、寛

文
四
年
(一
六
六
九)

シ
ヤ
ク
シ
ヤ
イ
ン
の
乱
な
ど
を
契
機
に、
日
本
人
が
蝦
夷
地
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
そ
の
記
録
の
量
は
多
く
な
る
。

特
に
江
戸
時
代
に
な
る
と
北
辺
防
備
の
上
か
ら
徳
川
幕
府
は
松
前
藩
から
蝦
夷
地
を
と
り
あ
げ
直
轄
地
と
し
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
政

策
に
そ
っ
て
た
く
さ
ん
の
日
本
人
が
蝦
夷
地
を
訪
れ、そ

の
記
録
が
今
日
貴
重
な
研
究
史
料
と
な
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
れ
ら

は
、
大
内
余
庵
の
『東
蝦
夷
夜
話
』
や
村
上
島
之
允
の
「蝦
夷
嶋
奇
観」
や
松
浦
武
四
郎の
「東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
紀
行
」
な
ど
一

連
の
資
料
が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
ら
に
明
治
時
代
に
入
る
と
日
本
人
種
起
源
論と
の
関
心
か
ら
ア
イ
ヌ
の
研
究
は
大
い
に
進
む
の
で
あ
る
。
特
に
モ
ー
ス、
ミ
ル
ン
、

第
二
編
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苫
小
牧
市
史
上
巻

アイヌ人漁撈の図 (昭和49年)
〔苫小牧市青少年センター蔵〕 ブ

ラ
キ
ス
ト
ン
、
シ
ー
ボ
ル
ト、
バ
チ
ェ
ラ
ー
な
ど
の
外
国
人
や
坪
井

正
五
郎、
小
金
井
良
精
両
博
士
に
よ
っ
て
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
説
や
ア
イ
ヌ

説
な
ど
が
、中
央
の
学
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、関
場
不
二
彦
・

や
河
野
常
吉
な
ど
道
内
の
学
者
に
よ
っ
て
も
研
究
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
第二
次
大
戦
以
降
最
近
ま
で
は
、
人
類
学
的
研
究
ば
か
り
で
な

く
、
言
語
学、
民
族
学
、
考
古
学
な
ど
の
各
分
野
か
ら
行
わ
れ
、
そ
の

起
源
と
文
化
の
問
題
に
研
究
者
は
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
そ
の
起
源
の
問
題
で
あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
の
物
質
文
化
の
面
か
ら

追
求
す
る
なら
ば、
当
然
前
時
代
の
擦
文
文
化
に
つ
な
が
る
し
、
さ
ら

に
ア
イ
ヌ
文
様
な
ど
か
ら
続
縄
文
時
代
へ
と
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、最
近
の
人
類
学
の
研
究
の
成
果
で
は、
従
来
の
1
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
説
【白
色
人
種
系
、
ヨー
ロッ
パ
系
〕
(北
海
道
大
学
、
児
玉

作
左
衛
門
博
士)
2
オ
ー
ス
ト
ラ
イ
ド
説
〔オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
な
ど
南
方
系
〕(ソ

連
、
ア
ル
チ
ー
フ)3

モン
ゴ
ロ
イ
ド
説
〔黄

色
人
種
、
アジ
ア
系
〕(主

要
な
日
本
人
学
者
な
ど
)
に
分
か
れ
て
い
た
が、
一〇
年
位
の
研
究
で
は
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
説
が
有
力
で
あ
る
し
、

金
田
一
京
助、
服
部
四
郎
博
士
な
ど
に
よ
っ
て
言
語
学
上
か
ら
も
研
を
進
め
ら
れ、
ア
イ
ヌ
語
は
ウ
ラ
ル
ア
ル
タ
イ
語
の
仲
間
に
入
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

苫
小
牧
地
方
に
和
人
が
住
む
以
前
に
アイ
ヌ人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
は、
市
内
各
所
に
残
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
語
地
名
や
タ
プ
コプ
、

植
村
遺
跡
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
墳
墓
の
存
在
か
ら
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
何
時
か
ら
当
地
方
に
ア
イ
ヌ
人
が
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
擦
文
時
代
の
終
り
ご
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ろ
よ
り
石
器
や
土
器
を
使
用
せ
ず
鉄
器
を
利
器
と
し
、漆
器
な
ど
の
木
製
品
や
和
人
か
ら
の
物
資
を
使
用
し
、
原
始
的
な
農
耕
を
行
い
な
が

ら
も
そ
の
本
質
は
あ
く
ま
で
も
狩
猟、
漁
労
を
中
心
と
す
る
採
集
経
済
の
ア
イ
ヌ
文
化
は
、
今
か
ら
八
〇
〇
年
位
前、
平
安
時
代
末
か
ら

鎌
倉
初
期
こ
ろ
に
開
始
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

苫
小
牧
地
方
で
も
昭
和二
十
九
年
発
見
さ
れ
た
植
村
遺
跡
の
ア
イ
ヌ
墳
墓
で
は
太
刀、
小
刀
、
骨
話
な
ど
の
副
葬
品
と
と
も
に二
枚
の

渡
来
銭
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
枚
は
北
栄
の
嘉
祐
通
宝
(一〇
五
六
～
二
〇
六
三
)、
一
枚
は
明
の
洪
武
通
宝
(一三
六
八
)
で、こ

の
こ

と
か
ら
貨
幣
の
流
通、
伝
世
な
ど
を
考
え
て
も、
植
村
遺
跡
の
ア
イ
ヌ
墳
墓
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
約
六
〇
〇
年
前
、
室
町
幕
府

の
成
立
し
た
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
さら
に
四
十
二
年
、
沼
ノ
端
の
勇
払
川
出
土
の
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
を
ひ
年
代
測
定
を
し
た
と
こ
ろ、
今
か

ら
七
七
〇
年
前
と
いう
数
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
な
い
し
、
室
町
時
代
こ
ろ
に
成
立
し
た
ア
イ
ヌ
文
化
は、
原
始
的
な
農
耕
と
狩
猟、
漁
撈
を
中
心
と
す
る
経
済

基
盤
の
中
で、
部
落
(コ
タン
)
を
単
位と
し
て
生
活
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
日
本
人
の
増
加
に
伴
い、
特
に
松
前
藩
に
よ
る

場
所
制
度
は
蝦
夷
地
全
域
を
居
住
区
と
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
に、
自
分
た
ち
の
生
活
圏
が
脅
か
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
そ
の
結
果
が
先
の
コ

シ
ャ
マ
イ
ン
の
乱
や
シ
ャ
クシ
ャ
イ
ン
の
乱
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
結
果
ア
イ
ヌ
人
は
優
勢
な
日
本
人
に
圧
倒
さ
れ、
彼
等
の
生
活
は
日
本
人
の
支
配
下
の
も
と
、
屈
辱
的
な
虐
げ
ら
れ
た

生
活
へ
と
な
っ
て
いく
の
で
あ
る
。
そ
の
間、
徳
川
幕
府
に
よ
る
撫
育
策
や
明
治
新
政
府
に
よ
る
旧
土
人
保
護
法
な
ど
の
ア
イ
ヌ
人
に
対

す
る
保
護
策
は
講
じ
ら
れ
る
が
何
ら
効
果
は
な
く
、
日
本
人
の
中
へ
、
混
血
と
し
て
溶
け
こ
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
内
か
ら
は
ア
イ
ヌ
時
代
の
遺
跡
と
し
て
タ
プ
コ
プ、
植
村
、
大
槻、
緑
ヶ
丘
A
、
高
丘
C、
沼
ノ
端
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
出
土
地

点
、
柏
原
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
出
土
地
点、
さ
ら
に
錦
岡、
矢
代
町
な
ど
の
旧
墓
地
か
ら
ア
イ
ヌ
関
係
の
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

〈主
要
参
考
文
献
〉

第
二
編
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史
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苫
小
牧
市
史
上
巻

『ア
イ
ヌ
民
族
誌
』
昭
和
四
十
四
年
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
対
策
協
議
会
編
第
一
法
規

『ア
イ
ヌ
秘
史
』
昭
和
四
十
二
年
角
川
書
店

植
原
和
郎
他
『シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
ア
イ
ヌー
そ
の
起
源
と
文
化
形
式
』
昭
和
四
十
七
年
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会

桜
井
清
彦
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第
二
章
遺
跡
及
び
遺
物

第
一
節
研
究
の
あ
ゆ
み

苫
小
牧
地
方
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
研
究
活
動
の
歴
史
は
他
の
地
方
に
比
べ
新
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
比
較
的
活
動
の
活
発
で
あ

っ
た
室
蘭
と
日
高
の
中
間
に
あ
り
な
がら
、
樽
前
火
山
の
火
山
灰
と
勇
払
原
野
と
い
う
不
毛
の
湿
地
帯
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
地
理
的
環

境
と
、
そ
の
た
め
か
ら
起
る
研
究
者
の
不
足
が
大
き
な
原
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
地
方
に
先
史
時
代
の
遺
跡
や
調
査
研
究
活
動
が
ま
つ
た
く
な
か
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。

我
国
に
西
洋
式
の
考
古
学
調
査
法
が
モ
ー
ス
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
大
森
貝
塚
の
発
掘
調
査
以
来、
関
東
地
方
を
中
心
に
研
究
の
波
は

広
が
っ
て
い
つ
た
が、
そ
れ
は
明
治
十
一
年
の
モー
ス
やミ
ル
ン
の
来
道
や、
二十
一
年
の
坪
井
正
五
郎
博
士
、小
金
井
良
精
博
士
な
ど
、

当
時
学
界
を
リ
ー
ド
す
る
諸
先
学
の
北
海
道
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
時
代
に
入
り
、
日
本
考
古
学
の
方
向
も
明
治
時
代
の
人
種
論
から
次
第
に
縄
文
式
土
器
そ
の
も
の
へ
の
研
究
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ

っ
た
。
道
内
に
お
い
て
も
河
野
常
吉
に
よ
る
『北
海
道
志
』
の
編
さ
ん
、
史
跡
名
勝
記
念
物
調
査
報
告
な
ど
が
出
版
さ
れ
、
道
内
研
究
者

に
よ
る
研
究
も
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
年
に
は
『先
史
の
日
本
』
を
表
し
た
N
・
G
・
マン
ロ
ー
博
士
が
平
取
に
永

住
す
る
と
と
も
に
喜
田
貞
吉
博
士
が
白
老
を
訪
問
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

昭
和
八
年
に
は
雑
誌
『ド
ル
メン
』
が
北
海
特
集
号
を
出
し、
そ
の
五
年
後
に
は
『人
類
学
先
史
学
講
座』
が
出
版
さ
れ
る
と
と
も
に

第
二
編
先
史
時
代
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苫
小
牧
市
史
上
巻

北
海
道
に
お
い
て
も、
昭
和
十
四
年
か
ら
北
海
道
大
学
の
『北
方
文
化
研
究
報
告』
が
刊
行
さ
れ、児

玉
作
左
門
博
士
、大
場
利
夫
博
士

名
取
武
光
助
教
授
等
を
中
心
に
地
方
研
究
者
と
と
も
に
組
織
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
の
成
果
を
見
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
央
や
道
内
学
界
の
流
れ
の
中
で、
苫
小
牧
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か、
こ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
学
史
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に、
各
時
代
の
流
れ
を
大
き
く、
四
つの
時
期
に
分
け
て
述
べ
て
見
る
。

現
在
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
苫
小
牧
東
尋
常
高
等
小
学
校
郷
土
部
の
手
に
よ
る
大
正
七
年
こ
ろ
か
ら
の
一
連
の
資
料
『郷
土
研
究
叢
書』

が
当
地
方
の
考
古
資
料
を
扱
っ
た
文
献
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
当
時
の
郷
土
研
究
部
の
中
心
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
酒
井
仁
之
進
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
『苫
小
牧
郷
土
誌
』
『考
古
序
論
』
『土
俗
考』
で
あ
り、
『美

貝々
塚
の
調
査
』

な
ど
で
あ
る
。

『苫
小
牧
郷
土
誌
』
で
は
、
市
内
に
存
在
す
る
史
跡
、
天
然
記
念
物
等
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
考
古
学
的
遺
跡
に
つ
い
て
は
記
述

が
な
く
、
次
の
『考
古
序
論
』
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『考
古
序
論
』
は
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
こ
ろ
の
学
説
を
理
解
し
故
河
野
広
道
博
士
、
名
取
武
光
北
大
助
教
授
な
ど
当
時
道
内
で
は

新
進
気
鋭
の
研
究
者
を
訪
れ、
考
古
学
の
基
本
的
資
料
で
あ
る
土
器
、
石
器
の
用
途
解
説
に
つ
い
て
指
導
助
言
を
受
け
、
考
古
資
料
を
如

何
に
教
育
の
場
に
お
ろ
す
か
と
い
う
事
を
真
剣
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
タ
プ
コ
プ
、
御
前
水、
美
々
坂

遺
跡
な
ど
、
植
苗
、
美
沢
方
面
の
丘
陵
部
か
ら
出
土
す
る
土
器
、
石
器
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
と
と
も
に
、『土

俗
考
』
と
し
て
主

要
遺
物
の
図
版
集
も
製
作
し
た
り
、
実
際
に
美
貝々
塚
な
ど
の
現
地
を
訪
れ、
そ
の
調
査
結
果
を
『美

貝々
塚
の
調
査
』
と
し
て
ま
と
め

て
いる
。
そ
の
内
容
は
た
だ
単
に
遺
跡
を
発
掘
調
査
し
、
そ
の
出
土
遺
物
を
報
告
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
現
在
さ
け
ば
れ
て
い
る
埋
蔵

文
化
財
の
保
護
の
問
題
に
も
触
れ
て
いる
こ
と
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
酒
井
仁
之
進
訓
導
を
中
心
と
す
る
苫
小
牧
東
尋
常
高
等
小
学
校
郷
土
部
の
研
究
成
果
は、
昭
和
十
五
年
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念

と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
苫
小
牧
町
史
』
に
当
時、
同
校
校
長
で
あ
り
、
町
史
編
さ
ん
の
責
任
者
で
あ
っ
た
田
中
正
太
郎
と
の
コ
ン
ビ
で、

町
史
前
節
を
飾
る
“先
史
時
代
’
と
し
て
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

町
史
は
、
第
一
章
地
質
時
代、
第
二
章
縄
紋
土
器
民
族、

一、
時
代
史
の
地
質
学
的
考
古
学
的
概
観、
二、
縄
紋
土
器
民
族、
三、
土

器
、
石
器
の
考
古
学
的
考
察
と二
章三
節
よ
り
な
り
、当
時
の
学
界
の
風
潮
を
と
り
入
れ
る
と
と
も
に
、苫
小
牧
地
方
の
遺
跡
に
つ
い
て
も

若
干
の
見
解
を
与
え
て
い
る
。し
かし
、本
論
は
当
時の
学
説
を
概
説
す
る
こ
と
に
終
始
し
、
当
地
方
の
先
史
時
代
を
具
体
的
に
解
明
す
る
ま
で

に
至
って
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
昭
和二
十
三
年
、
酒
井
に
よ
つ
て
書
か
れ、
未
発
表
の
ま
ま
に
お
わ
っ
た
『苫
小
牧
の
先
史
時
代
文

化
』
に
お
い
て
も
同
じ
結
果
で
あ
っ
た
。

以
上
、
ここ
ま
で
の大
正
から
昭
和
二
十
年、
苫
小
牧
東
尋
常
高
等
小
学
校
郷
土
部
の
活
動
を
中
心
と
す
る
時
期
を
、
第
一
期
の
「萌

芽
期
」
と
し
て
と
ら
え
た
い
。

し
か
し
『考
古
序
論』
や
『
美
貝々
塚
の
調
査』
以
前
に
も
考
古
学
的
記
述
は
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
慶
応三
年、
松
浦
武
四
郎

に
よ
る
『
東
蝦
夷
日
誌
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
武
四
郎
は
こ
の
中
で、
覚
生
の
地
名
を
考
察
し
、
覚
生
と
は
ア
イ
ヌ
語
の
槍、
オ
プ
に
由
来

す
る
も
ので
、
か
つ
て
こ
の
覚
生
川
の
中
よ
り
槍
が
出
土
し
た
と
し
、
彼
の
考
古
学
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
記
載

が
当
地
方
に
関
す
る
限
り、

一番
古
い
考
古
関
係
の
文
献
と
思
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

昭
和二
十
年、
敗
戦
と
と
も
に
我
国
の
歴
史
観
が
大
き
く
変
わ
り
、
考
古
学
と
い
う
学
問
も
再
び
世
人
の
注
目
す
る
とこ
ろ
と
な
っ
た。

そ
れ
は二
十
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
網
走
モヨ
ロ貝
塚
や
静
岡
県
登
呂
、
函
館
サ
イ
ベ
沢
遺
跡
な
ど
終
戦
後
の
初
期
に
お
け
る
一
連
の大
発

掘
の
時
期
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
期
に
は
、
従
来
ま
で
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
た
縄
文
文
化
以
前
の
文
化
が、
北
関
東
地
方
の
一
角、群

馬
県
岩

第
二
編
先
史
時
代
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河野広道博士による発掘風景ータブコプ遺跡
(昭和28年)〔市立苫小牧図書館蔵〕

宿
遺
跡
か
ら
相
沢
忠
洋
によ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に二
十
八
年
に
は

文
化
財
保
護
法
が
施
行
さ
れ
考
古
資
料
に
対
す
る
法
的
根
拠
が
与
え
ら
れ、
埋
蔵
文
化

財
と
し
て
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
旧
石
器
の
発
見
は
岩
宿
以
来
全
国

に
そ
の
波
は
広
ま
り
、
北
海
道
に
お
い
て
も、
エ
リ
モ
岬
か
ら
マン
モ
ス
の
臼
歯
が
発

見
さ
れ、
樽
岸
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
に
及
び
一
時
期
を
画
す
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
地
方
に
お
い
て
も、
こ
の
時
期
の
後
半
から
、
専
門
家
によ
る
学
術
的
な
調

査
研
究
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
昭
和
二
十
八
年
十
月
、
美
沢、
平
田
遺
跡
が
発
見
さ
れ、
そ
の
調
査
担
当

者
と
し
て
当
時
北
海
道
学
芸
大
学
教
授
で
あ
っ
た
故
河
野
広
道
博
士
が
市
教
委
に
よ
っ

て
招
か
れ、
調
査
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
昭
和三
十
年三
月
『苫
小
牧

地
方
古
代
史
』
と
し
て
刊
行
さ
れ、
さ
ら
に
博
士
が
来
苫
し
、
講
演
し
た
内
容
が
『北

海
道
先
住
民
族
資
料
展
覧
会
記
録
』
に
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
中
で
博
士
は
植
村
遺
跡
の
縄
文
式
土
器
の
出
土
地
点
、
平
田
遺

跡
の
後
北
式
土
器
な
ど
の
出
土
状
態
と
曲
リ
マ
キ
リ
を
取
り
あ
げ
、
縄
文
式
土
器
の
出
土
の
地
点
に
つ
い
て
は、
ア
イ
ヌ
の
物
送
り
場
的

色
彩
が
強
く、
後
北
式
や
金
属
器
な
ど
の
出
土
な
ど
は、
そ
れ
以
前
に
石
狩
江
別
や
道
央
中
央
部
で
発
見
調
査
さ
れ
て
い
た
北
海
道
式
古

墳
と
関
係
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
日
本
書
紀
に
あ
ら
わ
れ
る
胆
振
組
と
の
関
連
を
結
び
つ
け
て
い
た
。
特
に
美
沢
、
植
苗
地
区
か
ら
は、

わ
ら
び
手
刀
を
伴
う
北
海
道
式
古
墳
発
見
の
可
能
性
を
強
く
諭
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
大
島
、
坊
主
山、
植
苗
中

学
校
裏
遺
跡
の
発
見
な
ど
と
遺
跡
発
見
の
機
会
も
多
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
研
究
発
表
の
数
も
多
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
苫
小
牧
市

に
お
い
て
も、
文
化
財
保
護
条
例
が
施
行
さ
れ、
他
市
に
先
が
け
て
埋
蔵
文
化
財
に
も
調
査
研
究
と
保
護
の
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
る
ので
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あ
る
し、
遺
跡
発
見
の
陰
に
は
植
苗
中
学
校
教
諭
で
あ
っ
た
多
田
犬
一
の
尽
力
が
大
な
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
こ
ま
で
の
昭
和二
十
一
年
か
ら三
十
年
ま
で
を
第二
期、
苫
小
牧
に
お
ける
研
究
の
あ
ゆ
み
の
形
成
期
と
し
て
理
解
し
た
いと
思
う
。

な
お、
三十
年三
月
に
は
第
一
回
目
と
し
て
小
野
慶
郎
前
苫
小
牧
市
立
図
書
館
長
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
『苫
小
牧
市
文
化
財
調
査
資
料』
な

ど
が
あ
り、
そ
れ
ま
で
の
市
内
各
所
か
ら
発
見
出
土
し
た
土
器
や
石
器
の
写
真
や
目
録
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
も
三
十
年
代
に
入
る
と
道
内
外
の
考
古
学
調
査
は
多
彩
を
極
め、
各
地
で
貴
重
な
発
掘
や
発
見
が
行
わ
れ
た
。
苫
小
牧
地
方
で
は

三
十
一
年、
隣
町
厚
真
町
に
お
いて
「
厚
真
村
古
代
史」
が
村
と
同
村
の
郷
土
研
究
会
に
よ
つ
て
出
版
さ
れ
る
ほ
か
、
三
十
二
年
に

角
野
、
大
曲、
大
槻
遺
跡
な
ど
が
多
田
犬
一
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ、
三十
三
年
に
は
市
立
図
書
館
よ
り
郷
土
資
料
目
録
の
第
三
集
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
三十
四
年
に
な
る
と
北
海
道
学
芸
大
学
地
学
教
室
を
卒
業
し
た
金
森
定
敏
教
諭
に
よ
っ
て
『苫
小
牧
平
野
の
お
い
た
ち
』

が
発
表
さ
れ、
当
地
方
の
地
史
が
平
易
に
解
説
さ
れ
た
。
三十
五
年
に
な
る
と
地
元
研
究
者
の
集
ま
り
で
あ
る
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

が
設
立
さ
れ、
市
立
図
書
館
内
に
附
属
郷
土
博
物
室
が
設
置
さ
れ
た
。

遺
跡
の
発
見
と
し
て
は
植
苗
橋下
、
中
野、
柳
館
遺
跡
な
ど
が
あ
げら
れ
る
が、
こ
の
期
の
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
は、
河
野
広
道
博

士
に
よ
っ
て
植
村
遺
跡
が
調
査
さ
れ
た
こ
と
、当
時、
静
内
高
校
郷
土
史
研
究
剖
顧
問
で
あ
っ
た
藤
本
英
夫
教
諭
に
よ
っ
て
柳
館
遺
跡
の

一
部
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
、
市
教
委
よ
り
、
ま
た
、
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会
の
機
関
誌
で
あ
る
『郷

土
の
研
究
』
な
ど
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
三
十
八
年
十
月
か
ら
は
タ
プコ
プ
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
北
海
道
大
学、
大
場
利
夫
博
士
に
よ
つ
て
四
次
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て

いる
こ
と
で
あ
る
。
第
一
次
の
タ
プ
コ
プ
遺
跡
の
調
査
に
は
当
時
門
別
町
富
川
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
扇
谷
昌
康
教
諭
も
参
加
協
力
し

て
い
る
。
そ
の
調
査
報
告
書
は
概
要
と
し
て
市
教
委
よ
り
ガ
リ
版
な
い
し
タ
イ
プ
印
刷
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
し、
大
場
博
士
に
よ

り
『日
本
考
古
学
年
報
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

第
二
編
先
史
時
代
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昭
和三
十
年
代
に
お
け
る
苫
小
牧
地
方
の
考
古
学
活
動
の
最
大
の
成
果
は
市
教
委
に
よ
る
行
政
的
な
発
掘
調
査
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

在
野
研
究
者
の
増
大
と
発
表
の
成
果
で
あ
る
。
従
来
ま
で
で
あ
れ
ば
考
古
学
研
究
者
で
な
い
に
し
ろ
大
学
の
教
授、
学
校
の
先
生
な
ど
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が、
こ
の
時
期
よ
り
苫
小
牧
工
業
高
校
郷
土
研
究
部
員
に
よ
る
調
査
研
究
や
遺
跡
の
踏
査
で
あ
る
。
主
な
も
の
を
あ

げ
れ
ば
『苫
小
牧
付
近
の
遺
跡』
田
中
政
義
「先
史
文
化
2
」『苫
工
高
に
あ
る
土
器
に
つ
いて
』
稲
葉
勝
男
「
郷
土
の
科
学
30」『苫

小
牧

地
方
に
分
布
す
る
遺
跡
』
小
田
憲
作「
チ
ャ
シ
コ
ツ8
」な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
柳
館、
タ
プ
コプ
遺
跡
な
ど
の
発
掘
調
査
な
ど
に
参
加
し

そ
の
発
掘
記
や
回
想
な
ど
も
多
い
。

さ
ら
に
三
十
五
年
に
創
立
し
た
郷
土
文
化
研
究
会
も、
考
古
部
会
(部
長、
多
田
犬
一)
を
中
心
に
各
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
参
加
す
る
ほ

か、
機
関
誌
上
に
そ
の
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た、
当
時
苫
小
牧
西
高
校
に
在
職
中
で
あ
っ
た
畑
宮
清
一
郎
教
諭
は、
郷
土
史
ば
か

り
で
は
な
く
考
古
学
に
積
極
的
で
、
自
ら
『北
海
道
考
古
学
研
究
の
手
引
』
を
作
り
、
夜
間
部
生
徒
の
教
材
に
遺
物、
遺
跡
を
と
り
入
れ

て
い
る
ほ
か、
郷
土
史
研
究
部
員
を
引
率
し
、
遺
跡
の
踏
査
に
つ
と
め
て
い
る
。
同
教
諭
の
そ
の
集
約
は
四
十
年、
月
刊
「と
ま
こ
ま
い」

誌
上
に
発
表
さ
れ
た
『苫
小
牧
史
』
で
あ
る
。

以
上
が三
十
年
代
の
主
な
活
動、
実
績
内
容
で
あ
る
が、
こ
の
時
代
は
、
当
地
方
考
古
学
の
確
立
期
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
半

は
河
野
広
道
博
士
に
よ
る
調
査
研
究
の
時
期
で
あ
り、
三十
八
年
七
月、
博
士
の
逝
去
後
は
大
場
利
夫
博
士
を
中
心
と
す
る
研
究
活
動
の

時
期
で、
そ
れ
に
伴
い
地
域
住
民、
若
い
高
校
生
な
ど
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
苫
工
郷
研
部
員
の
遺
跡
発
見
の

成
果
は
白
老
、虎
枝
浜
遺
跡
や
千
歳
、ウ
サ
ク
マ
イ
遺
跡
の
発
掘
調
査
と
な
り
、学
界
に
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョン
を
巻
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
代
に
入
り、
そ
の
最
初
を
飾
る
も
の
は
何
と
いつ
て
も
沼
ノ
端
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
の
発
掘
で
あ
る
。
四
十
一
年、
筆
者
は
市

立
苫
小
牧
図
書
館
付
属
郷
土
博
物
室
に
学
芸
員
と
し
て
奉
職
す
る
機
会
を
得
て
五
月
着
任
し
た
。

七
月
に
な
り
、
以
前
よ
り
沼
ノ
端
の
勇
払
川
河
岸
に
埋
没
す
る
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
発
掘
計
画
が、
大
場
利
夫
博
士
の
指
導
の
も
と
実
施
さ
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れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
五
隻
の
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
と
推
進
具
類
が
発
見
さ
れ、
道
内
外
の
研
究

者
に
多
大
の
感
動
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
に
は
、
同
じ
く
大
場
博
士
指
導
の
も
と
市
立
清
水
小
学
校
前
に
位
置
す
る
緑

ケ
丘
遺
跡
を
発
掘
調
査
し
、
続
縄
文
期
の
墳
墓
群
及
び
恵
山
式
土
器
の
良
好
な
資
料
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

ま
た、
市
教
委
で
は、
こ
の
四
十
一
年
よ
り
市
内
各
所
に
散
在
す
る
遺
跡
を
毎
年
一
カ
所
づ
つ

発
掘
調
査
す
べ
く
年
次
計
画
を
樹
て
実
施
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
四
十
二
年
大
島、
四
十
三
年
高
丘
、
四
十
四
年
植
村、
四
十
五
年
柳
館
遺
跡
と
し
て

筆
者
と
四
十
三
年、
緑
小
教
諭
と
し
て
日
高
よ
り
来
苫
し
た
扇谷
昌
康
教
諭
を
中
心
に
郷
土
文
化

研
究
会
員
、
苫
小
牧
工
業
高
校
郷
土
研
究
部
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
高
校
郷
土
研
究
部
員
の
参
加

協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果、
大
島
遺
跡
で
は
縄
文
早
期、絡

条
体
圧
痕
文
を
主
体
と
す
る
土
器
グ
ル
ー
プ
と
、そ

れ
に
伴
う
石
器
群、
高
丘
遺
跡
で
は
縄
文
前
期、
円
筒
下
層
式
土
器
と
後
期
終
末
の
土
器
文
化
、

植
村
遺
跡
で
は
中
期
円
筒
上
層
及び
晚
期
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
文
化
期
の
墳
墓
群
や、

ア
イ
ヌ
期
の

住
居
址
を
は
じ
め
鉄
製
品
、
ア
イ
ヌ
玉
、
寛
永
通
宝
な
ど
を
発
見
、
以
前
同
遺
跡
よ
り
発
見
さ
れ

て
い
る
ア
イ
ヌ
墳
墓
の
実
体
か
ら
、
当
地
方
の
ア
イ
ヌ
文
化
の
発
生
期
と
終
末
の
様
相
を
あ
る
程

度
把
握
で
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
柳
館
遺
跡
で
は
、静
内
中
野
式
尖
底
土
器
を
、当
地
と
し
て
は

初
め
て
の
尖
底
土
器
の
発
見
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
石
器
製
作
地
点
、
縄
文
前
期、
中
野
式

な
い
し
円
筒
下
層
式
の
時
期
と
思
わ
れ
る
住
居
址
の
一部
を
発
掘
調
査
し
た
。

第
二
編
先
史
時
代
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そ
の
成
果
は
各
々
の
単
行
概
要
報
告
書
と
し
て
、
市
教
委
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
『北
海
道
の
文
化』
『郷
土
の
研

究
』
『日
本
考
古
学
協
会
年
報
』
等
に
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、市
内
高
校
生
に
よ
る
調
査
研
究
も
活
発
で
あ
り
、
市
内、
周
辺

町
村
へ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
苫
小
牧
工
業
高
校
の
『チ
ャシ
コ
ツ』

苫
小
牧
西
高
校
の
『サ
ル
ン
ク
ル
』な
ど
の
部
誌
を
通
じ
個

の々
調
査
、
研
究
の
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
特
に
苫
小
牧
工
業
高
校
の
糸
井、
ウ
ト
ナ
イ
地
区
の
成
果、
苫
小
牧
西
高
校
の
ア
イ
ヌ
墓

地
や
神
社
の
研
究
は
高
く
評
価
さ
れ、
全
道
高
文
連
大
会
に
お
け
る
コン
ク
ー
ル
に
お
い
て
も
入
賞
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
十
四
年
よ
り、
具
体
化
し
た
苫
小
牧
東
部
工
業
地
帯
の
建
設
計
画
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
面
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な

か
っ
た
。

現
在
の
港
湾
建
設
は
海
浜
部
に
中
心
が
置
か
れ
た
た
め
直
接
の
影
響
は
な
く、
わ
ず
か
に
港
湾
浚
渫
中
に、
中
央
水
路
部
の
海
底
よ
り

御
殿
山
式
土
器
が
一
点
発
見
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
が、
東
部
地
区
は、
柏
原、
静
川
の
両
丘
陵
地
帯
に
工
場
群
を
予
定
し
て
い
る
た
め

い
や
お
う
な
し
に
そ
の
対
策
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
ま
た
、
四
十
四
年
に
は
広
尾
郡
忠
類
村
よ
り
ナ
ウ
マ
ン
象
の
臼
歯
が
発
見
さ

れ
、
翌
年
の
本
調
査
で
は
世
界
に
例
の
な
い
ナ
ウ
マ
ン
象
の
全
身
骨
格
が
発
見
さ
れ
て
セン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
。

そ
の
た
め
四
十
六
年
度
よ
り
東
部
地
区
の
遺
跡
を
中
心
に
そ
の
実
態
調
査
に
乗
り
出
し
、
新
し
く
五
カ
年
計
画
を
設
定
し
、
綱
木
遺
跡

の
発
掘
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果、
縄
文
時
代
晚
期
の
墳
墓
群
が
確
認
さ
れ
亀
ヶ
岡
式
土
器
や
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
な
ど
の

好
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
十
七
年
に
入
る
と
、
五
月
に
植
苗、
緑
星
の
里、
永
光
学
園
内
の
敷
地
から
苫
小
牧
市
と
し
て
は
初
め
て
の
本
格
的
な
貝
塚
遺
跡
が

発
見
さ
れ、
緊
急
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
結
果、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、ア
サ
リ
を
主
体
と
す
る
貝
塚
か
ら
一
九
種
の
貝
類、
石
小
刀
、
石
鏃、
石
臼、
石
冠
な
ど
の
石
器
、
新
型

式
と
思
わ
れ
る
土
器
群、
イ
ヌ、
シ
カ、
キ
ツ
ネ
、
ト
ド、
オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
の
陸
、
海
獣
類
の
骨
、
鳥
、
魚
な
ど
の
骨
な
ど
と
と
も
に
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刺
器
、
銛
先、
針
な
ど
の
骨
角
器
類
な
ど
多
量
の
資
料
が
得
ら
れ、
当
地
方
の
先
史
時
代
研
究
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
同
年
八
月
に、
柳
館
遺
跡
の
一
部
に
残
さ
れ
て
い
た
小
貝
塚
も
調
査
さ
れ、
あ
る
程
度
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
綱
木、
柳
館
遺
跡
貝
塚
部
分
の
調
査
、
東
部
地
区
の
実
態
調
査
も
四
十
七
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会

考
古
部
会
(部長、

扇
谷
昌
康)
の
手
に
よ
っ
て
、
十
月、
弁
天
地
区
か
ら
厚
真
町
境
界
付
近
ま
で、
掘
削
機
に
よ
る
遺
跡
の
分
布
調
査
が

実
施
さ
れ、
そ
れ
を
も
と
に
四
十
八
年
八
月
か
ら
国
、
道
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
苫
小
牧
東
部
開
発
株
式
会
社
の
出
資
に
よ
る
苫
小
牧
東
部

工
業
地
帯
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
の
開
始
と
な
っ
て三
カ
年
計
画
で
実
施
す
る
運
び
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
今
日
の
苫
小
牧
市
内、
現
苫
小
牧
港
の
整
備
に
伴
い、
人
口
は
増
加
し
、
市
街
地
は
膨
張
し
、
埋
蔵
文
化
財
包
含
地
の
あ
る
丘

陵
部
は
ど
ん
ど
ん
宅
地
と
し
て
造
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
し
、
千
歳
空
港
の
拡
張、
北
海
道
高
速
道
路
の
千
歳
～
苫
小
牧
間
の
着
工
、
北
海
道

新
幹
線、
都
市
計
画
に
伴う
道
路
工
事
と
苫
小
牧
東
部
工
業
地
帯
以
外
で
も、
遺
跡、
遺
物
す
な
わ
ち
埋
蔵
文
化
財
を
脅
か
す
問
題
が
山

積
し
て
い
る
。

こ
れら
の
問
題
を
い
か
に
解
決
し
、
保
護
し
、
保
存
す
る
か
と
い
う
こ
と
が、
次
の
五
十
年
代
に
課
せら
れ
た
大
き
な
課
題
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
四
十
一
年
よ
り、
現
時
点
ま
で
を
苫
小
牧
市
に
お
け
る
考
古
学
研
究
の
発
展
期
と
し
て
と
ら
え
た
い
と
思
う
。

〈主
要
参
考
文
献〉

藤
本
英
夫
・
『ア
イ
ヌ
研
究
史
』

桜
井
清
彦
・
『北
海
道
考
古
学
の
発
達
』
「日
本
考
古
学
の
発
達三
」

『苫
小
牧
郷
土
誌
』

『郷
土
資
料
‒‒考
古
序
論
』

昭
和
四
十
三
年

み
や
ま
書
房

昭
和
四
十
七
年
講
談
社

大
正
七
年
以
降
苫
小
牧
東
尋
常
高
等
小
学
校
郷
土
部
編

昭
和
十
年
こ
ろ
苫
小
牧
東
尋
常
高
等
小
学
校
郷
土
部
編

第
二
編
先
史
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代
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苫
小
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史
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『土
俗
考
』
昭
和
十
年
こ
ろ
苫
小
牧
東
尋
常
高
等
小
学
校
郷
土
部
編

『美
貝々
塚
の
研
究』

昭
和
十
年
こ
ろ
苫
小
牧
東
尋
常
高
等
小
学
校
郷
土
編

『苫
小
牧
町
史
先
史
時
代
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町

酒
井
仁
之
進
『苫
小
牧
の
先
史
時
代
文
化
に
つ
い
て』

松
浦
武
四
郎
『東
蝦
夷
日
誌
』

河
野
広
道
『苫
小
牧
地
方
古
代
史
』

『苫
小
牧
平
野
の
お
い
た
ち
』
「郷
土
の
科
学」

小
野
慶
郎
『苫
小
枚
郷
土
史
』
「郷
土
の
研
究」

金
森
定
敏

昭
和
四
十
年
月
刊
と
ま
こ
ま
い
第
Ⅰ
号
～
第
V
号

昭
和
四
十
二
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和
四
十
四
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和
四
十
六
年
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

第
二
節

苫
小
牧
市
の
行
政
区
画
内
か
ら
は、
現
在
の
と
こ
ろ
約
六
〇
カ
所
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が、
そ
の
大
ま
か
な
分
布
は
市
の
西
部

に
当
る
樽
前
か
ら
高
丘・
坊
主
山
に
い
た
る
地
区
、市
の
中
央
部
緑
ケ
丘
公
園
か
ら
明
野
・勇
払
川
ま
で
の
地
区
、市
の
北
部
で
美
々
川
を
中

心
と
す
る
植
苗
、
美
沢
地
区
、
市
の
東
部
で
柏
原
、
静
川
地
区
な
ど
の
火
山
灰
台
地
の
上
部
や
緩
斜
面
な
ど
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
が
遺
物
包
含
地
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が、
住
居
址
、
集
落
址、
墳
墓
、
貝
塚、
石
器
製
作
址
、
舟
溜
な
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昭
和
二
十
三
年
未
刊
原
稿

昭
和二
十
九
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和三
十
四
年

昭
和三
十
九
年
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

畑
宮
清
一
郎
『苫
小
牧
史』

佐
藤
一
夫
『苫
小
牧
大
島
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』

佐
藤
一
夫
『苫
小
牧
市
高
丘
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書』

佐
藤
一
夫
『苫
小
牧
市
美
沢
植
村
遺
跡
調
査
報
告
』
「郷
土
の
研
究
」

遺
跡
の
分
布
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タプコプ遺跡遠景 (昭和49年)〔佐藤一夫蔵〕

ど
の
各
種
の
遺
構
が
あ
る
ほ
か
、
そ
の
時
代
も
縄
文
時
代
早
期
か
ら
続
縄
文、
擦
文
期
を
へ
て
ア
イ
ヌ
時
代
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

遺
跡
に
は
当
然
の
ご
とく
遺
物
が
出
土
す
る
わ
け
で
あ
る
が、
当
地
方
は
、
縄
文
時
代
の
早
期
は
じ
め
こ
ろ
に
樽
前
火
山
が
爆
発
し
、

大
き
い
噴
火
で
四
回、
大
小
あ
わ
せ
る
と
六
〇
回
以
上
の
活
動
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
噴
火
に
よ
っ
て
降
下
し
た
火
山
礫
な
い
し

火
山
灰
が
厚
く
堆
積
し
遺
跡
を
お
お
っ
て
い
る
。
人
間
が
生
活
で
き
た
時
期
は
、
こ
の
大
き
な
四
回
の
噴
火
の
間
に
当
る
活
動
の
な
い
時

期
で
現
在
の
よ
う
に
植
物
が
繁
茂
し
、
黒
色
腐
植
土
の
生
成
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め、
苫
小
牧
地
方
の
遺
跡
は
、
各
火
山
灰
層
の
間
の三
枚
の
黒
色
腐
植
土
層
中
よ
り
先
史
時
代
の
遺
物
で
あ
る
石
器
、
土
器
、

骨
角
器
、
鉄
器
等
の
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

次
に
各
遺
跡
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
る
ので
あ
る
が、
こ
れ
ら
の
中
に
は、
す
で
に
開
発

な
ど
の
た
め
に
煙
滅、
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
遺
跡
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
、

今
後
の
大
規
模
開
発
や
市
政
の
発
展
、
調
査
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
そ
の
発
見
数
を
増
加
さ

せ
る
可
能
性
も
充
分
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

1
タ
プ
コ
プ
A

国
道
三
六
号
線
植
苗
橋
の
左
に
タ
プ
コ
プ
と
よ
ば
れ
る
小
丘
が
あ
る
。

こ
こ
は
古
く
千
歳
街
道
を
開
く
と
き
に
遺
跡
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
若
干
の
資
料
が
発
見
さ
れ

『苫
小
牧
町
史
』
な
ど
に
も
遺
跡
の
存
在
が
知
ら
れ、
遺
物
が
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
当
地
方
と
し
て
は
一
番
最
初
に
注
目
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
タ
プ
コ
プ
周
辺
に
は

数
カ
所
の
時
代
の
異
な
る
地
点
が
知
ら
れ
て
い
る
が、
こ
こ
で
は
タ
プ
コ
プ
A
と
し
て
丘
陵

部
北
西
斜
面
に
位
置
す
る
縄
文
時
代
前
期
から
擦
文
期
ま
で
に
わ
た
る
遺
物
包
含
層
の
地
点

と
し
て
置
く
。
主
な
遺
物
と
し
て
は
縄
文
前
期
・
静
内
中
野
式
土
器
、
中
期
・
円
筒
上

221



苫
小
牧
市
史
上
巻

層
式
・
北
筒
式
・
余
市
式
土
器
、
後
期
・
入
江
式
土
器
、
晩
期
・
亀
ヶ
岡
式
土
器
・
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
、
続
縄
文
期
・
恵
山
式
・後

北
式
土
器、
土
師
器
、
擦
文
式
土
器
な
ど
、
苫
小
牧
地
方
か
ら
発
見、
出
土
す
る
土
器
群
の
ほ
と
ん
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
し
、
石
器
で

は
石
鏃、
石
槍、
石
小
刀
、
石
錐、
搔
器、石

斧、
石
皿、
砥
石、
敲
石
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
特
殊
な
資
料
と
し
て
は
土
製
有
孔
円

盤
、
小
型
土
鈴、
鋸
歯
状
打
器
、
装
身
具
と
し
て
の
勾
玉
、
平
玉
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

な
お、
当
地
点
は、
昭
和
四
十
年、
北
海
道
大
学
、
大
場
利
夫
博
士
に
よ
って
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
発
掘
後
の
報

告
書
内
で、
博
士
は
縄
文
晩
期
の
土
器
で、
口
緑
部
内
外
に
撚
糸
圧
痕
の
あ
る
土
器
群
、
い
わ
ゆ
る
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
を
タ
プ
コ
プ

式
土
器
と
し
て
新
型
式
を
提
唱
し
て
い
る
。

2
タ
プ
コ
プ
B
通
称
タ
プ
コプ
遺
跡
の
南
斜
面
で、
数
カ
所
の
凹
地
が
確
認
さ
れ
て
い
た
た
め、
昭
和三
十
八
年
十
月
、
大
場
利
夫

博
士
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
上
部
から
は
蝦
夷
太
刀
、
煙
管、
盆
、
椀、
鹿
角
製
矢
柄
一三
本
、
マ
レ
ッ
ク
、
刀

子
、
マ
キ
リ
な
ど
を
副
葬
し
た
伸
展
葬
の
ア
イ
ヌ人
骨
一
体
と
、
下
部
か
ら
は
土
器
、
石
斧、
石
鏃、
自
然
石
な
ど
を
副
葬
し
た
東
頭
位

座
位
屈
葬
の
縄
文
中
期
・
円
筒
上
層
式
土
器
文
化
期
の
墳
墓
一
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

3
タ
プ
コ
プ

タ
プ
コ
プ
遺
跡
の
標
高
一
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
東
南
に
面
す
る
緩
斜
面
に
位
置
す
る
竪
穴
住
居
址
地
点
で
、
昭
和
三

十
九
年
十
月
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
は
傾
斜
地
を
切
っ
て
壁
面
と
床
面
を
作
り
、
さ
ら
に
壁
面
に
煙
道
を
設
け
た
擦
文
期
の
竪
穴
が
一
カ

所
確
認
さ
れ、
擦
文
式
土
器、
土
師
器
を
中
心
に
若
干
の
後
北
式
土
器
片、
自
然
石
を
採
集
し
て
い
る
。

4
タ
プ
コ
プ
ロ

タプ
コ
プ
遺
跡
の
南
端
で
、
現
在
国
道
三
六
号
線
と
同
じ
高
さ
に
あ
る
地
点
で
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
、
土
地
所有

者
が、
当
地
点
を
整
地
し
、
住
宅
を
建
築
し
よ
う
と
し
た
際、
大
量
の
続
縄
文
期
の
土
器
や
石
器
が
発
見
さ
れ、
そ
の
後、
市
教
委
で
調

査
し
た
と
こ
ろ
続
縄
文
期
・
恵
山
期
で
多
量
の
ベ
ニ
ガ
ラ
を
散
布
し
た
墓
拡
内
か
ら
、
汐
見
式
系
の
完
形
土
器
四
個、
石
斧、
磨
石
、
搔

器
な
ど
を
副
葬
し
た
墳
墓
が
確
認
、
発
見
さ
れ
た
。
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5
金
森

国
道三
六
号
線
よ
り
パ
ン
ケ
ナ
イ
川
沿
い
に
発
達
し
て
い
る
半
島
状
台
地
の
中
央
に
位
置
す
る
遺
跡
で、
土
地
所
有
者
の
金

森
が
家
を
建
て、
住
宅
用
道
路
を
作
る
た
め、
整
地
し
た
と
こ
ろ
、
壊
さ
れ
た
西
向
き
の
斜
面
よ
り
縄
文
晩
期
の
土
器
片
数
点
と
、
恵

山
式
な
い
し
、
後
北
式
土
器
の
深
鉢
型
土
器
の
大
型
破
片
一
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

6
植
苗
中
学
校
裏
昭
和三
十
年
十
二
月
ご
ろ
、元
植
苗
小
中
学
校
裏
の
山
裾
よ
り
土
を
取
っ
て
い
た
と
こ
ろ、
台
地
面
上
よ
り
落
ち
て
き

た
と
思
わ
れ
る
土
器
片
を
発
見
、
多
田
犬
一
同
校
教
諭
な
ど
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
結
果、
胎
土
に
多
量
の
植
物
繊
維
を
含
み
横
走
す
る

撚
糸
圧
痕
文
を
口
緑
部
に
施
し
た
土
器
片
少
量
と
、
器
面
の
表
裏
に
凹
み
を
持
っ
た
大
型
の
石
臼
一
点
を
発
見
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
,

器
は
植
苗
貝
塚
出
土
の
グ
ル
ー
プ
と
類
似
し、
縄
文
時
代
前
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お、
当
地
点
よ
り
遺
物
が
出
土
す
る
こ
と
は
戦
前
よ
り
同
校
生
徒
が
知
っ
て
お
り
時
届々
け
出
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

7
植
村
A

美
川々
の
支
流
、
ペ
ンケ
イ
川
の
東
側
に
あ
る
半
島
状
台
地
の
先
端
部
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
タ
プ
コ
プ
遺
跡
同
様、
各

時
期
の
遺
物
を
包
含
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
発
見
の
動
機
は
、
昭
和
初
年
ご
ろ
、
こ
の
地
に
入
植
し
た
植
村
伊
之
助
が
炭
窯
を
作
る
た

め
同
遺
跡
の
南
側
緩
斜
面
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
多
量
の
金
属
器
や
土
器
、
石
器
な
ど
と
住
居
址
ら
し
き
も
の
を
発
見
し
た
ら
し
い
。

そ
の
後
、
資
料
の
一部
が
多
田
犬
一
教
諭
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
市
教
委
よ
り
故
河
野
広
道
博
士
に
調
査
依
頼
が
出
さ
れ
、
昭
和二

十
九
年
十
月
、
一部
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
四
年
八
月、
筆
者
等
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
か
ら
当
遺
跡
は、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
ア
イ
ヌ
期
ま
で
の
遺
跡
で、
前
期
・
円
筒
下
層
式、
中
期
・
北
筒
式
、
晚
期
・
日
ノ

浜
式
、
続
縄
文
・
恵
山
式
後
北
式
土
器
・
北
大
式
、
土
師
器
・
須
恵
器
、
擦
文
式
土
器
、
石
器
で
は
石
鏃、
石
槍
、
石
小
刀
、
石
錐、

石
篦、
各
種
搔
器
、
石
斧
、
凹
石
、
砥
石
、
敲
石、
磨
石
な
ど
が
発
見
さ
れ
る
遺
物
包
含
地
で
あ
る
と
と
も
に
中
期、
晩
期
の
墳
墓
群
や

ア
イ
ヌ
期
の
住
居
址
な
ど
が
主
体
で
あ
る
。

特
殊
な
遺
物
と
し
て
は
、
橄
欖
岩
製
の
切
子
玉、
金
属
器
で
は
古
銭
(
寛
永
通
宝
)
銅
鏃、
鉄
鏃、
マ
レ
ッ
ク、
鉈、
刀
子
、
発
火
器

第
二
編
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史
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な
ど
や
鎧
の
小
札、
鉄
鍋
破
片
な
ど
の
鉄
製
品
が
多
い
。
ま
た、
こ
こ
か
ら
は
小
型
の
短
頸
の
壺
と
青
海
波
を
施
し
た
大
型
甕
の
須
恵
器

二
点
や
瀬戸
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

8
植
村
B
植
村
A
地
点
の
台
地
上
部
中
央
よ
り
、
東
に
頭
位
を
持
つア
イ
ヌ
人
骨
一
体
が
発
見
さ
れ、
A
遺
跡
同
様、
故
河
野
博
士

に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。

多
田
犬
一
教
諭
の
報
告
に
よ
れ
ば、
伸
展
葬
で、
小
刀、
山
刀、
膳
、
椀、
矢
柄、
マ
レ
ッ
ク
な
ど
と
と
も
に二
枚
の
渡
来
銭、
嘉
祐

通
宝
、洪
武
通
宝
が
発
見
さ
れ、こ

れ
に
よ
っ
て、
墳
墓
の
お
お
よ
そ
の
年
代
が
推
定
で
き
る
し
A、
B
地
点
と
の
対
比
に
よ
っ
て、
当
地

方
の
ア
イ
ヌ
文
化
の
様
相
を
把
握
で
き
る
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

ま
た
、
付
近
に
は
多
数
の凹
地
が
あ
る
し
、
次
に
述べ
る
平
田
遺
跡
と
の
間
に
は、
空
掘
状
の
溝
が
あ
り
周
囲
も
湿
地
と
木
に
囲
ま
れ

地
理
的
環
境
も
良
好
な
の
で
、
全
体
が
ア
イ
ヌ
の
チ
ヤ
シ
(砦)
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

9
平
田
昭
和二
十
八
年
十
月
、土
地
所
有
者
の平
田
が
住
宅
裏
に
物
置
小
屋
を
建
て
る
た
め
丘
陵
部
の
一部
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
続
縄

文
期
の
後
北
式
土
器
が
発
見
さ
れ、
故
河
野
博
士
に
調
査
を
依
頼
し
発
掘
し
た
結
果、
墳
墓
と
思
わ
れ
る
ピ
ッ
ト
か
ら
後
北
式
土
器、
完

形
品
三
点
を
は
じ
め
破
片
が
多
数
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
全
道
初
の
出
土
と
い
う
曲
リ
マ
キ
リ
(コ
ン
ケ
マ
キ
リ
)

で
あ
る
。

そ
の
他、長

短
軸
欠
入
の
石
錘
、磨
製
石
斧
、
石
小
刀
、
石
鏃、
鉄
製
刀
子
な
ど
の
ほ
か
、
若
干
の
擦
文
式
土
器
、
須
恵
器
も
発
見
さ
れ

て
い
る
。

な
お、
遺
跡
の
位
置
は、
植
村
遺
跡
と
同
一
の
丘
陵
部
で、
植
村
遺
跡
よ
り
約
一キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
に
入
っ
た
台
地
の
北
側
斜
面

に
あ
る
。

(10大
曲
国
道三
六
号
線の
美
テ々
ス
ト
道
路
の
ス
ター
ト
地
点
の
左
側
の
崖
付
近
で
、
昭
和三
十
一
年
十
月、
そ
れ
ま
で
大
きく
力
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ー
ブ
し
て
い
た
国
道
を
直
線
に
す
る
た
め
工
事
し
た
と
こ
ろ
、
沢
山
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
曲
遺
跡
の
位
置
す
る
台
地
は、
美
川々
に
面
し
、
タ
プ
コプ
同
様、
湿
地
帯
に
大
き
く
岬
状
に
突
き
出
て
お
り
、
東
側
に
良
く
発
達

し
た
緩
斜
面
が
あ
り
、
遺
物
は
主
と
し
て
こ
の
斜
面
よ
り
、
集
中
的
に
発
見
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
遺
構
と
し
て
は
ア
イ
ヌ
期
の
墳
墓
が

あ
つ
た
ら
し
く
、
鉄
鍋、
大
刀
二
振、
矢
柄
一
七
本、
人
間
の
臼
歯
が
一
点
発
見
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し、
当
遺
跡
の
主
体
は
遺
物
包
含
地
で、
縄
文
時
代
中
期
・
余
市
式
土
器
、
晚
期
・
上
ノ
国
式
・
タン
ネ
ト
ー
L
式、続

縄
文
期、

恵
山
式
・
後
北
式
、擦
文
式
土
器
な
ど
で
あ
り
、恵
山
式
土
器
は
復
元
で
き
る
も
の
も
あ
っ
た
。
石
器
で
は
石
斧
、
石
槍、
石
小
刀
、
敲
石

石
錘、
石
皿
な
ど
で
特
殊
な
も
の
と
し
て
は
、
気
泡
の
多
い
硬
い
火
山
岩
を
使
用
し
た

矢
柄
研
磨
器
が
あ
る
。

(1)北
炭
山
林
大
曲
遺
跡
よ
り
沢
を
は
さ
ん
で
北
に
あ
る
台
地
の
東
側
で
、
昭
和
二

十
三
年
ご
ろ
、
林
間
道
路
を
工
事
す
る
際
に
遺
物
が
発
見
さ
れ、
地
元
植
苗
中
学
校
に

遺
物
が
届
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

遺
物
は
縄
文
早
期、
絡
縄
体
圧
痕
文
の
タン
ネ
ト
ー
E
式
を
は
じ
め
中
期
・
円
筒
上

層
式
・
北
筒
式、
晩
期
・
上
ノ
国
式
、
擦
文
、
土
師
器
な
ど
の
土
器
、碧
玉
製
の
石
斧
、

石
皿
、
敲
石
、
石
槍
状
の
石
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
付
近
に
は
竪
穴
住
居
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

12大
島
大
島
遺
跡
は、
タプ
コ
プ
、
植
村
な
ど
と
と
も
に
植
苗
、
美
沢
地
区
で
は

最
大
級
の
遺
跡
で
位
置
は
千
歳
市
と
の
境、
美
川々
の
右
岸、
道
千々
歳
～
早
来
線
の

北
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル、
標
高
五
～
六
メ
ー
ト
ル
の
台
地
緩
斜
面
に
あ
り
、
斜
面
は
そ
の

第
二
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ま
美
々
川
の
湿
地
へ
と
連
な
っ
て
い
る
。

発
見
の
端
緒
は
昭
和
初
年
こ
ろ
、
土
地
所
有
者
の
大
島
五
郎
松
が
住
宅
附
属
小
屋
を
設
け
よ
う
と
、
台
地
の
一端
を
削
っ
た
と
こ
ろ
、

住
居
址
の
一
部
と
見
ら
れ
る
柱
穴
を
は
じ
め
、
黒
土
層
の
上
下
か
ら
縄
文
早
期
タ
ン
ネ
ト
ー
E
式
(ほ
ほ
完
形)
を
は
じ
め
、
前
期
・
中

野
式、
中
期、
後
期、
晩
期、
続
縄
文
期
・
恵
山
式
・
後
北
式
、
土
師
器、
擦
文
式
土
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
た。
こ
れ
ら
の
一部、

擦
文

式
土
器
は
、
町
史
編
さ
ん
時
に
は
、
す
で
に
識
者
た
ち
に
知
れ
写
真
図
版
の
一
部
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
二
年、
大
島
が
牛
舎
を
建
て
る
と
の
こ
と
から
、
筆
者
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
縄
文
早
期
タ
ン

ネ
ト
ー
E
式
を
は
じ
め、
縄
文
後
晩
期
の
土
器
を
中
心
に
多
大
の
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
遺
跡
の
主
体
は
、
遺
物
包
含
地
で
は
あ
る
が、
下
部
に
墳
墓
が
あ
り、
石
斧
を
副
葬
し
た
り、
長
短
軸
欠
入
の
石
錘
を三
〇
個
積
み

あ
げ
た
も
の、
石
搔
、
土
製
耳
輪、
装
身
具
な
ど
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

1
植
苗
橋
下
昭
和
三
十
五
年
九
月
、
タ
プ
コ
プ
遣
跡
前
に
あ
る
植
苗
橋
を
架
け
替
え
た
と
こ
ろ
川
底
の
土
砂
中
よ
り
多
量
の
遺
物
が

発
見
さ
れ、
多
田
犬
一
教
諭
よ
り
注
目
さ
れ
遺
物
を
回
収
し
た
地
点
で
あ
る
。

遺
物
は
縄
文
中
期
・
円
筒
上
層
式
土
器
を
中
心
に
北
筒
式
土
器
、余
市
式
土
器、
縄
文
後
期
の
突
瘤
文
土
器
、
続
縄
文
期
の
恵
山
式、
後

北
式
、
擦
文
式、
土
師
器
な
ど
で、
石
器
で
は、
石
斧
を
は
じ
め、
各
種
の
搔
器
類
が
伴
っ
て
い
た
。

ま
た
、
付
近
の
川
底
よ
り
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
主
体
と
す
る
自
然
貝
層
も
あ
っ
た
と
の
事
で
あ
る
が
実
際
は
不
明
で
あ
る
。
タ
プ
コ
プ

遺
跡
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
遺
跡
と
思
わ
れ
る
が、
何
分
に
も
川
底
に
あ
る
た
め、
層
序、
そ
の
他
は
不
明
で
あ
る
。

(1)斉
藤
昭
和二
十
年
ご
ろ
、
土
地
所
有
者
が
牛
舎
横
に
サ
イ
ロ
を
作
る
た
め、
敷
地
の
一
部
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
土
中
よ
り二
点
の

土
器
片
を
発
見
し、
大
切
に
保
管
し
て
い
た
が、
多
田
犬
一
教
諭
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
昭
和三
十
年、
教
諭
を
通
じ
、
市
教
委
に
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二点
の
遺
物
の
内
一
点
は、
口
縁
部
内
壁
に
撚
糸
の
圧
痕
を
施
し
た
、
い
わ
ゆ
る
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
で
、
他
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の
一
点
は
擦
文
式
土
器
の
破
片
で
あ
る
。

し
かし
、
寄
贈
さ
れ
た
時
は、
す
で
に
発
見
者
も
物
故
し
、
遺
物
に
つ
いて
のく
わ
し
い事
は、
不
明
で
あ
っ
た
と
のこ
と
で
あ
る
。

な
お
遺
跡
は
、
植
苗
駅
よ
り
南
西
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ウ
ト
ナ
イ
湿
原
に
続
く
標
高
五
～
六
メ
ー
ト
ル
の
低
位
面
に
位
置
し
て

い
る
。

(1)猿
子
遺
跡
は
美
川々
の
支
流
で
あ
る
ウ
エ
ン
ナ
イ
川
の
上
流
で
、か
な
り
奥
ま
っ
た
舌
状
の
入
組
ん
だ
台
地
の
東
斜
面
に
位
置
し
、

昭
和三
十
二
年
六
月、
炭
焼
き
夫
た
ち
が
原
木
を
運
搬
す
る
た
め
林
道
を
設
け
た
際
に
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遺
物
は
縄
文

中
期
・
余
市
式
土
器
を
は
じ
め
、
縄
文
後、
晩
期、
続
縄
文
期
の
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
が、
そ
の
主
体
は
爪
型
文
を
中
心
と
す
る
上

ノ
国
式
土
器
で
あ
る
。

石
器
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
両
面
加
工
の
搔
器
と
剝
片
の
み
で
あ
る
。
な
お
昭
和
四
十
七
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
苫
小
牧
自
然
保
護
協

会
の
美
川々
流
域
調
査
の
際、
考
古
部
会
の
扇
谷
昌
康
部
長
、
多
田
犬
一
副
部
長
に
よ
り
、
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
余
市
式
土
器
の
破
片

を
採
集
し
て
い
る
。

(16)角
野
昭
和三
十
二
年
三
月
、
国
道三
六
号
線
の
舗
装
工
事
の
際、
御
前
水
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タン
ド
付
近
から
二
片
の
余
市
式
土
器

が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

1)久
米
井
美
川々
を
は
さ
ん
で、
元
植
苗
中
学
校
遺
跡
の
対
岸
で、
現
苫
小
牧
フ
ァ
ー
ム
に
入
る
道
路
の
崖
から
遺
物
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。

遺
物
は、
縄
文
前
期、
植
苗
貝
塚
出
土
の
撚
糸
沈
線
文
土
器
に
類
似
し
た
も
の
と
中
期
の
余
市
式
土
器
三
点
、
晩
期
の
土
器
片
一点
と

石
鏃
が
出
土
し
て
い
る
。

18大
槻
タ
ブ
コ
ブ
遺
跡
の
位
置
す
る
す
ぐ
北
の
台
地
に
あ
り、
国
道
に
接
し
て
い
る
当
遺
跡
は
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
、
国
道三
六

第
二
編
先
史
時
代
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苫
小
牧
市
史
上
巻

号
線
の
改
修
土
盛
工
事
の
た
め、
丘
陵
の
一
部
を
削
っ
た
と
こ
ろ、
約
五
アー
ル
ほ
ど
の
面
積
か
ら
三
カ
所
の
地
点
に
わ
た
っ
て
遺
物
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。

一
地
点
か
ら
は
樽
前
C
層
上
の
黒
土
層
か
ら
内
耳
鉄
鍋
と
銅
製
の
つ
る
、
第
二
地
点
か
ら
は、
ほ
と
ん
ど
復
元
で
き
る
擦
文
式
土
器
一

個
体
分、
第
三
地
点
か
ら
は
、
樽
前
C
層
下
の
黒
土
層
中
よ
り
、
縄
文
中
期
の
円
筒
上
層
式
土
器
、
晚
期
の
上
ノ
国
式
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式

や
続
縄
文
期
の
恵
山
式
な
ど
が
磨
製
石
斧
な
ど
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
。

さ
ら
に
当
地
点
か
ら
は
、
確
実
な
炉
は
な
か
っ
た
が
一五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
灰
の
層
の
堆
積
や
柱
穴
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
いる
。

(1)第
一
美
橋々
道
千々
歳
～
鵡
川
線
の
第
一
美
橋々
付
近
の
南
向
き
台
地
か
ら
遺
物
が二
カ
所
ほ
ど
出
る
と
こ
ろ
が
確
認
さ
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
実
物
は
な
く
詳
細
に
つ
いて
は
不
明
で
あ
る
が、
多
田
犬
一教
諭
の
記
録
に
よ
る
と
全
部
破
片
で
余
市

式
土
器
と
北
筒
式
土
器
、
縄
文
晩
期
の
亀
ヶ
岡
式
土
器
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
は
土
砂
採
集
の
た
め
、
丘
陵
部
は
削
ら
れ
、
遺
物
包
含
地
も
お
そ
ら
く
、
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(2)美
々
坂
千
歳
市
と
の
境
界
附
近
で
国
道三
六
号
線工
事
の
際、
削
り
取
ら
れ
た
樽
前
D
層
上
の
黒
土
層
よ
り、
二
片
の
北
筒
式
土

器
と
一
片
の
余
市
式
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
発
見
年
月
日、
出
土
状
況
等
は
不
明
で
あ
る
が、
こ
の
土
器
の写
真
が
す
で
に
苫
小
牧

町
史
に
載
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
タ
プ
コ
ブ、
大
島
遺
跡
同
様
、
か
な
り
古
く
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
土
器
の
裏
面
に
は
朱
墨
で
渡
辺
と
記
さ
れ
て
い
る
が
今
と
な
っ
て
は
、
何
の
こ
と
か
不
明
で
あ
る
。

(2)御
前
水
道
千々
歳
～
鵡
川
線、
美
沢
の
御
前
水
石
碑
の
東
側
台
地
か
ら
、昭
和
四
十
二
年
十
月
ご
ろ
、
厚
真
郷
土
文
化
研
究
会
、亀

井
喜
久
太
郎
会
長
に
よ
っ
て
土
砂
採
集
現
場
か
ら、
余
市
式
、北
筒
式
土
器
の
破
片
と
石
斧、
敲
石
が
採
集
さ
れ
て、市

教
委
に
通
知
さ
れ
た
。
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第
二
編
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史
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代

植苗貝塚遠景
(昭和49年)〔苫小牧市青少年センター蔵〕

筆
者
等
が
現
地
を
訪
れ
た
とこ
ろ
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
火
山
灰
の
採
掘
が
行
わ
れ、
攪
乱
さ
れ
た
黒
色
土
層
中
か
ら
若
干
の
遺
物
を

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
消
滅
し
て
存
在
し
な
い
。

2
ウ
ト
ナ
イ

オ
タ
ル
マ
ッ
プ
川
の
南
、
ウ
ト
ナ
イ
の
西
方
台
地
上
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
、苫
小
牧
工
業
高
校
郷

土
研
究
部
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
発
見
し
た
も
の
で
、
付
近
は
宅
地
造
成
の
た
め
、
火
山
灰
地
が
整
地
さ
れ
一
部
遺
物
も
露
出
し
て
いた
。

苫
工
郷
研
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
土
器
は
縄
文
前
期
・
静
内
中
野
式
・
円
筒
下
層
式、
中
期
の
円
筒
上
層
式
土
器
な
ど
で、
石
器
と

し
て
は
、
石
斧
、
搔
器
、
敲
石
、
台
石
、
石
鏃、
石
錐
な
ど
が
出
土
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

3
岡
田
当
遺
跡
は、
美
川々
の
左
岸、
国
道三
六
号
線
沿
い
の
植
苗
中
学
校
遺
跡
の
北
に
あ
る
台
地
の
末
端
部
で
土
地
所
有
者
が、

畑
を
耕
作
中、
時
土々
器
や
石
器
が
発
見
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

遺
物
は
縄
文
中
期
・
円
筒
上
層
式
土
器
と
晩
期
の
土
器
片
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が、こ

の
ほ
か
、土
地
所
有
者
よ
り
対
馬
豊
三
教
育
委
員
長
を
経
由
し
て、市

青
少
年
セン
タ
ー
に
寄
贈
さ

れ
た
石
小
刀
一
点
が
あ
る
。
し
か
し
遺
跡
の
規
模、
層
位
、遺
構
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

(4)植
苗
貝
塚
昭
和
四
十
七
年
五
月、
植
苗、
緑
星
の
里
、
永
光
学
園
内
の
敷
地
で
道
路

工
事
を
行
っ
て
い
た
こ
ろ
、
丘
陵
の
南
西
斜
面
よ
り
、
大
量
の
貝
殻
が
発
見
さ
れ
た
旨
、
市

教
委
に
連
絡
が
あ
っ
た
。
市
教
委
で
は、
さ
っ
そ
く
、
現
地
踏
査
を
行
な
い、貝

塚
で
あ
る
こ

と
を
確
認
、
市
教
委
に
よ
っ
て
緊
急
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
遺
跡
の

位
置
す
る
台
地
は
、
苫
小
牧
フ
ァー
ム
か
ら
南
に
発
達
し
た
台
地
の
中
腹
で
台
地
の
先
端
部

は
湿
地
を
は
さ
ん
で
ウ
ト
ナ
イ
沼
に
面
し
て
い
る
。

五
月
十
三
日
か
ら
の
調
査
で
は、
樽
前
C
層
下
の
黒
土
層
に
は
さ
ま
れ
た
貝
塚
が
厚
さ
約
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苫
小
牧
市
史
上
巻

一
メ
ー
ト
ル、
巾
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
レ
ン
ズ
状
に
台
地
崖
に
沿
っ
て
下
に
落
ち
て
お
り
、
ヤ
マ
トシ
ジ
ミ
、
ア
サ
リ
な
ど
を
主
体
と

る
貝
層
か
ら
、
ハマ
グ
リ
、
ウ
ネ
ナシ
ト
マ
ヤ
ガ
イ
な
ど
一
九
種
ほ
ど
、
シ
カ
、
イ
ヌ、
キ
ツ
ネ
な
ど
の
哺
乳
類
、
ト
ド
、
オ
ッ
ト
セ
イ
な

ど
の
海
獣
類
、
各
種
の
鳥
骨、
魚
骨
な
ど
と
共
に
刺
器、
銛
先、
縫
針
な
ど
の
骨
角
器
類、
石
鏃、
石
小
刀
、
搔
器
、
石
錘、
石
冠
、
石

臼
な
ど
の
石
器
類、
さ
ら
に
撚
糸
条
線
文
を
中
心
と
す
る
土
器
群
と
と
も
に
円
筒
下
層
式
土
器
、
縄
文
中
期
の
余
市
式
土
器
な
ど
が
発
見

さ
れ
た
。

な
お、
当
貝
塚
か
ら
は二
カ
所
の
貝
殻
堆
積
地
点
が
発
見
さ
れ、
一個
所
は
覆
小
屋
を
設
け、
野
外
観
察
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
当
遺
跡
出
土
の
ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ
を
学
習
院
大
学
で
の
年
代
測
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
即
五
、
六
四
〇
土
一〇
〇
年
と
い
う
絶

対
年
代
が
得
ら
れ
縄
文
時
代
前
期
の
貝
塚
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

(25三
井
ここ
は
国
道三
六
号
線
よ
り
西
方
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、
樽
前
山
麓
に入
っ
た、
当
時
で
い
え
ば
湾
の
中
に
突
き
出
た
丘

で、
竪
穴
の
跡
が二
つ
あ
っ
た
。

何
れ
も
林
間
道
路
を
作
っ
て
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
土
器
は
前
北
式
土
器
が
数
カ
所
で
収
集
さ
れ
た
の
み
で
他
は
ほ
と
ん
ど
壊
さ
れ
て

い
た
。
と
多
田
犬
一
教
諭
の
記
録
に
あ
り
、
三井
観
光
ゴ
ル
フ
場
内
に
遺
跡
の
存
在
を
述べ
て
い
る
が、
現
在
で
は
遺
物、
そ
の
他
と
も

詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

(2)亀
谷
静
川
台
地
の
安
平
川
に
面
す
る
西
側
斜
面
で、
昭
和三
十
二
年
八
月、
台
地
周
囲
に
築
堤
と
道
路
を
設
け
る
た
め
、
南
西
丘

陵
部
の
斜
面
を
削
っ
た
所
、
恵
山
式
の
完
形
土
器
が
発
見
さ
れ、
市
教
委
に
届
け
出
ら
れ
た
。

そ
の
後、小

野
慶
郎
前
市
立
図
書
館
長
や
多
田
犬
一教
諭
に
よ
って
調
査
さ
れ
、
内
陸
部
に
通
じ
る
道
路
の
切
通
し
西
側
よ
り
、
縄
文
時
代

中
期
の
円
筒
上
層
式
、
縄
文
後
期
、
続
縄
文
、
恵
山
期、
土
師
器
(盃、
完
形
品)
擦
文
式
土
器
の
破
片
な
ど
が
採
集
さ
れ
た
。
な
お
、
当

遺
跡
は
、
東
部
開
発
予
定
地
内
に
含
ま
れ、
将
来
は
消
滅
す
る
は
ず
で
あ
る
。
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苫
小
牧
市
史
上
巻

1)柳
館
静
川
台
地
の
最
南
端
苫
小
牧
市
と
厚
真
町
と
の
境
界
付
近
に
位
置
し
て
い
る
。
昭
和三
十
六
年
八
月
ご
ろ、
付
近
の
小
中
学

生
が
遺
跡
周
辺
に
点
在
す
る
旧
日
本
軍
ト
ー
チ
カ
や
戦
車
壕
が
作
ら
れ
た
際、
掘
ら
れ
た
り
削
ら
れ
た
り
し
た
土
砂
や
、
風
雪
に
よ
っ
て

削
ら
れ
た
裂
溝
中
の
黒
土
層
よ
り
土
器
や
石
器
を
発
見
し
、
静
川
小
学
校
を
通
じ
市
教
委
に
届
け
出
ら
れ
た
の
が
発
端
で
あ
る
。

そ
の
後
、
小
野
慶
郎
前
市
立
図
書
館
長
や
楠
野
四
夫
市
立
図
書
館
長
な
ど
に
よ
っ
て
現
地
調
査
が
行
わ
れ、
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ、
十
月
に
は
当
時
、
静
内
高
校
教
諭
で
あ
っ
た
藤
本
英
夫
(現、
北
海
道
教
育
庁
振
興
部
文
化
課
主
任
文
化
財
保
護
主
事)
に
委
嘱
し
、
苫

小
牧
工
業
高
校
郷
土
研
究
部
員
の
協
力
の
も
と
約二
三
平
方
メー
ト
ル
を
発
掘
調
査
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
四
年、
筆
者
に
よ
っ
て
一
部
調
査
さ
れ
、住
居
址
の
一部
を
確
認
し
て
い
た
が
四
十
八
年
に
至
り
、
遺
跡
の
一
部
が

土
砂
採
取
の
た
め
破
壊
さ
れ、
そ
の
部
分
か
ら
大
量
の
貝
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
著
者
等
は
綱
木
遺
跡
の
発
掘
中
で
、
調
査

終
了
後、
た
だ
ち
に
現
地
を
訪
れ、
そ
の
重
要
性
に
お
ど
ろ
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
発
掘
す
る
機
会
も
な
く
昭
和
四
十
六
年
六
月、
植
苗
貝
塚
の
緊
急
調
査
が
行
わ
れ、
そ
の
関
連
を
調
べ
る
た
め
現
地
を
訪
れ

た
と
こ
ろ
、
貝
塚
部
分
は
破
壊
さ
れ
台
地
の
下
に
落
ち
た
遺
物
を
回
収
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
八
月
に
再
度、
残
存
部
分
の
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
一部
混
貝
土
層
が
残
っ
て
お
り
鹿
角、
獣
骨、
数
点
の
骨
角
器
を

採
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
四
十
七
年
十
月
に
は、
こ
の
年
設
立
さ
れ
た
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
考
古
部
会
(部
長
扇
谷
昌
康)

に

よ
っ
て、
当
遺
跡
の
分
布
調
査
が
行
わ
れ、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
遺
跡
よ
り
も、
は
る
か
に
大
き
い
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ、次

年
か
ら
の
東
部
工
業
地
帯
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
の
大
き
な
基
礎
資
料
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

柳
館
遺
跡
の
遺
物
は、
縄
文
前
期、
静
内
中
野
式
土
器
から
円
筒
下
層
式
が
中
心
の
住
居
址
群
で
、
遺
跡
内
に
は
石
錘、石

冠
な
ど
を
作

っ
た
と
思
わ
れ
る
石
器
製
造
址、

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
主
体
に
ア
サ
リ
、
ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
貝
塚
が
あ

り、
多
量
の
鹿
の
骨、
魚
骨、
鳥
骨
を
は
じ
め、
縫
針、
エ
イ
の
毒
針
を
使
っ
た
刺
器
な
ど
の
骨
角
器
類
な
ど
、石
器
で
は
、石
鏃、
石
槍
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石
小
刀
、
石
錐、
各
種
搔
器
、
石
斧
、
石
の
み、
石
錘、
石
冠、
石
皿
、
凹
石
、
砥
石
、
敲
石、
礫
器
な
ど
非
常
に
多
く
の
石
器
と
破
砕

さ
れ
た
礫
片
が
発
見
出
土
し
て
い
る
。

23綱
木
遺
路
は
静
川
台
地
の
南
西
、
旧
市
営
バ
ス
弁
天
中
央
停
留
所
の
真
北
に
当
る
台
地
緩
斜
面
に
位
置
す
る
。
昭
和
四
十三
年
六

月
、
土
地
所
有
者
の
綱
木
広
治
が
客
土
用
の
黒
土
を
取
る
た
め
、
所
有
地
の
一
部
を
削
っ
た
所、
大
量
の
土
器
や
石
器
が
発
見
さ
れ
、
市

立
図
書
館
に
届
け
出
ら
れ
た
の
が
は
じ
め
で
あ
る
。

そ
の
後
、
筆
者
や
扇
谷
昌
康
教
諭
に
よ
っ
て
一
部
発
掘
調
査
さ
れ、
縄
文
晚
期
の
亀
ヶ
岡
式
土
器
、
上
ノ
国
式
土
器
を
中
心
と
す
る
墳

墓
群
が
発
見
さ
れ
た
。

遺
物
は
石
鏃、
石
錐、
石
槍、
搔
器
、
石
斧
、
石
錘、
石
棒
な
ど
で
あ
る
が、
遺
跡
が
墳
墓
で
あ
る
た
め、
遺
物
の
中
に
特
殊
な
舟
型

土
器
、
玉
髄
製
の
石
槍
、
独
鋁
石
状
の
石
棒
な
ど
祭
祀
的
色
彩
の
強
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
当
遺
跡
付
近
は
柳
館
遺
跡
同
様、
前
面
に

戦
車
壕
が
あ
る
と
と
も
に
遺
跡
全
面
は
弁
天
開
拓
の
際、
道
路
に
敷
く
た
め
の
火
山
灰
が
取
ら
れ
、
当
地
方
と
し
て
は
、
め
ず
ら
し
く
表

面
採
集
の
で
き
る
遺
跡
で
あ
る
。

29沼
ノ
端

昭
和
四
十
一
年
十
一月
、
沼
ノ
端
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
出
土
地
点
の
地
質
調
査
の
た
め
来
苫
し
た
北
大
、
石
川
俊
夫
博
士
の
現

地
調
査
の
際
、
稔
橋
上
流
一〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
左
岸
よ
り
筆
者
等
に
よ
っ
て
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
樽
前
C
層
上
下
の
黒
褐

色
土
層
よ
り
縄
文
晩
期
の
土
器
片
数
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
地
質
調
査
所
に
よ
り
こ
の
付
近
が
調
査
さ
れ、
当
地
点
の
遺
物
に
つ
い
て
竹
田
輝
雄
道
教
委
文
化
財
保
護
主
事
教
諭
が
報
告

を
行
って
い
る
。
な
お、
遺
跡
は
勇
払
川
の
河
川
改
修
に
よ
り
、
川
は
切
替
え
ら
れ
、
包
含
地
点
も
整
地
さ
れ
て
い
る
。

(60)ニ
ナ
ル
カ
当
地
点
から
遺
物
が
出
土
す
る
こ
と
は
、か
な
り
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、多
田
犬
一
教
諭
の
報
告
に
も
記
載

さ
れ
て
い
る
が、
筆
者
等
の
知
っ
た
の
は
、昭
和
四
十
四
年
六
月
、
静
川
小
学
校
児
童
が
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
の
崖
よ
り
数
点
の

第
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苫
小
牧
市
史
上
巻

沼の端アイヌ丸木舟出土状況
(昭年41年) 〔市立苫小牧図書館蔵〕

土
器
片
を
発
見
し
市
立
図
書
館
に
届
け
ら
れ
た
の
が

発
端
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
道
、々
苫
小
牧
～
上
厚
真

線
の
静
川
橋
よ
り
東
に
あ
る
静
川
小
学
校
は
大
正
四

年
九
月
に
開
校
さ
れ、
昭
和
三
年
五
月
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
際
に
多
量
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
遺
物
は
、
樽
前
C
火
山
灰
を
中

心
に上
下
の
黒
土
層
中
よ
り
出
土
し
、
上
層
は
沈
線

文
を
主
体
と
す
る
恵
山
式
土
器
、
下
層
は
突
起
文
、

貼
付
文
に
よ
る
北
筒
式
土
器
で
あ
る
。
な
お、
北
筒

式
土
器
に
伴
っ
て、
チ
ョ
ッパ
ー
状
の
礫
器
が
一
点
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お、
昭
和
四
十
八
年
度
東
部
工
業
地
帯
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
の
鍬
入
れ
式
は、
当
地
点
に
お
い
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

(1)中
沢

「十
年
ほ
ど
前、
中
沢
宅
で
家
屋
改
築
の
た
め
、
裏
の
丘
陵
部
を
切
り
崩
し
た
と
こ
ろ
、
緑
泥
岩
製
と
思
わ
れ
る
石
斧
二
個

が
発
見
さ
れ
た
。
出
土
し
た
地
層
か
ら
考
え
て
縄
文
時
代
の
も
の
ら
し
い
。筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
、そ
の
他
の
遺
物
は
発
見
さ
れ
て
い

な
い
。」と

畑
宮
清
一
郎
道
教
委
指
導
主
事
の
記
録
に
あ
る
が
、筆
者
は
ま
だ
遺
物
も
地
点
も
今
の
と
こ
ろ
確
認
し
て
い
な
い
遺
跡
で
あ
る
。

3
沼
ノ
端
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
昭
和
四
十
一
年
七
月、
北
大
、
大
場
利
夫
博
士
指
導
の
も
と
市
教
委
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
ア
イ
ヌ

丸
木
舟
五
隻
及
び
推
進
具
の
出
土
地
点
で
、
位
置
は
旧
道
苫々
小
牧
～
上
厚
真
線
に
か
か
る
稔
橋
の
下
流
右
岸
で
あ
る
。

当
地
点
に
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
が
埋
没
し
て
い
た
こ
と
は
地
元
民
を
は
じ
め、
地
質
研
究
者
の
間
で
は
、
か
な
り
以
前
よ
り
知
れ
渡
っ
て
い
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た
そ
う
で
あ
る
が、
川
の
流
れ
の
関
係
で、
た
え
ず
見
え
隠
れ
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
四
十
一
年
に
入
り
、
筆
者
が
苫
小
牧
市
に
勤

務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
際、
ア
イ
ヌ
丸
木
舟三
隻
が
か
な
り
明
瞭
に
河
底
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
発
掘
引
揚
げ
る
こ
と

に
な
り
、
前
記、
大
場
博
士
の
指
導
助
言
の
も
と
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果、
丸
木
舟三
隻
、
板

綴
舟二
隻
、
棹
、
権
な
ど
推
進
具
の
発
見
と
な
り
、
考
古
学
界、
民
俗
学
界
な
ど
に
一大
セン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は、
今
ま
で
文
献
の
み
で
知
ら
れ
て
い
た
イ
タ
オ
マ
チ
ッ
プ
(板
綴
舟)
や
全
長
九
メ
ー
ト
ル
、
巾
一
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
型
丸

木
舟
の
発
見
、
推
進
具
や
舟
舷
に
施
さ
れ
て
い
た
家
紋
(記
号)
や
ア
イ
ヌ
文
の
彫
刻
、
さ
ら
に
火
山
灰
の
層
位
学
的
研
究
か
ら
三
百

年
前
と
い
う
絶
対
年
代
を
得
ら
れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
古
文
献
や
古
絵
図
に
見
ら
れ
た
千
歳
越
え
、
勇
払
越
え
な
ど
と
い
っ
た
内
陸
水
路
の

存
在
が
実
証
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
は
い
年
代
測
定
法
に
よ
っ
て
七
七
〇
年
前
と
いう
絶
対
年
代
が
得
ら
れ、
道
指
定
文
化
財
と
し
て
苫
小
牧
市
青
少
年
セ

ン
ター
博
物
展
示
室
に
保
存
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
出
土
地
点
は
勇
払
川
の
河
川
改
修
に
よ
っ
て
埋
立
てら
れ、
か
つ
て
の
お
も
か
げ
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

33柏
原
アイ
ヌ
丸
木
舟
昭
和
四
十
四
年
九
月、
佐
藤
貞
柏
原
部
落
会
長
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
放
牧
馬
を
探
す
た
め
、
市
営
柏
原
放

牧
場
内
を
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
安
平
川
の
支
流
で
、
今
は
干
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
蛇
行
部
分
か
ら
一隻
の
丸
木
舟
を
発
見
、
市
教
委
に

届
け
出
ら
れ
た
。

九
月
二
十
七、
二
十
八
日
両
日
、
市
教
委
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
全
長
七
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ア
イ
ヌ
の
丸

木
舟
が
確
認
さ
れ
た
。
丸
木
舟
は
舟
底
を
失
い、
自
然
にこ
の
地
に
埋
没
し
た
も
の
が
河
川
の
改
修
に
よ
り
水
位
が
下
が
っ
た
た
め
湿
原

の
地
表
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

現
在
苫
小
牧
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
舟
先
と
舟
尾
が
朽
ち
二
枚
の
板
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
丸
木
舟
出
土
地

第
二
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苫
小
牧
市
史
上
巻

柏原アイヌ丸木舟出土状況
(昭和44年)〔苫小牧市青少年センター蔵)

点
か
ら
は
、
何
ら
の
伴
出
品
も
な
か
っ
た
。

(4)勇
払
現
在
、
青
少
年
セン
ター
郷
土
博
物
室
所
蔵
の
資
料
の
中

に
勇
払
出
土
と
し
て
約二
〇
〇
片
ほ
ど
の
土
器
の
小
破
片
が
あ
る
。
発

見
者、
地
点
、
そ
の
他
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が、
沈
線
文
や
撚
糸
条

線
文
を
主
体
と
す
る
縄
文
後
期
な
い
し
晚
期
の
も
の
で
あ
る
。

3
柏
原
1
昭
和
四
十
八
年
七
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
苫
小
牧
東
部
工
業
地
帯
の
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
に
お
い
て
発
見
さ

れ
た
も
の
で、
遺
跡
は
柏
原
台
地
の
南
西
端
で
湿
地
の
中
へ
半
島
状
に

突
き
出
て
い
る
台
地
の
斜
面
に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
表
面
は
す
で
に
火
山
灰
採
集
の
た
め
削
平
さ
れ
て
い
る
が
、包
含
層
は
良
く
残
り、

樽
前
C
層
上
部
の
黒
土
層
か
ら
縄
文
後
期
の
見
晴
町
式
、タン

ネ
ト
ー
L
式
な
ど
の
ほ
か、
石
器
で
は
剝
片
、
礫
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

な
お、
以
下
に
述
べ
る
各
遺
跡
群
も
柏
原
1
遺
跡
同
様
昭
和
四
十
八
年
度
の
東
部
工
業
地
帯
内
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
た
も
の
で、
同
遺
物
は、
調
査
班
が
保
管
所
有
し
て
い
る
。

60柏
原
2

柏
原
1
遺
跡
の
南
隣
に
位
置
す
る
遺
跡
で、
遺
物
は
主
に
舌
状
台
地
の
両
側
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
地
表
も

同
様
火
山
灰
が
採
取
さ
れ
て
い
る
が、
包
含
層
は
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ、
縄
文
晚
期
の
上
ノ
国
式
、
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
、
釧
路
・
緑

ケ
丘
式
系
の
土
器
片
な
ど
が
五
〇
余
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
1
・
2
遺
跡
の
標
高
は
一〇
～
一
三メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
湿
地
は
標
高
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。

37柏
原
3
柏
原
台
地
の
南
西
で、
柏
原
1
・
2
遺
跡
よ
り
湿
地
を
は
さ
ん
で
東
側
に
あ
る
細
長
く
のび
た
一支
丘
の
先
端
部
に
位
置
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す
る
。
発
見
さ
れ
た
遺
物
は、
縄
文
晚
期
・
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
が
主
体
で
あ
る
が
そ
の
他、
擦
文
式
土
器
と
思
わ
れ
る
も
の
の
破
片

が
一点
と
、
砥
石
が
一点
あ
っ
た
。

な
お、
遺
物
は
樽
前
C
火
山
灰
層
を
は
さ
む
層
厚
約二
〇
セン
チ
メー
ト
ル
と
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
黒
色
土
層
中
か
ら
発
見

さ
れ
て
い
る
。

38柏
原
4

道
苫々
小
牧
～
上
厚
真
線
の
柏
原
入
口
付
近
に
面
す
る
台
地
南
端
に位
置
す
る
遺
跡
で、
分
布
調
査
中
掘
削
機
に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

遺
物
は
現
在
の
と
こ
ろ
石
鏃
一
点
の
み
で
あ
る
が
、
試
掘
構
内
か
ら
土
拡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
た
め
、
墳
墓
が
存
在
す
る
か
も
知
れ
な

い
。
ま
た
、
時
期
は
何
分
に
も
石
鏃
一
点
の
み
の
出
土
で
あ
る
た
め
不
明
で
あ
る
。

3
柏
原
5
柏
原
台
地
の
南
東
端
で、
台
地
が
安
平
川
に
沿
っ
て
北
側
に
カ
ー
ブ
す
る
部
分
に
位
置
し
て
い
る
。
当
遺
跡
も
掘
削
機
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が、
遺
物
の
分
布
す
る
範
囲
が
広
く
、
東
部
地
区
で
も
第
一
級
の
遺
跡
と
思
わ
れ
る
。

現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
物
は
、
土
器
で
は
縄
文
早
期
・
撚
糸
圧
痕
文
土
器
、
中
後
期
の
余
市
式
・
見
晴
町
式
、
晩
期
・
タ
ン

ネ
ト
ー
L
式
、
続
縄
文
期
・
恵
山
式
土
器
な
ど
約
三
〇
〇
点
、
石
器
で
は、
石
鏃、
石
槍、
石
小
刀
、
搔
器
、
石
錐
な
ど
で
、
他
に
沢
山

の
剝
片
や
礫
が
出
土
し
て
い
る
。

し
か
し
、
掘
削
機
に
よ
っ
て
掘
開
し
て
い
る
た
め、
各
々
の
土
器
と
の
共
伴
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

(4)柏
原
6

柏
原
4
遺
跡
よ
り
北
へ
七
〇
〇
メー
ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
台
地
上
面
の
平
垣
部
に
位
置
し
て
い
る
遺
跡
で
、
現
在
の
と
こ
ろ

人
工
遺
物
は
確
認
さ
れ
て
い
な
が、
敲
石
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
礫
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
一
応
遺
跡
と
し
て
登
録

し
て
お
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

4)柏
原
7

当
遺
跡
は
柏
原
5
遺
跡
の
北
東
、
内
陸
へ
入
る
道
路
の
あ
る
沢
を
は
さ
ん
で
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所
に
位
置
す
る
地

第
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点
で
、
6
遺
跡
同
様、
定
型
化
し
た
遺
物
は
な
い
が
、
原
石
に
な
る
と
思
わ
れ
る
赤
色
チ
ャー
ト
の
礫
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
5

遺
跡
の
延
長
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一応
遺
跡
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

4)静
川
1
静
川
台
地
の
南、
柳
館
遺
跡
の
北
六
〇
〇
メー
ト
ル
ほ
ど
の
地
点
に
位
置
す
る
西
向
き
の
舌
状
台
地
上
に
あ
る
遺
跡
で
小

支
丘
と
し
て
発
達
し
て
い
る
丘
陵
部
の
一
番
内
陸
に
あ
た
る
。
付
近
は
標
高
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
緩
斜
面
で、
火
山
灰
が
露
出
し
、
一

部
で
は
黒
土
層
も
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

遺
物
は
磨
製
石
斧
の
破
片
一
点
の
み
で
あ
る
が、
精
査
し
だ
い
で
は
か
な
り
の
資
料
が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。
時
期
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。

13静
川
2
(蔦
森
)
道
上々
厚
真
～
苫
小
牧
線
に
面
す
る
北
向
き
丘
陵
上
に
位
置
し
、
ニ
ナ
ル
カ
遺
跡
よ
り
上
厚
真
側
に
約
一キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
あ
る
。

遺
跡
は
縄
文
中
期
・
円
筒
上
層
式
・
北
筒
式
及
び
後
・
晩
期
に
編
年
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
土
器
片
が
若
干
発
見
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
地
点
は
火
山
灰
採
集
の
た
め、
ど
ん
ど
ん
破
壊
さ
れ、
遺
跡
の
主
体
部
は
消
滅
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(4)静
川
3
(弁
天
)
静
川
台
地
の
南、
綱
木
遺
跡
と
柳
館
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
間
で、
第
三
排
水
溝
が
南
へ
曲
が
る
北
に
発
達
し
た
細
長

い
半
島
状
丘
陵
部
の
先
端
に
位
置
す
る
。
丘
陵
部
上
面
は
柏
に
お
お
わ
れ
て
い
る
が、

一
部
で
火
山
灰
層
が
露
出
し
て
い
る
部
分
が
あ
る

し
、
旧
日
本
軍
の
ト
ー
チ
カ
が
あ
る
。
遺
物
は
縄
文
晩
期
の
所
産
と
思
わ
れ
る
土
器
の
小
破
片
ば
か
り
で
あ
る
。

な
お、
当
地
点
は
柳
館
遺
跡
の
発
掘
の
際
、
扇
谷
昌
康
教
諭
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
弁
天
遺
跡
と
同
一
の
地
点
と
思
わ
れ
る
。

5
静
川
4
静
川
3
遺
跡
と
柳
館
遺
跡
の
中
間
に
あ
る
丘
陵
部
の
先
端
で、
現
在
の
所、
土
器
、
石
器
な
ど
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が

柳
館
遺
跡
な
ど
か
ら
多
量
に
発
見
さ
れ
る
河
原
礫
と
同
様
の
も
の
が
破
砕
さ
れ
て
多
量
に
発
見
さ
れ
て
い
る
た
め、
柏
原
6
・
7
遺
跡
同

様
遺
跡
と
し
て
登
録
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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以
上
、
東
部
地
区
の
遺
跡
に
つ
い
て
述
べ
た
が、
今
後
の
調
査
如
何
に
よ
っ
て
は、
柏
原
地区
な
ど
で
更
に
多
く
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(4)明
野
I
(
企
業
局
取
水
口
)
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
、
北
大
演
習
林
横
の
勇
払
川
左
岸
の
平
坦
部
に
お
い
て
、
北
海
道
企
業
局

が
工
業
用
水
取
水
口
建
築
現
場
で、
地
下
約
七
メー
ト
ル下
か
ら
一
片
の
土
器
が
発
見
さ
れ、
市
立
図
書
館
に
届
け
出
ら
れ
た
。
出
土
層

位
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
が、
地
下
七
メ
ー
ト
ル
は
海
成
の
シ
ル
ト
層
で、
そ
の
上
部
は
ピ
ー
ト
が
あ
り、
さ
ら
に
三
枚
の
火
山
灰

層
と
ピ
ー
ト
層
が
交
互
に
堆
積
し
て
い
る
。

な
お、
土
器
片
は
縄
文
前
期
・
中
野
式
系
土
器
と
思
わ
れ
る
。

4)明
野
Ⅱ
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
七
日、
当
時
和
光
中
学
校
二
年
生
で
あ
っ
た
鈴
木
卓
直
君
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で、
明
野

遺
跡
の
西
側
の
台
地
斜
面
に
位
置
し
て
い
る
。

遺
物
は
円
筒
上
層
式
土
器
と
思
わ
れ
る
も
の
が
六
点
、
柳
葉
型
の
石
鏃
一
点
、
石
核、
敲
石
、
剝
片
な
ど
で
あ
る
が
表
面
採
集
の
た
め

出
土
層
位
、
そ
の
他
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

48高
丘
A

市
の
中
心
地
よ
り
北
に
あ
た
る
背
後
地
一
帯
の
丘
陵
部
を
市
民
は
高
丘
と
呼
び
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ん
で
い
る
が
、

こ
の
一
帯
も
遺
跡
の
多
い
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
地
区
は
都
市
開
発
の
た
め
、
各
所
で
整
地
や
火
山
灰
の
採
取
が
行
わ
れ
て
い

る。当
遺
跡
は
昭
和三
十
九
年
七
月
十
九
日
に
発
見
さ
れ、
一部
市
教
委
に
よ
っ
て
試
掘
が
行
わ
れ
た
が
遺
物
の
発
見
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ

で
、
中
野
跨
線
橋
よ
り
北
に
ぶ
つ
か
っ
た
台
地
の
西
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ルの
地
点
で、
遺
物
包
含
地
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(4)高
丘
B
(戦
車
壕
)
昭
和三
十
九
年
八
月
三
十
日、
中
野
跨
線
橋
の
突
き
当
り
の
台
地
よ
り
土
砂
採
取
の
た
め
の
切
り
く
ず
し
工

事
中
、
偶
然
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
市
教
委
に
届
け
出
ら
れ
た
。
さ
っ
そ
く
、
市
立
図
書
館
職
員
な
ど
に
よ
っ
て
現
地
調
査
が
な
さ
れ、

第
二
編
先
史
時
代

239



苫
小
牧
市
史
上
巻

か
ろ
う
じ
て
若
干
の
遺
物
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

遺
物
は
縄
文
中
期
の
北
筒
式
土
器
を
は
じ
め、
晩
期
の
亀
ヶ
岡
、
タン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
、
続
縄
文
の
恵
山
式
土
器
や
黒
曜
石
の
破
片

礫
な
ど
で
あ
っ
た
が、
充
分
な
調
査
不
能
の
ま
ま
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十三
年
六
月
に
至
り、
同
地
を

市
土
木
部
の
資
材
置
場
と
す
る
た
め
整
地
し
た
と
こ
ろ、
骨
片
を
含
ん
だ
灰
層
を
は
じ
め
多
数
の
遺
物
が
発
見
さ
れ、
七
月
末
日
よ
り
市

教
委
に
よ
っ
て
筆
者
等
の
担
当
で
緊
急
調
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
樽
前
C
火
山
灰
層
上
下
の
黒
色
土
層
か
ら
縄
文
前
期
・
中
野
式
・
円
筒
下
層
式
土
器
を
中
心
に
後
期
・
御
殿
山
式
土
器
の
グ

ル
ー
プ
、
晩
期
・
上
ノ
国
式
土
器
、
擦
文
式
土
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
石
器
で
は
石
鏃、
石
錐、
石
槍
、
石
小
刀、
擦
り
切

り
磨
製
石
斧
の
残
片
や
磨
製
石
斧、
石
錘、
敲
石
な
ど
、
縄
文
前
期
と
後
期
な
い
し
晚
期
初
頭
の
遺
物
が
多
量
に
出
土
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
遺
構
と
し
て
は
住
居
址、
墳
墓
な
ど
明
ら
か
な
も
の
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が、
発
掘
区
内
か
ら
数
カ
所
の
灰
の
ブ
ロ
ッ
ク
が

確
認
さ
れ、
そ
れ
ら
の
中
に
は
焼
骨
片
、
石
鏃
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

50高
丘
C
昭
和三
十
九
年
九
月
三
日、
市
内
旭
町
の
東
中
学
校
校
庭
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
整
備
す
る
た
め、
高
丘
地
区
よ
り
土
砂
を

運
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に、
刀
身
一
本
と
鍔
、
鍔
押
し
な
ど
各
一点
づ
つ
が
発
見
さ
れ
た
。

さ
っ
そ
く
現
地
高
丘
地
区
を
調べ
た
が
、
都
市
計
画
に
よ
る
住
宅
用
地
造
成
工
事
の
た
め
半
壊
さ
れ、
出
土
地
点
そ
の
他
は
不
明
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

5)高
丘
D
昭
和
四
十
七
年
こ
ろ、
当
時
東
高
校
生
徒
で
あ
っ
た
小
野
寺
秀
和
君
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で、
位
置
は
高
丘
B
遺

跡
の
北
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の丘
陵
中
腹
部
で、
遺
物
と
し
て
は
縄
文
中
期
・
円
筒
上
層
式
土
器
片
な
ど
と
石
冠
、
剝
片
な
ど
が
若
干

出
土
し
て
い
る
程
度
で、
出
土
層
位
、
そ
の
他
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

12緑
ケ
丘
A
昭
和
四
十
一
年
六
月、
当
時
市
立
苫
小
牧
清
水
小
学
校
校
長
で
あ
っ
た
近
江
謙三
が
、
同
校
正
門
前
の
緑
ケ
丘
公
園
東
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端
の
崖
よ
り
、
土
器
、
石
器
な
ど
が
出
土
し
、
同
校
生
徒
に
よ
っ
て
乱
掘
さ
れ
て
い
る
旨
の
連
絡
が
市
立
図
書
館
に
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

七
月
に入
り
沼
ノ
端
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
発
掘
の
た
め
来
苫
し
た
大
場
利
夫
博
士
に
相
談
し
、
八
月
二
十
、
二
十
一
日
に
発
掘
調
査
す
べ
き
手

続
き
を
と
っ
た
。

発
掘
調
査
の
結
果、
続
縄
文
式
土
器
を
主
体
と
す
る
墳
基
遺
跡
で
九
個
の
ベ
ニ
ガラ
を
伴
う
墓
拡
と
多
量
の
恵
山
式
土
器
、
石
鏃、
搔

器
、
石
斧、
石
皿、
石
包
丁
状
石
器、
砥
石
、
石
槍、
石
錐、
敲
石、
装
身
具
と
し
て石
製
垂
具
、
土
製
管
玉
な
ど
と
共
に、
江
戸
時
代

前
期
と
思
わ
れ
る
墓
拡
が
一
基
発
見
さ
れ、
そ
の
中
か
ら
は
漆
器
の
椀
、
ガ
ラ
ス
小
玉
一七
八
点
な
ど
を
発
見
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
学
校
を
通
じ
、
遺
物
を
回
収
し
た
と
こ
ろ
、
靴
型
石
器
、
石
鏃
な
ど
が
集
め
ら
れ
た
。
現
在
は
一部
包
含
層
が
残
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
都
市
計
画
に
よ
り
、
石
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ、
保
護
整
備
さ
れ
て
い
る
。
な
お、
同
地
点
か
ら
鈴
木
卓
直
君
よ

り
ア
イ
ヌ
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
鉄
製
鎌二
個
体
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

1
緑
ケ
丘
B
昭
和
四
十
六
年
五
月
、
鈴
木
卓
直
君
が
緑
ケ
丘
A
遺
跡
と
緑
ケ
丘
の
苫
小
牧
放
送
局
と
の
緩
斜
面
か
ら
土
器
や
石
器
を

発
見
し
、
市
青
少
年
セン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
。
土
器
は
縄
文
中
期
・
円
筒
上
層
式
の
良
好
な
資
料
で
あ
り
、
伴
出
し
た
石
器
と
し
て
石

鏃
、
搔
器
、
石
皿
、
磨
石
、
石
棒
な
ど
で
あ
っ
た
。

64中
野
(苫
小
牧
港
)

そ
の
ほ
か
若
干
の
余
市
式
土
器
、
縄
文
晚
期
の
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

昭
和三
十
六
年
九
月
、
苫
小
牧
港
建
設
工
事
中、
ブ
ル
ド
ー
ザー
運
転
手
に
よ
っ
て
一
個
の
ほ
ぼ
完
形
の
土

器
が
発
見
さ
れ、
市
教
委
に
届
け
出
ら
れ
た
。運
転
手
の
話
に
よ
れ
ば
、苫
小
牧
港
の
ほ
ぼ
中
央
部、
旧
海
岸
線
付
近
の
海
底
を
浚
渫
中
の

土
砂
中
よ
り
発
見
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

遺
物
は
鉄
分
に
よ
り
赤
色
化
し
た三
又
文
の
施
さ
れ
た
縄
文
後
期
・
御
殿
山
式
の
注
口
土
器
で
あ
る
。

5
苫
工
校
庭
昭
和三
十
三
年
秋、
北
海
道
苫
小
牧工
業
高
等
学
校
敷
地
内
で
井
戸
を
掘
っ
た
際
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
も
の
で、
そ
の
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後
周
囲
を
調
査
し
た
が、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
遺
物
は
縄
文
後
期
の
土
器
で
深
鉢
型
土
器
の
底
部
の
み
の
発
見
で
あ
る
。

60西
町
昭
和
四
十
四
年二
月
二
十
日、
市
内
西
町
の
一
市
民
よ
り
住
宅
敷
地
内
を
掘
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
出
た

と
届
け
ら
れ
た
も
の
で、
層
位、
そ
の
他
の
共
伴
関
係
は
不
明
で
あ
る
が、
縄
文
前
期
・
静
内
中
野
式
系
土
器
と
思
わ
れ
る
破
片
一
点
を

市
立
図
書
館
郷
土
博
物
室
に
届
け
て
い
る
。
そ
の
た
め、
正
確
な
位
置
も
不
明
で
あ
る
。

5
坊
主
山
昭
和二
十
九
年
十
一
月
、
高
丘
、
通
称
坊
主
山
登
山
口
の
右
側、
山
麓
の
南
斜
面
か
ら
平
地
に
か
け
て
遺
物
が
発
見
さ
れ

た
。
発
見
の
動
機
は、
付
近
が
畑
に
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
中
よ
り
遺
物
を
発
見
し
、
付
近
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
多
数
の

人
び
と
の
盗
掘
に
よ
り
遺
跡
は
破
壊
さ
れ
て
煙
滅
寸
前
の
状
態
で
あ
っ
た
が、
市
教
委
に
よ
っ
て
遺
物
回
収
が
行
わ
れ
、
余
市
式
系
土
器

二
個
を
復
元
す
る
ほ
ど
の
破
片
を
回
収
し
た
。

そ
の
他、
縄
文
晚
期
の
土
器
片
、
石
鏃二
点
、
石
斧、
敲
石
な
ど
を
採
集
し
た
が、
出
土
層
位、
遺
構
そ
の
他
は
不
明
で
あ
る
。

6
有
珠
川
昭
和
二
十
四
年
こ
ろ
、
有
珠
川
上
流
の
左
岸
、
台
地
の
崖
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
縄
文
後
期
の
土
器

片
二
点
と
、
後
北
式
土
器
の
大
型
破
片
四
点
の
み
の
出
土
で
あ
る
。

し
か
し
正
確
な
出
土
地
点、
層
位
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

(69)糸
井
A
昭
和
四
十
四
年
こ
ろ、
苫
小
牧
工
業
高
校
郷
土
研
究
部
員
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で、
そ
の
後
四
十
一、
四
十
二
年

表
面
採
集
や
部
分
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
遺
跡
は
小
糸
魚
川
の
右
岸
で
、
西
にの
び
た
舌
状
台
地
上
に
位
置
し、
A、
B二

点
の
遺
物
包
含
地
が
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
は
ま
な
す
ゴ
ル
フ
場
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
が、
包
含
層
は
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

遺
物
は
、
縄
文
時
代
早
期
・
絡
条
体
圧
痕
文
土
器
の
タ
ン
ネ
ト
ー
E
式
を
は
じ
め
、
前
期
・
中
野
式、
中
期
・
余
市
式、
晩
期
・
タ
ン

ネ
ト
ー
L
式
・
続
縄
文
期、
後
北
式
土
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
ほ
か、
石
器
で
は、
石
斧
、
石
錘、
石
冠、
敲
石
、
石
皿
、
石
槍
、
石

鏃
、石
小
刀、
搔
器
、
靴
型
石
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
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ま
た
、
注
目
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
は
、
タン
ネ
ト
ー
E
式
に
伴
っ
た
と
思
わ
れ
る
彫
器
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

60)糸
井
B
昭
和
四
十
六
年
五
月
二
十
七
日
、当
時
市
立
和
光
中
学
校
二
年
生
で
あ
っ
た
鈴
木
卓
直
君
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で、

地
点
は、
苫
小
牧
市
の
西
方
国
鉄
糸
井
駅
の
北
方
五
・
五
キ
ロメ
ー
ト
ル
の
地
点、
有
珠
川
と
小
糸
魚
川
の
中
間
に
当
る
丘
陵
の
西
緩
斜

面
で
あ
る
。

付
近
は
宅
地
造
成
の
た
め
、
一部
丘
陵
部
が
削
ら
れ、
平
坦
化
し
た
際
に
遺
物
が
出
土
し
た
も
の
で、
縄
文
早
期
・
絡
条
体
圧
痕
文
土

器
一
点
、
前
期
・
中
野
式
土
器
、
後
期
・
涌
元
式
、
御
殿
山
式
、
晩
期
・
タン
ネ
ト
ー
L
式
、
続
縄
文
・
後
北
式
、
擦
文
式
、
土
師
器
な

ど
縄
文
早
期
か
ら
擦
文
期
ま
で、
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
る
遺
跡
で
あ
る
。

石
器
で
は
敲
石
、
石
鏃、
搔
器
、
石
錐
な
ど
で
あ
る
が、
鈴
木
君
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た
資
料
の
中
に
ほ
ぼ
完
全
な
一
個
の
擦
文
式
土

器
が
あ
り
、
底
部
は
穿
孔
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
遺
物
包
含
地
で
あ
る
と
共
に
一
部
に
は
擦
文
期
の
墳
墓
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

し
か
し
市
街
地
の
発
展
に
伴
い
付
近
に
住
宅
が
密
集
し
、
児
童
、
生
徒
に
よ
る
盗
掘
が
は
げ
し
く
、
良
好
な
包
含
層
は
望
め
な
い
よ
う

で
あ
る
。

6
泉
沢
昭
和
四
十
八
年
、
糸
井
地
区
を
パ
ト
ロー
ル
中
、
筆
者
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で、
糸
井
B
遺
跡
の
北
、
市
清
掃
セン
タ

ー
向
い
の
整
地
さ
れ
た
丘
陵
緩
斜
面
で
あ
る
。

遺
物
は
擦
文
式
土
器
の
破
片
の
み
で
あ
る
が、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
は
、
良
好
な
包
含
層
が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

62高
専
昭
和
四
十
六
年
八
月、
鈴
木
卓
直
君
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
、
地
点
は
市
内
錦
岡、
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
の

裏
、
小
糸
魚
川
と
錦
多
峰
川
に
は
さ
ま
れ
た
丘
陵
部
の
西
側、
平
野
部
に
面
し
た
台
地
の
末
端
に
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

遺
物
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ、
無
柄
石
鏃
一
本
の
み
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
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88大
沢
昭
和
四
十
六
年
九
月
十
二
日、
当
地
域
を
パ
ト
ロー
ル
中
の
鈴
木
卓
直
君
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で、
錦
岡
市
街
地
か

ら
北
へ
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
大
沢
沼
の
西
岸、
丘
陵
部
に
位
置
す
る
。
発
見
さ
れ
た
遺
物
は
有
柄
石
槍、
石
鏃、
磨
製
石
斧
、
軽
石
製
の
矢

柄
研
磨
器
な
ど
で
、
土
器
片
は
円
筒
上
層
式
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
一
点
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
出
土
層
位
は
第
二
黒
色
土
層
と
思
わ
れ
る
。

〈主
要
参
考
文
献
〉

『苫
小
牧
市
植
苗
タ
プ
コ
プ
遺
跡
調
査
報
告
書
第
一次』

『苫
小
牧
市
植
苗
タプ
コ
プ
遺
跡
調
査
報
告
書
第二
次
』

『苫
小
牧
市
植
苗
タ
プ
コ
プ
遺
跡
調
査
報
告
書
第三
次
』

『苫
小
牧
市
植
苗
タ
プ
コ
プ
遺
跡
調
査
概
要
第
四
次』

多
田
犬
一
『苫
小
牧
市
に
於
け
る
遺
跡
に
つ
いて
』
未
発
表
原
稿

昭
和
四
十
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

河
野
広
道
『苫
小
牧
地
方
古
代
史
』
昭
和二
十
九
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

『北
海
道
苫
小
牧
市
植
苗
美
沢
遺
跡
第三
号
植
村
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

多
田
犬
一
『苫
小
牧
Ⅱ
号
(植
村
)
遺
跡
発
掘
報
告
』
「郷
土
の
研
究
2
」

佐
藤
一
夫
『苫
小
牧
市
美
沢
植
村
遺
跡
発
掘
調
査
報
告』

「郷
土
の
研
究
3
」

佐
藤
一
夫

扇
谷
昌
康

『美
々
・
勇
払
川
の
遺
跡
』

『苫
小
牧
町
史
‒
先
史
時
代』

『苫
小
牧
大
島
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』
昭
和
四
十
二
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和
四
十
八
年
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会

昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町

『T
P
概
要
報
告
(ウ
ト
ナ
イ
)』

「チ
ャシ
コ
ッ
セ2」

昭
和
四
十
四
年
苫
小
牧工
業
高
校
郷
土
研
究
部

赤
松
守
雄
中
田
幹
雄
佐
藤
一
夫
『苫
小
牧
地
方
に
お
け
る
貝
類
に
つ
い
て
』
「北
海
道
の
文
化
28」

保
護
協
会

昭
和三
十
五
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和
四
十
二
年
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

昭
和
四
十
六
年
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

昭
和
四
十
八
年
北
海
道
文
化
財
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昭
和
三
十
八
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和
三
十
九
年
六
月
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和
三
十
九
年
十
月
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会



『苫
小
牧
付
近
の貝
塚
に
つ
い
て
』
昭
和
四
十
七
年
苫
小
牧
工
業
高
校
郷
土
研
究
部

楠
野
四
夫
『苫
小
牧
市
静
川
遺
跡
発
掘
報
告
』
「郷
土
の
研
究
1
」
昭
和三
十
九
年
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

佐
藤
一
夫
『苫
小
牧
市
沼
ノ
端
丸
木
舟
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』

佐
藤
一
夫

『苫
小
牧
市
勇
払
川
埋
没
丸
木
舟
発
掘
記
』
「北
海
道
の
文
化
1
」
昭
和
四
十
二
年
北
海
道
文
化
財
保
護
協
会

小
野
慶
郎

佐
藤
一
夫
『苫
小
牧
市
高
丘
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書』

佐
藤
一
夫
『苫
小
牧
市
高
丘
緑
ヶ
丘
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』

稲
葉
勝
男

『苫
工
高
に
あ
る
土
器
に
つ
い
て
』ー
「郷
土
の
科
学
30」

『苫
小
牧
市
糸
井
小
糸
魚
川
周
辺
発
掘
調
査
報
告
書
』

佐
藤
一
夫
『糸
井
第
Ⅱ
遺
跡
』
「機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
M
3
」

昭
和
四
十
四
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和
四
十
一
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和
三
十
五
年

昭
和
四
十
一
年
苫
小
牧
工
業
高
校
郷
土
研
究
部

昭
和
四
十
六
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室

第
三節

縄
文
時
代
の
遺
跡
と
遺
物

一、
生
活
用
具

縄
文
時
代
の
生
活
用
具
は、
そ
の
材
質
から
、
大
きく
、
石
器
、
木
器、
骨
角
器
、
そ
し
て
主
と
し
て
容
器
と
し
て
の
土
器
が
あ
げら

れ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で、
特
に
重
要
視
さ
れ
る
の
は、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
縄
文
式
土
器
の
名
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
縄
目
の
文
様
が
施

さ
れ
た
容
器
と
し
て
の
土
器
と
工
具
と
し
て
の
石
器
で
あ
る
。
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『苫
小
牧
市
静
川
柳
館
遺
跡
発
掘
調
査
略
報
』‒
「苫
小
牧
市
青
少
年
セン
タ
ー
紀
要
」
未
刊

昭
和
四
十
一
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会



苫
小
牧
市
史
上
巻

大島遺跡出土絡条体圧痕文土器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

石
器
に
つ
いて
は、
旧
石
器
時
代
の
始
め
から
、
そ
の
製
作
手
法
に

は
、
約
二
百
万
年
の
伝
統
が
あ
る
の
に
対
し
、
土
器
は、
古
く
て
も
一

万
年
ほ
ど
の
歴
史
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
苫
小
牧
地
方
の
土
器
文
化
を
中
心
に
各
期
ご
と
に
土
器
に
つ
い

て
と
、
さ
ら
に
そ
の
時
期
の
代
表
的
か
つ
特
殊
な
石
器
に
つ
い
て
述
べ

て
み
よ
う
。

北
海
道
最
古
の
土
器
文
化
に
つ
い
て
は、
す
で
に
一章
三
節
で
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
苫
小
牧
市
内
から
発
見
さ
れ
て

い
る
一
番
古
い土
器
群
は、
長
沼
町
・
タン
ネ
ト
ー
遺
跡
や
静
内
町
・
田
原
遺
跡
な
ど
を
標
式
と
す
る
タン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
や、
田
原

B
式
土
器
の
仲
間
で
、
撚
糸
圧
痕
文
な
いし
絡
条
体
王

文
土
器
と
よ
ば
れ
る
も
の
で、
丸
い
木
の
棒
や
竹
な
ど
に
撚
糸
を
ク
ル
ク
ル
と

巻
き
そ
れ
を
土
器
の
表
面
に
押
捺
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
土
器
の
器
形
は
、
ほ
と
ん
ど
が
平
底
の
深
鉢
型
を
呈
す
る
も
の
で
、
市
内
か

ら
は
、
大
島
、
北
炭
山
林
、
糸
井
A
、
柏
原
5
遺
跡
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
土
器
群
は、
縄
文
時
代
早
期
の
終
末
に
位
置
す
る
も
の
で、
広
く
道
東
地
方
か
ら
道
南
地
方
の
一
部
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
伴
出
す
る
石
器
と
し
て
は
、
磨
製
石
斧
、
擦
切
磨
製
石
斧
、
石
の
み
、
台
石
、
石
錘、
敲
石
な
ど
の
磨
製
石
器
、
石
鏃、
尖
頭
器

石
小
刀
、
石
錐、
搔
器
、
彫
器
、
石
篦
な
ど
の
打
製
石
器
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
簡
単
に
石
器
の
製
作
方
法
と
用
途
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
と
、
磨
製
石
斧
と
は、
緑
泥
片
岩、
蛇
紋
岩
な
ど
の
河
原
礫
を
、

石
と
石
と
で
こ
す
り
合
わ
せ
て
、
刃
部
を
作
り
出
す
斧
(お
の)
で、
刃
部
の
型
か
ら
棒
状
斧
あ
る
い
は
定
角
式
石
斧
と
よ
ば
れ
、
土
掘

り
、
木
の
加
工
な
ど
に
主
と
し
て
使
用
す
る
利
器
で
あ
る
。
擦
切
磨
製
石
斧
と
は、
写
真
左
上
で
分
か
る
よ
う
に
、
砂
岩
製
の
擦
切
り
具
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で
石
に
溝
を
堀
り
、
そ
の
部
分
か
ら
た
ち
切
っ
て
石
斧
を
作
る
も
の
で
、
こ
の
手
法
は
広
く
シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
沿
岸
州
地
方
な
ど
に
も
あ
り

北
海
道
へ
も
伝
播
し
た
も
の
と
思
わ
れ、
縄
文
時
代
の
早
・
前
期
と
続
縄
文
期
の
恵
山
期
に
特
に
多
い
手
法
で
あ
る
。

石
の
み
は
、
磨
製
石
斧
の
小
型
の
も
の
で、
刃
部
は
両
刃
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
使
用
法
と
し
て
は
、
木
の
柄
を
つ
け
、
手
斧

チ
ヨ
ウ
ナ
の
よ
う
に
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

石
錘
は
円
型
を
呈
す
る
扁
平
な
河
原
礫
の
両
端、
長
軸
な
い
し
短
軸
を
、
ま
た
は
両
方
(長
短
軸
)
を
打
ち
欠
い
た
石
の
お
も
り
で
、

網
で
魚
を
と
る
時
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

敲
石
と
は
、
各
種
の
石
器
を
作
る
時
に
使
用
す
る
ハ
ン
マ
ー
で
、
自
然
石
や
使
い
古
し
た
磨
製
石
斧
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
も
の
が
多

い
。石
鏃
と
は、弓

矢
の
矢
の
先
に
つ
け
る
や
じ
り
の
こ
と
で、そ

の
型
か
ら
有
柄
、
無
柄、
柳
葉
型
、
二
等
辺
三
角
型
な
ど
と
大
き
く
分
け

ら
れ
て
いる
が
、
非
常
に
多
種
多
様
の
形
が
あ
る
。
材
質
は
お
も
に
、
黒
曜
石
、
頁
岩
、
チ
ャ
ー
ト
、
メ
ノ
ウ
な
ど
が
多
い
。

第
二
編
先
史
時
代

タ プコプ遺跡出土の擦切磨製石斧
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

大島遺跡出土の石のみと磨製石斧
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

大島遺跡出土の石錘
〔苫小牧市青少年センター蔵〕
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苫
小
牧
市
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上
巻

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10

11 12

13 14 16 1715
19 20 218 22

大島遺跡出土の石器1～6石鏃
7・ 8彫器 9・10・12尖頭器
(石槍)11・22 搔器 13～16
石錐 17～21石小刀
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

尖
頭
器
と
は、
槍
先
の
こ
と
で、
投
げ
槍
、
手
槍
な
ど
の
先
に
つ
け
る
も
の

で
あ
る
。
形
は、石

鏃
と
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
る
が、大

型
の
月
桂
樹
葉
状
尖
頭

器
(ロ
ー
レ
ル
リ
ー
フ
ポ
イン
ト
)
と
か
有
肩
尖
頭
器
、
有
舌
尖
頭
器
な
ど
と
呼
ば

れ
る
も
の
も
あ
る
。

石
小
刀
と
は
、
一種
の
ナ
イ
フ
で
縦
型
と
横
型
が
あ
り
、
刃
部
の
上
端
に
は

紐
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
丸
い
尖
起
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

石
錐、
き
り
のこ
と
で、
棒
状
の
も
の
で
木
の
柄
な
ど
に
つ
け
て
使
用
す
る

揉
錐
状
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で、
骨
角
器
や
毛
皮
な
ど
に
穴
を
穿
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

削
器、
搔
器
、
一般
的
に
は
ナ
イ
フ
も
し
く
は
皮
は
ぎ
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が、
そ
の
型
か
ら
、
縦
型
、
横
型
な
ど
多
種
多
様
で

特
殊
な
も
のと
し
て
は、
ノ
ツ
チ
状
の
も
の
、
円
型
状
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。

石
材
も
バ
ラ
エ
テ
ィー
に
富
み
、
お
お
よ
そ
石
器
を
作
る
石
で
あ
れ
ば
、
何
で
も
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

彫
器
、
グ
レ
ー
バ
ー
な
い
し
、
ビ
ュラ
ー
ン
と
よ
ば
れ
る
彫
器
は
、
旧
石
器
時
代
の
ノミ
で
あ
る
が、
縄
文
時
代
の
早
期、
特
に
絡
条

体
圧
痕
文
土
器
に
伴
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
骨
角
器
を
加
工
す
る
際
に
使
用
す
る
も
の
で、
尖
頭
器
状
や
搔
器
状
の
石
片
の
一

端
を
上
部
か
ら
一
撃
な
いし
数
撃
を
与
え
、
グ
レ
ー
バ
ー
フ
ァ
シ
ッ
ト
と
い
う
刃
部
を
作
り
出
し
た
も
の
で
、
市
内
か
ら
は
、
大
島
遺
跡

や
糸
井
遺
跡
か
ら
各
数
点
出
土
し
て
い
る
。

石
篦、

こ
れ
も
石
小
刀
の
よ
う
に
ナ
イ
フ
な
いし
皮
は
ぎ
な
ど
の
よ
う
に
し
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
が、
つ
ま
み
の
部
分
が
な
く
、

し
か
も
刃
部
は
鋭
角
に
作
り
出
さ
れ
た
バ
チ
状
の
石
器
で
あ
る
。
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以
上
の
ほ
か、
絡
条
体
圧
痕
文
土
器
に
伴
う
も
の
と
し
て
、
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
ド
と
呼
ば
れ
た
植
刃
状
の
石
器
が
あ
っ
た
が、
最
近
の
研

究
で
は
植
刃
で
は
な
く、
細
身
の
無
柄
石
鏃
の
破
損
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

前
期
に
入
る
と
、
苫
小
牧
地
方
に
も
よ
う
や
く
、
数
型
式
の
土
器
文
化
が
流
入
し
て
く
る
。

そ
の
最
初
は、
静
内
町
中
野
に
標
式
遺
跡
を
持
つ
静
内
中
野
式
土
器
で
あ
る
。

こ
の
土
器
は、
器
形
は
尖
底
と
平
底
と
二
通
り
あ
る
よ
う
で
あ
る
が、
最
大
の
特
徴
は、
器
壁
が
非
常
に
厚
く、
し
か
も
胎
土
に
多
量

の
植
物
繊
維
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
網
走
市
大
曲
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
、
一般
に
綱
文
式
土
器
と
よ
ば
れ、
土
器
の
表
面
に
ロ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
た
よ
う
な
文
様
で
、

器
形
は
丸
底
の
ボ
ー
ル
状
を
呈
す
る
土
器
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
静
内
中
野
式
や
綱
文
式
土
器
は
、
道
東
的
要
素
が
強
い
の
に
対
し
、
道
南
地
方、
否
、
東
北
地
方
に
そ
の
起
源
を
持
ち
、
東

北
、
北
海
道
の
中
央
部
ま
で、
そ
の
文
化
圏
の
中
に
入
れ
た
円
筒
下
層
式
が、

こ
の
期
の
中
心
で
あ
る
。

第
二
編
先
史
時
代

0

5ch

柳館遺跡出土の中野式土器、尖底部
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

円
筒
下
層
式
土
器
と
は
、
円
筒
形
で
平
底
、
胎
土
に
多
量
の
植
物
繊

維
を
含
み
、
器
面
に
斜
縄
文、
羽
縄
文
、
撚
糸
文
な
ど
を
施
し
、
時
期

が
進
む
に
し
た
が
い、
口
縁
部
は
外
反
し
、
口
唇
部
は
肥
大
し
、
文
様

も
多
軸
縄
文
や
木
目
状
撚
糸
文
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
中
野
式
、
綱
文
式
や
円
筒
下
層
式
土
器
に
伴
出
す
る
石
器

と
し
て
は
、
早
期
の
石
器
と
大
差
は
な
い
が
新
し
く
石
皿
、
石
冠
、
一

辺
に
磨
痕
の
あ
る
打
器
や
打
撃
痕
の
あ
る
石
器
が
多
く
な
る
。

石
臼
は、
大
き
な
扁
平
な
石
の
中
央
部
が
凹
ん
で
い
る
も
の
で
、
ほ
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苫
小
牧
市
史
上
巻

高丘遺跡出土の円筒下層式土器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

と
ん
ど
が
表
裏
と
も
凹
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
石
冠
と
よ
ば
れ
る
擦
石
で

植
物
の
茎
や
根
か
ら
汁
や
デ
ン
プ
ン
質
を
と
っ
た
り
、
土
器
の
中
に
入

れ
る
植
物
繊
維
を
た
た
い
た
り、
つ
ぶ
し
た
り
す
る
た
め
に
使
用
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
野
式
に
伴う
石
冠
は、
扁
平
な
石
の
一端
を
石
錘
状
に
打
欠
き、

底
辺
を
使
用
し
て
い
る
が、
円
筒
下
層
式
に
伴
う
も
の
は
、
北
海
道
式

石
冠
と
よ
ば
れ、
お
供
え
も
ち
状
の
も
の
が
多
い。

こ
の
外
に
も
同
じ
よ
う
な
用
途
に
使
用
さ
れ
た
と
思
う
擦
石
や
敲
石

が
多
く
出
土
す
る
。

次
に
こ
の
時
期
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
植
苗
貝
塚
の
土
器
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

植
苗
貝
塚
から
は
七
個
の
復
元
出
来
る
土
器
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
一
個
は
撚
糸
の
圧
痕
に
よ
る
円
筒
下
層
式
土
器
、
一
個

は
口
縁
部
に
鍔
状
の
凸
帯
が
め
ぐ
ら
さ
れ、
斜
行
縄
文
の
施
さ
れ
た
も
の
、
他
の
五
点
は
深
鉢
型
を
呈
し
、
口
唇
部
は
平
坦
で、
口
縁
部

に
二
～
三
本
の
撚
糸
圧
痕
に
よ
る
沈
線
文
が
施
さ
れ、
器
面
に
は
羽
縄
文
が
施
し
て
あ
る
。
ま
た
、
内
壁
に
も
全
面
、
器
表
状
の
羽
状

縄
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
群
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
最
近
、
江
別
市
の
大
麻
V
遺
跡
か

ら
同
種
の
よ
う
な
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
し
、
静
川
・
柳
館
遺
跡
や
旧
植
苗
中
遺
跡
、
タ
プ
コ
プ
遺
跡
な
ど
か
ら
類
似
の
資
料
が
報
告

さ
れ
て
いる
。
な
お、
当
貝
塚
の
じ
年
は
五
、
六
四
〇
年
士
一〇
〇
年
で
あ
る
。

以
上
、
前
期
の
土
器
と
石
器
に
つ
い
て
述
べ
た
が、
静
内
中
野
式
土
器
は
柳
館
遺
跡
を
は
じ
め
多
数
の
遺
跡
から
、
綱
文
式
土
器
は
大

島
遺
跡
か
ら
、
円
筒
下
層
式
土
器
は
高
丘
遺
跡
か
ら
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
多
く
発
見
さ
れ
て
いる
。
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中
期
に
な
る
と
、
苫
小
牧
地
方
は
道
南
地
方
と
同
様、
東
北
地
方
的
色
彩
の
強
い円
筒
上
層
式
文
化
の
仲
間
に
包
括
さ
れ
て
し
ま
う
。

す
な
わ
ち
、
前
期
の
円
筒
下
層
式
土
器
が
さ
ら
に
発
展
し
、
口
縁
部
に
は
四
個
の
弁
状
突
起
を
持
っ
大
型
の
深
鉢
型
土
器
が
圧
倒
的
に

多
く
な
り
、
文
様
も
羽
状
縄
文
を
主
体
に
粘
土
紐
に
よ
る
隆
起
線
文
や
撚
糸
原
体
に
よ
る
馬
蹄
形
圧
痕
文
な
ど
が
口
縁
部
に
施
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
円
筒
上
層
式
土
器
文
化
が
勇
払
平
野
を
被
っ
て
い
る
こ
ろ、
道
東
地
方
を
中
心
に、
胎
土
に
繊
維
を
含
み、
三角
型
を
呈

す
る
肥
大
し
た
口
縁
部、
四
個
の
山
形
突
起
と
口
唇
部
肥
厚
帯
の下
に
外
か
ら
施
さ
れ
た
突
瘤
文
を
持
っ
、
北
筒
式
土
器
が
の
断
片
を
残

盛
行
し
て
い
た
。
こ
の
北
筒
式
土
器
は、
道
東
地
方
か
ら
石
狩
低
地
帯
に
ま
で
そ
の
分
布
を
ひ
ろ
げ
、
苫
小
牧
市
内
に
も
そ
た
よ
う
に
特

し
て
い
る
。
円
筒
上
層
式
が
一
般
的
に
遺
物
が
包
含
地
か
ら
出
土
す
る
の
に
対
し
、
植
村
遺
跡
の
墳
墓
内
に
埋
葬
さ
れ
て
い
殊
な
遺
構
か

ら
北
筒
式
土
器
は
発
見
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

円
筒
上
層
式
や
北
筒
式
土
器
が
、
そ
の
分
布
範
囲
を
せ
ば
め
は
じ
め
る
こ
ろ、
石
狩
～
苫
小
牧
低
地
帯
か
ら
南
部
に
か
け
て
貼
付
帯
を

持
っ
た
土
器
群
が
盛
行
し
始
め
る
。
こ
の
土
器
は
一
般
に
余
市
式
土
器
な
い
し、
大
谷
地
式
土
器
と
よ
ば
れ
る
も
の
で、
深
鉢
円
筒
型
の

第
二
編
先
史
時
代

植苗貝塚出土の円筒下層式土器
と植苗式 (仮称)土器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕
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苫
小
牧
市
史
上
巻

坊主山遺跡出土の余市式土器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

植村遺跡の墳墓内に副葬されて
いた北筒式土器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

器
形
に
口
縁
部
に
平
行
に
幅
の
ひ
ろ
い
貼
付
帯
が
施
さ
れ
る
も
の
で、
坊
主
山
出
土
の
も
の
の
よ
う
に
、
貼
付
帯
に
縄
文
の
圧
痕
を
施
し

た
も
の
や
十
字
状
に
貼
付
け
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

苫
小
牧
市
内
から
発
見
さ
れ
て
いる
遺
跡
で
、
円
筒
上
層
式
土
器
を
出
土
す
る
遺
跡
は、
タ
プ
コプ
、
緑
ケ
丘
B
、
植
苗
橋
下
遺
跡
を

中
心
に
大
島
遺
跡
や
高
丘
遺
跡
な
ど
、
北
筒
式
土
器
は、
タ
プ
コ
プ、
大
曲、
大
島
、
御
前
水、
植
村、
植
苗
橋
下
遺
跡
な
ど
断
片
的
に
。

さ
ら
に
余
市
式
土
器
で
は
、
タ
プ
コ
プ、
植
村
、
大
曲、
大
島
、
坊
主
山、
綱
木、
美
々
坂、
久
米
井
、
美
々
橋
、
高
丘
な
ど
遺
物
の
量

も
多
く
な
る
と
同
時
に
遺
跡
の
数
、
規
模
な
ど
も
多
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。

後
期
に
な
る
と
、
縄
文
式
土
器
文
化
の
中
に
大
き
な
一つ
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

す
な
わ
ち
、
従
来
ま
で
の
土
器
は、
そ
の
機
能
を
容
器
と
し
て
の
み
の
も
の
で
あ
り
、
煮
沸
用
か、
あ
る
い
は
貯
蔵
用
か
の
二
種
類
の

み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
製
作
手
法
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
粘
土
の
紐
を
巻
き
あ
げ
て
行
く
巻
き
あ
げ
法
か、
粘
土
の
輪
を
何
段
も

積
み
上
げ
て
行
く
輪
積
法
か
で
あ
っ
た
が、
後
期
に
な
る
と
、
縄
文
文
化
の
中
に
祭
祠
的
要
素
や
原
始
的
な
階
級
制
の
発
生
を
示
す
よ
う
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な
遺
物
(石
剣
や石
棒)
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
土
器
に
お
い
て
も、
形
に
注
口
土
器
や
香
炉
型
土
器
が
出
現
し
器
形
の
上
に
変
化

が
で
て
く
る
ば
か
り
で
は
な
く、
小
型
化
の
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
従
来
の
煮
沸、
貯
蔵
用
に
加
え
祭
祠
的
色
彩
の
強
い
も
の
や、

一
般

的
な
容
器
と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
も
、
精
製
と
粗
製
土
器
と
に
わ
か
れ
、
特
に
文
様
の
変
化
や
彩
色
し
た
も
の
な
ど
も
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
こ
の
時
代
に
持
に
多
く
な
る
墳
墓
遺
跡
と
も
か
か
わ
り
が
強
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。

縄
文
後
期
の
土
器
形
式
に
つい
て
は、
先
学
諸
氏
に
よ
っ
て
種
と々
型
式
設
定
さ
れ
て
い
る
が、
こ
こ
で
は
、
石
狩
～
苫
小
牧
低
地
帯

を
主
と
す
る
土
器
を
中
心
に
述
べ
て
み
る
。

後
期
初
頭
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
、
余
市
式
土
器
の
貼
付
帯
が
消
失
し
、
変
わ
っ
て
沈
線
文
と
新
し
く
発
生
し
た
磨
消
手

法
に
よ
る
土
器
が
あ
る
。
こ
れ
は、
入
江
式、
涌
元
式
な
ど
と
よ
ば
れ
て
いる
も
の
で
、
器
形
は
朝
顔
形
に
近
い
深
鉢
形
が
多
く
、
口
縁

は
水
平
、
波
状、
山
形
を
呈
し
、
底
部
は
平
底
で
あ
る
。
器
面
全
体
に
斜
行
縄
文
を
施
し
、
そ
の
上
か
ら
沈
線
に
よ
り
、
直
線
文、
曲
線

文
、
入
組
文、
渦
巻
文
な
ど
を
施
し
て
い
る
。

苫
小
牧
市
内
か
ら
は
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
タ
ブ
コ
ブ、
植
村、
大
島
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

次
に
編
年
さ
れ
る
も
の
は、

二
～
三
本
の
沈
線
文
を
主
体
に
蛇
行
文
、
渦
巻
文
な
ど
を
縄
文
し
た
器
面
や
器
壁
を
み
が
い
た
上

に
施
す
土
器
群
で、
東
北
地
方
の
大
湯
式
土
器
に
対
比
さ
れ、
胆
振
西
部
の
入
江
貝
塚
や
室
蘭
の
鷲
別
貝
塚
な
ど
を
標
式
と
す
る
土
器
形

式
で
あ
り、
こ
の
期
の
土
器
に
対
比
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
は
非
常
に
少
な
い
が
、
他
型
式
の
土
器
と
と
も
に
タ
プ
コ
プ
、
糸
井
B
な
ど
か

ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

第
三
期
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て、
野
幌
式
、
手
稲
式
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
る
土
器
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
こ
れ
は
口
縁
と
平
行
す
る

多
数
の
沈
線
と
そ
の
沈
線
を
区
切
る
短
い
縦
の
沈
線
文
と
雲
形
文
様
の
沈
線
文
を
特
徴
と
す
る
も
の
で、
器
形
で
は
朝
顔
型
に
ひ
ら
い
た
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口
縁
部
を
持
っ甕
や、
台
付
浅
鉢、
鉢
な
ど
も
多
く
な
っ
て
く
る
。

こ
の
期
に
相
当
す
る
遺
物
を
出
土
の
市
内
の
遺
跡
と
し
て
は
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
大
島
遺
跡、
断
片
的
な
も
の
と
し
て

は
、
猿
子
、
植
村
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

第
四
に
位
置
す
る
も
の
に
、
長
沼
町
幌
内
・
堂
林
遺
跡
を
標
式
と
す
る
堂
林
式
土
器
が
あ
る
。

こ
の
土
器
群
は
、
内
壁
から
突
き
刺
し
た
突
瘤
文
と
三
叉
文
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
前
期
の
野
幌
式
土
器
の
口
縁
部
に
突
瘤
文
を
施

し
た
よ
う
な
も
の
と
、
沈
線
文
が
主
体
で
、
三叉
文
や
雲
形
文
な
ど
を
施
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
あ
き
ら
か
に
精
製
土
器

と
粗
製
土
器
と
に
わ
か
れ、
し
か
も
こ
の
時
期
か
ら
急
に
注
口
土
器
が
多
く
な
る
。

市
内
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
堂
林
式
土
器
は、
植
苗
橋
下
遺
跡
か
ら
比
較
的
ま
と
ま

っ
て
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
丘
遺
跡
、
大
島
遺
跡
な
ど
か
ら
も
突
瘤
文
土
器
を
施

文
し
た
も
の
が
断
片
的
に
出
土
し
て
い
る
。

最
後
に
位
置
す
る
土
器
群
は
静
内
町
目
名
御
殿
山
遺
跡
を
標
準
遺
跡
と
す
る
御
殿
山

式
土
器
で
、
この
土
器
群
は
、
磨
消
手
法
に
よ
る三
叉
文
と
突
瘤
文
を
主
体
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
器
形
と
し
て
は、
深
鉢
と
浅
鉢
が
主
体
で
、
地
文
に
は
斜
行
な
い
し
、
羽

状
縄
文
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
土
器
群
の
末
期
に
は
、
器
形
は
よ
り
小
型
化
し
、
流
動

的
な
曲
線
文
や
貼
瘤
文
な
ど
も
施
さ
れ
て
い
る
。

市
内
か
ら
は
、
植
村
、
大
島
、
中
野
(苫
小
牧
工
業
港内)、

猿
子
、
高
丘
、
糸
井
B

遺
跡
な
ど
、
比
較
的
多
く
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

特
に
苫
小
牧
工
業
港
内
の
浚
渫
工
事
中
に
発
見
さ
れ
た
注
口
土
器
は、
口
縁
部
が
一

第
二
編
先
史
時
代
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タ プコ プ遺跡の墳墓に副葬されていた亀
ヶ岡式系土器

〔苫小牧市青少年センター蔵〕
タプコプ遺跡出土の棍棒状石器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

部
消
失
し
て
い
る
も
の
の
、
地
文
と
し
て、
全
面
に
斜
縄
文
を
施
し
、
沈
線
に
よ
っ

て三
叉
文
を
施
文
し
、
短
い
注
口
部
が
取
り
つ
け
ら
れ、
注
口
部
の
下
に
は、
小
さ

な
二
個
の
玉
状
の
作
り
出
し
が
あ
り、
男
性
の
象
徴
を
模
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
縄
文
時
代
後
期
の土
器
群
に
つ
い
て、
古
い
順
に
述
べ
て
き
た
が、
こ
れ

ら
の
土
器
群
に
伴
出
す
る
石
器
の
組
合
わ
せ
は
、
早
期
以
来
大
き
な
変
化
は
な
い
。

し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に、
当
地
方
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
静
内

町
御
殿
山、
千
歳
市
キ
ウ
ス
遺
跡
な
ど
から
発
見
さ
れ
て
い
る
両
頭
の
石
棒
な
ど
非

常
に
特
殊
な
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
タ
プ
コプ
遺
跡
か
ら
は
、
扁
平
な
緑
泥
片
岩
を

上
下
に
歯
状
の
刃
部
を
作
り
出
し
柄
を
施
し
た
棍
棒
状
の
石
器
が
一
点
出
土
し
て
い

る
。
こ
れ
は
古
く
大
正
時
代
こ
ろ
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
苫
小
牧
町
史
に
も
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が、
類
例
は
赤
平
市
奈
江
沢
遺
跡
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
が、

こ
れ
な
ど
も
、
一種
の
石
剣
、
石
棒
の
よ
う
な
用
途
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

今
か
ら
約三
、〇
〇
〇
年
前
に
始
ま
る
縄
文
時
代
晚
期
は、
第
一
章
、
第
三
節
、
概

説
の
項
で
述
べ
た
ご
と
く
で
あ
る
が、
当
地
方
か
ら
出
土
し
て
い
る
晩
期
の
土
器
群

と
し
て
は
、
タ
プ
コ
プ、
植
村
A
、
大
曲、
北
炭
山
林、
大
島、
亀
谷
、
坊
主
山、

戦
車
壕
、
猿
子
、
大
槻
、
糸
井
Ⅰ
、
高
丘
、
勇
払
、
綱
木、
沼
ノ
端
、
糸
井
B、
緑
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ケ
丘
B、
柏
原
1、
柏
原
2
、
柏
原
3
、
柏
原
5
、
静
川
3
遺
跡
な
ど
非
常
に
多
く
の
遺
跡
から
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
土
器
で、
主
体
を
占
め
る
も
の
は
、
爪
型
文
に
よ
る
上
ノ
国
式
土
器
の
グ
ル
ー
プ
で
、
爪
型
文
と

刺
突
文
に
よ
る
た
く
さ
ん
の
組
合
わ
せ
が
あ
る
。

次
に
多
い
の
が、
口
唇
部
内
壁
に
撚
糸
圧
痕
な
い
し
撚
糸
の
条
線
を
施
す
タン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
の
グ
ルー
プ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
これ
ら
の
土
器
群
に
伴
い
亀
ヶ
岡
式
系
の
大
洞
G
～
A
式
系
統
の
も
の
が
若
干
伴
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。

タ
プ
コ
プ
遺
跡
で
は、
無
文
で
失
を
塗
っ
た
大
洞
の
式
の
細
口
壺
形
土
器
が
墳
墓
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か、
工
字
文
を
施
し
た
壺

形
土
器
にベ
ニ
ガ
ラ
を
塗
っ
た
も
の
や、
沈
線
に
同
じ
く
ベ
ニ
ガ
ラ
で
着
色
し
た
も
の
が
、
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
(タプ
コ
プ
式
)
土
器
と
と

も
に
出
土
し
て
い
る
。

第
二
編
先
史
時
代

タプコプ遺跡出土のタプコプ式土器拓影
〔苫小牧市青少年センター蔵〕
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ま
た
、
綱
木
遺
跡
で
は、
大
腿
骨
文
や
雲
形
文
を
施
し
た
大
洞
の
式
土
器
と
と
も
に
、
爪
型
文
の
グ
ルー
プ
、
刺
突
文
と
沈
線
文
の
グ

ル
ー
プ
、
斜
行
縄
文
の
み
の
グ
ル
ー
プ
、
撚
糸
圧
痕
文
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
大
別
で
き
る
土
器
群
が
出
土
し
て
い
る
。

さ
ら
に
器
形
と
し
て
は
深
鉢、
浅
鉢
状
の
も
の
か
ら
小
判
型
を
呈
し
た
底
部
が
多
く
発
見
さ
れ、
舟
型
を
呈
す
る
土
器
も
出
土
し
て
い

る
。
同
じ
よ
う
な
土
器
は
大
島
遺
跡
や
糸
井
A
遺
跡
な
ど
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か、
こ
の
期
の
も
の
と
し
て、
厚
真
町
か
ら
は
双

口
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。

以
上
に
述
べ
た
上
ノ
国
式
土
器
や
タ
ン
ネ
ト
ー
L
式
土
器
に
伴う
石
器
群
と
し
て
は、
綱
木
遺
跡
か
ら
良
好
な
資
料
が
得
ら
れ
て
い
る
。

綱
木
遺
跡
の
資
料
に
も
と
づ
け
ば
、
磨
製
石
器
と
し
て
は
、ま
ず
、磨
製
石
斧
が
あ
り、打

製
と
し
て
は
揺
形
を
し
た
打
製
石
斧、
敲
石
、

長
短
軸
抉
入
の石
錘、
チ
ョッ
パ
ー
な
ど
が
あ
る
ほ
か、
断
面
円
型
の
石
棒
状
の
石
器
で
両
端
を
鋭
利
に
磨
滅
さ
せ
た
特
殊
な
も
の
が
一

点
出
土
し
て
い
る
。

剝
片
石
器
と
し
て
は
、
有
柄
石
鏃、
柳
葉
型
石
鏃、
石
錐、
両
頭
石
槍、
石
小
刀
、
各
種
の
搔
器
な
ど
、
縄
文
早
期
の
石
器
組
合
わ
せ

と
大
差
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
使
用
し
て
い
る
石
材
は
黒
曜
石、
チ
ャ
ー
ト、
頁
岩
な
ど
非
常
にバ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い

る
ほ
か、
各
々
の
石
器
の
製
作
技
術
は
早
、
前
期
の
も
の
に
比
べ
、非
常
に
雑
に
作
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
特
殊
な
遺
物
と
し
て
は

大
槻
遺
跡
や
大
沢
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
に
矢
柄
研
磨
器
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
普
通
縄
文
早
期
に
多
い
よ
う
で
あ
る
が、
石
狩

～
苫
小
牧
低
地
帯
で
は
晩
期
から
多
い
よ
う
で
あ
る
。
型
は
楕
円
型
に
整
形
し
た
硬
い
火
山
礫
の
中
央
に
、
一本
の
溝
が
あ
る
も
の
で、

こ
れ
で
弓
の
矢
柄
を
研
磨
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
類
例
は
千
歳
市
の
マ
マチ
遺
跡
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
道
南
地
方

の
大
洞
A
式
土
器
に
多
く
伴
出
す
る
石
刀
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
当
地
方
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
今
後
の
調
査
如
何
に
よ
っ
て
は、
新
し
い
遺
物
や
遺
構
が
多
数
発
見
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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二、
住
居
と
集
落

住
居
と
は
人
の
建
て
た
住
む
家
で
あ
り
、
人
の
住
む
建
物
は
家
と
呼
ば
れ、
よ
り
厳
密
に
は
住
宅
と
い
う
語
が
あ
る
。

縄
文
時
代
の
住
居
は
床
の
位
置
が
地
表
面
か
ら
、
よ
り
低
い
か
同
じ
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
竪
穴
住
居
と
平
地
住
居
と
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
旧
石
器
時
代
以
来、
使
用
さ
れ
て
き
て
い
る
洞
穴
住
居
も
、
縄
文
時
代
の
早
期
を
は
じ
め、
各
時
期
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て

い
る
重
要
な
住
居
で
あ
る
。
し
か
し、
縄
文
時
代
を
通
じ
、
そ
の
中
心
と
な
る
住
居
は
竪
穴
住
居
で、
全
国
各
地
の
遺
跡
か
ら
多
数
発
見

さ
れ
て
い
る
ほ
か、
苫
小
牧
地
方
で
も
断
片
的
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

竪
穴
住
居
は、
地
面
に
五
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル
～
一
メー
ト
ル
の
穴
を
掘
り
、
そ
の
上
に
屋
根
を
か
け
た
原
始
的
な
住
居
で
あ
る
が、

地
面
に
掘
る
穴
の
形
よ
り
、
円
形
住
居、
方
形
住
居
と
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
円
形
住
居
で
あ
れ
ば、
炉
を
中
心
に
柱
が
円
形
に
並
ぶ
た
め
円
錐
形
の
屋
根
と
な
り
、
方
形
で
は、
長
軸
に
そ
っ
て
柱
穴

が
並
ぶ
た
め
、
木
材
は
合
掌
式
に
組
み
合
わ
さ
れ、
屋
根
は
切
妻
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
方
形
プ
ラ
ン
の
住
居
の
場
合
、
四
隅
が
き

ち
ん
と
角
張
る
も
の
が
少
な
く
、
多
少
丸
味
を
帯
び
て
い
る
た
め
、
古
墳
時
代
や
擦
文
時
代
の
方
形
住
居
址
に
比
べ
、
隅
丸
方
形
住
居
と

よ
ん
で
い
る
。

縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
は
地
域
差
、
時
代
差
な
ど
に
よ
り
大
き
な
変
化
が
あ
る
し
、
土
器
型
式
の
分
布
圏
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。

次
に
各
期
の
住
居
址
に
つ
い
て
の
概
略
を
の
べ
れ
ば、
早
期
で
は
、
白
老
町
虎
杖
浜
遺
跡
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
主
と
し
て
円
型
の

プ
ラ
ン
で、
炉
は
住
居
内
に
は
も
た
ず
、
住
居
址
外
に
炉
穴
(フ
ァ
イア
ピ
ット)

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

前
期
は
柳
館
遺
跡
か
ら
知ら
れ
て
い
る
よ
う
に
早
期
同
様
円
型
のプ
ラ
ン
で
あ
る
が、
炉
は
住
居
址
内
部
に
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
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Pit

0 1

2m

日ノ浜遺跡で発見された中期の住居址

日ノ浜遺跡で発見された中期の住居址 『日本の考古学
Ⅱ』縄文時代 北海道 吉崎昌一氏より〕

る
。柳
館
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
住
居
址
は二
基
で、

一号
住
居
址
は
短
径
四
メ
ー
ト

ル、
長
径
六
メー
ト
ル
ほ
ど
の
楕
円
型
を
呈
す
る
も
の
で
ロー
ム
面
を
約
二
〇
セン

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
掘
込
み
、
硬
い
床
面
と
な
っ
て
い
た
。
完
掘
を
し
て
い
な
い
た
め

炉
、
柱
穴
の
位
置
な
ど
不
明
で
あ
っ
た
。
二
号
住
居
は
四
分
の
一
ほ
ど
の
部
分
発
掘

で
あ
っ
た
が
、
一号
住
居
同
様
、
楕
円
型
プ
ラ
ン
の
西
側
に
直
径
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
貯
蔵
穴
ら
し
い
ピ
ッ
ト
と
、
住
居
址
内
部
に
柱
穴
一
本
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

-

中
期
に
な
る
と
、
タ
プ
コ
プ
遺
跡
や
門
別
町
富
川
中
沢
遺
跡
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う

にプ
ラ
ン
は
円
型
が
主
体
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
が、
楕
円
に
近
い
よ
う
な
も
の
も
多

い
。
ま
た、
道
南
地
方
で
は
竪
穴
内
部
に
五
角
型
を
呈
す
る
、
一段
低
い
掘
込
み
を

持
っ
た
住
居
址
が
多
く、
広
く
新
潟
県
地
方
に
ま
で
類
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
で
あ
る
し
、
苫
小
牧
～
石
狩
低
地
帯
に
こ
の
よ
う
な
住
居
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
関
東
地
方
で
は
プ
ラ
ン
全
面
に
石

を
敷
い
た
敷
石
住
居
も
こ
の
期
に
多
い
。

後
期
で
は
エ
リ
モ
遺
跡
な
ど
で、円

型
プ
ラ
ン
の
住
居
址
が
扇
谷
昌
康
教
諭
な
ど
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
て
い
る
が、
全
道
的
に
少
な
く
、

当
地
方
か
ら
も
そ
の
例
を
見
な
い
。
し
か
し
、
高
丘
遺
跡
な
ど
の
調
査
に
よ
れ
ば、
包
含
地
内
に
数
カ
所
の
大
き
な
炉
址
状
の
遺
構
が
あ

り
平
地
住
居
な
い
し、

一時
的
な
キ
ャ
ン
プ
の
跡
と
思
わ
れ
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

晚
期
も
後
期
同
様、
住
居
址
発
掘
の
例
は
少
な
く
わ
ず
か
に
道
内
上
ノ
国
遺
跡
か
ら
円
型
プ
ラ
ン
の
住
居
址
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
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あ
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
苫
小
牧
市
から
の
晩
期
の
住
居
址
の
発
見
例
は
な
い
が、
綱
木
遺
跡
な
ど
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
充
分
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
各
期
の
住
居
址
の
概
略
を
述
べ
て
き
た
が、
北
海
道
の
場
合
、
圧
倒
的
に
円
型
プ
ラ
ン
を
持
つ
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
苫
小
牧

地
方
も
そ
う
で
あ
る
が、
今
ま
で
の
北
海
道
で
の
発
掘
調
査
で、
遺
跡
の
全
面
積
を
調
査
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
と

後
晚
期
で
は
墳
墓
群
は
非
常
に
多
い
が
住
居
址
は
非
常
に
少
な
い
と
いう
遺
跡
の
性
格
の
ち
が
い
のバ
ラ
つ
き
な
ど
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

結
果
が
で
た
と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
、
巨
大
な
工
業
開
発
や
道
路
・
空
港
な
ど
の
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
従
来
の
よ
う
な
た
だ
単
な

る
一
住
居
址
の
調
査
で
な
く
、
大
き
な
集
落
跡
の
発
掘
調
査
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

特
に
当
市
の
場
合
、
苫
小
牧
東
部
工
業
地
帯
の
開
発
を
ひ
か
え
、
当
地
区
の
予
備
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
静
川
台
地
の
南
端
部
な
ど
に

集
中
し
て
い
る
大
遺
跡
な
ど
を
調
査
し
た
な
ら
ば
、
必
ず
や、
多
数
の
住
居
址
が
発
見
さ
れ、
古
代
の
村
の
姿
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と

と
思
う
。

三
、
狩
猟
と
漁
労

縄
文
時
代
人
の
食
生
活
を
物
語
る
資
料
と
し
て
は
貝
塚
が
あ
げ
ら
れ
る
。

貝
塚
は、
先
住
民
が
食
べ
た
残
滓
や
使
用
し
た
道
具
、
容
器
な
ど
を
一
カ
所
に
捨
て
た
場
所
で、
ゴ
ミ
捨
場、
墓
地、
祭
礼
の
場
と
し

て
も
使
用
さ
れ
た
場
所
ら
し
く
住
居
の
斜
面、
崖
な
ど
に
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で、
関
東
地
方
で
は
環
状
や
馬
蹄
型
状
に
形
成
さ
れ
た

姥
山
貝
塚
や
加
曽
利
貝
塚
な
ど
が
有
名
で
あ
り
、
道
内
で
は
時
代
は
新
し
い
が
網
走
の
モ
ヨ
ロ
貝
塚
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
当
時
の
食
生
活
を
解
明
す
る
た
め
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
量
の
貝
殻
が
推
積
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さ
れ
て
い
る
た
め、
そ
の
中
に
捨
て
ら
れ
た
骨
、
角
、
歯
牙
な
ど
で
作
っ
た
道
具
類
や
装
身
具
類
が
炭
酸
カ
ルシ
ュ
ー
ム
の
た
め
良
く
保

存
さ
れ、
住
居
址
や
土
墳
墓
な
ど
で
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
自
然
資
料
が
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

縄
文
時
代
人
が
自
分
達
の
食
糧
を
狩
猟
、
漁
労
や
草
木
の
実
、
種
な
ど
の
採
集
で
ま
か
な
っ
た
生
活
の
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
多
く

の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
石
鏃、
槍
先、
石
斧
な
ど
か
ら
知ら
れ
る
し
、
陸
獣
、
海
獣
、
魚
、
鳥
、
貝
な
ど
を
捕
獲
、
採
集
し
て
い
た
こ

と
も
貝
塚
か
ら
出
土
す
る
骨
や
貝
殻、
炭
化
し
た
木
の
実
な
ど
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

縄
文
時
代
は
貝
塚
が
多
数
形
成
さ
れ
た
時
代
で
、
特
に
道
内
で
は
噴
火
湾
や
道
東
地
方
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。

当
地
方
に
も
、
小
規
模
で
は
あ
る
が、
植
苗、
緑
星
の
里
内、
植
苗
貝
塚、
東
部
地
区
の
柳
館
貝
塚
な
ど
が
知
ら
れ
、
特
に
千
歳
市
の

美
に々
あ
る
美
貝々
塚
は、
道
内
に
存
在
す
る
貝
塚
と
し
て
は
一
番
内
陸
�
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

こ
こ
で
は、
こ
れ
ら
三
貝
塚
の
出
土
品
を
比
較
し
な
が
ら
当
時
の
人
々
の
食
生
活
と
そ
の
獲
得
の
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
見
る
。

こ
れ
ら
の
貝
塚
か
ら
の
出
土
し
た
自
然
遺
物
は、
発
掘
面
積
に
よ
り
多
少
の
違
い
が
あ
る
が、
お
お
よ
そ
縄
文
時
代
人
の
食
生
活
内
容

を
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
ま
だ
特
殊
な
も
の
が
あ
る
が、
貝
塚
の
形
成
さ
れ
た
地
域
の
海
の
様
子
に
よ
り
外
洋

性
、
岩
礁
性、
内
湾
性
な
ど
の
場
合
に
よ
っ
て
貝
塚
に
含
ま
れ
る
も
の
は
違
っ
て
き
て
いる
。
因
にび
年
代
測
定
法
の
結
果
に
よ
れ
ば
美

貝々
塚
は三
八
〇
〇
±
一
四
〇
年
、
植
苗
貝
塚
は
五
六
四
〇
土
一〇
〇
年
と
い
う
数
値
が
得
ら
れ
て
い
る
し
、
柳
館
貝
塚
も
、
こ
れ
ら
美

、々
植
苗
貝
塚
の
間
に
入
る
年
代
と
思
わ
れ
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
食
糧
資
源
の
獲
得
方
法
で
あ
る
が、
陸
獣
の
捕
獲
方
法
と
し
て
は
、
弓
矢、
仕
掛
弓
、
投
げ
槍
、
手
槍
、
棍
棒、わ

な
、

落
し
穴
な
ど
が
あ
っ
と
思
わ
れ
る
。
弓
矢
の
使
用
に
つ
い
て
は、
古
く
石
刃
鏃
の
渡
来
以
降
で
あ
り
、
各
種
石
鏃
の
出
土
と
本
州
各
地
の

泥
炭
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
木
製
弓
の
存
在
な
ど
か
ら
充
分
裏
付
け
ら
れ
る
し
、ま
た
、鹿、

猪
等
の
骨
に
さ
さ
っ
た
石
鏃
の
出
土
な
ど
か
ら

も
う
な
ず
け
る
。
石
鏃
の
有
柄、
無
柄
、
柳
葉
型
、
二等
辺
三
角
型
状
と
大
き
く
四
通
り
に
区
分
さ
れ
る
が、
矢
と
の
基
部
に
は
往
往
に
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CM

植苗貝塚出土の各種魚骨類
〔苫小牧市青少年センター蔵〕 し

て天
然
ア
ス
フ
ァル
ト
(ピ
ッ
チ)
が
塗
ら
れ
補
強
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
有
肩
、
有
舌
、
柳
葉
型
等
の
形
に
区
分
さ

れ
る
石
槍
は、
旧
石
器
時
代
以
来
の
主
要
な
狩
猟
方
法
用
具

と
し
て
そ
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
特
に
ス
ピ
ー
ド

の
早
い
大
型
動
物
に
対
し
て
は
、
弓
矢
よ
り
も
投
げ
槍
は
効

果
が
強
く
、
わ
な
と
か
落
し
穴
な
ど
に
は
ま
っ
た
動
物
に
対

し
て
は
、
棍
棒
や
手
槍
が
効
果
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
石
製
品
の
ほ
か
に
も
、
加
工
の
し
や
す

い
骨
や
角
で
作
っ
た
話
や
刺
器
な
ど
も
大
い
に
使
用
さ
れ
た

と
思
う
。
植
苗
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
銛
先
に
は、
内
側
が
溝

が
掘
ら
れ
ア
イ
ヌ
民
族
の
キ
テ
の
よ
う
に、
す
で
に
こ
の
時

代
か
ら
毒
物
が
使
用
さ
れ
て
い
た
事
を
裏
付
け
る
よ
う
な
資

料
も
あ
る
し、
柳
館
貝
塚
か
ら
は
エ
イ
の
毒
針
を
利
用
し
た

刺
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
狩
猟
具
に
よ
っ
て
捕
獲
さ
れ
た
獲
物
は
先
の
表
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が、
何
と
い
っ
て
も
一
番
多
か
っ
た
の
は
エ
ゾ
シ

カ
で、出

土
す
る
陸
獣
の
九
割
を
占
め
て
い
る
。ま
た
、
キ
ツ
ネ
と
か
オ
オ
カ
ミ
な
ど
は
食
糧
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
衣
服
の
素
材
と
し

て
捕
獲
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

陸
獣
の
捕
獲
で
わ
す
れ
る
こ
と
の
で
き
な
いこ
と
は
家
犬
の
使
用
で
あ
る
。
す
で
に
縄
文
時
代
の
初
期
か
ら
犬
は
飼
育
さ
れ、
狩
の
重
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要
な
伴
侶
と
し
て
貝
塚
な
ど
から
手
厚
く
葬
ら
れ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。

陸
獣
の
ほ
か、
陸
産
の
食
糧
資
源
と
し
て
鳥
類
が
あ
げら
れ
る
。
特
に
河
川
湖
沼
と
海
岸
線
に
め
ぐ
ま
れ
た
苫
小
牧
地
方
は、
古
来
よ

り
鳥
類
の
飛
来、
棲
息
地
と
し
て
今
日
で
も
多
数
の
野
鳥
が
四
季
を

通
じ
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

植
苗
貝
塚
や
柳
館
貝
塚
を
形
成
し
た
人
も々
こ
れ
ら
の
鳥
類
を
見

の
が
す
は
ず
は
な
く
、
重
要
な
食
糧
資
源
と
骨
、
羽
毛
な
ど
の
利
用

の
た
め
に
大
い
に
捕
獲
し
て
い
る
。
特
に
ア
ホ
ウ
ド
リ
、
ハ
ク
チ
ョ

ウ
、タン

チ
ヨ
ウ
ゾ
ルな
ど
肉
の
多
い
鳥
類
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て、

弓
矢、
投
げ
玉
、わ
な
な
ど
で
捕
獲
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
飛
来
時
期
や

繁
殖
期
な
ど
で
は
数
も
多
い
こ
と
か
ら
一
種
類
の
鳥
を
容
易
に
捕
獲

出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鳥
類
の
骨
は、
中
が
空
洞
に
な
っ
て
い

る
た
め、
外
部
に
彫
刻
な
ど
が
ほ
ど
こ
さ
れ
縫
針
の
ケ
ー
ス
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か、
大
型
鳥
類
の
脛
骨
は
刺
器
や
骨
話
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
鳥
類
の
中
で
注
目
さ
れ
て
いる
も
の
と
し
て
は

種
は
不
明
で
あ
る
が
猛
禽
類
のワシ

の
仲
間
の
足
の
骨
が、
植
苗
貝
塚

で
一
カ
所
に
ま
と
め
ら
れ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
も
、
も

ち
ろ
ん
食
糧
と
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
が、
そ
の
他、
祭
礼
的
な
意

味
あ
い
か
ら
意
識
的
に
捕
獲
、
埋
葬
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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苫
小
牧
市
史
上
巻

:

次
に
漁
労
で
あ
る
が、
こ
れ
は
狩
猟
に
つ
ぐ
縄
文
時
代
人
の
重
要
な
労
働
活
動
で、
内
陸
奥
深
く
ま
で
海
が
入
り
込
ん
で
い
た
苫
小
牧

地
方
で
は
、
と
り
わ
け
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

縄
文
時
代
に
お
け
る
漁
拶
は、
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
釣
、
刺
突、
網
で
あ
る
。

ま
た、
河
川、
湖
沼
な
ど
で
は
こ
の
三
つ
の
ほ
か
に
梁
や
ド
ウ、
ウ
ケ
な
ど
に
よ
る
漁
法
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が、
そ
れ
ら
は
今
に
残

さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
の
釣
は、
い
う
ま
で
も
な
く
釣
針
を
使
用
し
て
魚
を
取
る
も
の
で、
こ
の
釣
針
は
時
代、
地
域
、
そ
の
対
象
魚
に

よ
っ
て
形
態
を
異
に
し
て
い
る。
今
の
と
こ
ろ
、
苫
小
牧
市
内
の
貝
塚
か
ら
は、
釣
針
が
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず、
釣
よ
り
は
む
し
ろ
、
次

に
述
べ
る
突
き
刺
し
て
魚
を
獲
る
方
が
量
的
に
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

魚
を
突
き
刺
す
道
具
と
し
て
は
話
と
ヤ
ス
が
あ
る
。
普
通
獲
物
に
投
げ
つ
け
て
突
き
刺
す
も
の
を
話
と
よ
び
、
柄
を
も
っ
た
ま
ま
突
き

刺
す
も
の
を
ヤ
ス
と
よ
ん
で
い
る
。

植
苗
貝
塚
で
は、
先
端
部
に
か
え
し
が
つ
き
、
基
部
は
若
干
広
が
り
、
反
っ
た
感
じ
の
小
型
話
先
が三
点
ほ
ど
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
話
先
の
内
側
は
毒
を
ぬ
り
つ
け
る
た
め
に
設
け
た
よ
う
な
細
い
溝
の
つ
い
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
し、
時
代
が下
り
後、
晩
期
に

な
る
と
、
紐
を
結
ぶ
た
め
の
突
起
や
孔
を
も
っ
た
離
頭
話
も
出
現
し
、
近
代
ア
イ
ヌ
の
キ
テ
へ
と
連
な
る
の
で
あ
る
。

刺
突
具
と
し
て
統
一
さ
れ
る
ヤ
ス
類
は、
柳
館
貝
塚
に
お
い
て
は
大
型
の
鹿
角
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
出
土
し
て
い
る
ほ
か、

植
苗
貝
塚
で
は
、
鹿
の
足
の
骨
を
割
っ
て
ナ
イ
フ
状
に
加
工
し
た
比
較
的
大
型
の
も
の
、
先
端
部
が
ペ
ン
先
状
に
な
り
、
一方
に
か
た
む

い
て
いる
小
型
の
も
の
や
断
面
がO
型
を
呈
し
、
縫
針
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
刺
器
類
も
発
見
さ
れ
、
出
土
し
た
ス
ズ
キ
の
主
鰓
蓋
骨
の
中・

に
は
、
明
ら
か
に
ヤ
ス
で
刺
し
た
と
思
わ
れ
る
痕
も
付
さ
れ
て
い
る
。

最
後
の
網
漁
は
釣
や
ヤ
ス
が
単
独
の
獲
物
を
取
る
の
に
比
べ
規
模
も
大
き
く
、
集
団
で
行
う
漁
法
で
あ
る
。

縄
文
時
代
に
お
け
る
網
の
存
在
は、
土
器
の
底
部
や
胎
土
の
厚
い
繊
維
土
器
の
内
部
に
網
目
や
網
そ
の
も
の
の
一
部
が
あ
る
こ
と
から
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充
分
裏
付
け
ら
れ
て
いる
が、
遺
跡
から
多
量
に
出
土
す
る
石
錘
か
ら
も
充
分
う
な
ず
けら
れ
る
。
網
を
浮
か
べ
る
フ
ロ
ー
ト
と
し
て
軽

い
木
や
当
地
方
に
は
無
尽
蔵
に
あ
る
軽
石
が
使
用
さ
れ、
お
も
り
に
は
石
錘
が
多
量
に
使
用
さ
れ
た
。

石
錘
に
は
扁
平
で
お
お
む
ね、
卵
形
な
い
し
小
判
型
を
し
た
河
原
礫
の
長
軸
方
向
か
短
軸
方
向
を
打
欠
い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
外

洋
性
の
貝
塚
で
は
、
比
較
的
大
型
で
重
量
の
あ
る
も
の、
ま
た
内
湾
性
の
と
こ
ろ
で
は
、
小
型
で
軽
量
な
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

し
か
し
美
沢
に
あ
る
大
島
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
時
期
か
ら
出
土
し
た
石
錘
は、
長
短
軸、
四
方
に
欠
入

が
あ
る
大
型
の
も
の
で
、
し
か
も
一
カ
所
に
三
一
個
も
か
た
ま
っ
て
出
土
し
、
全
体
で
は
二
〇
〇
個
以
上
が
出
土
し
た
。
ま
た
大
島
遺
跡

に
お
け
る
石
錘
の
平
均
重
量
は
四
五
〇
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

以
上
漁
労
に
つ
い
て
述
べ
た
が、
貝
類
の
採
集
は
干
潮
時
に
女
性
や
子
供
の
仕
事
と
し
て
遠
浅
の
海
辺
で
、
毎
日
行
わ
れ
た
も
の
と
思

う
。最
後
に
海
獣
狩
り
で
あ
る
が、
そ
の
対
象
と
す
る
も
の
は
ト
ド、
オ
ッ
ト
セ
イ、
ア
ザ
ラ
シ
、
各
種
の
小
型
鯨
類
、
さら
に
は
マ
グ
ロ

類
や
サ
メ
な
ど
の
大
型
魚
類
で
あ
る
。

海
獣
狩
り
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
用
具
は、
舟
で
あ
る
。
丸
木
舟
は
、
す
で
に
縄
文
時
代
早
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
は、
函

館
市
春
日
町
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
石
に
か
か
れ
た
原
始
的
な
絵
画
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
後
期
に
は
千
葉
県
検
見
川
遺
跡
の
よ

う
に
現
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
推
進
具
の
権
や
棹
な
ど
も
現
在
と
変
わ
り
な
い
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
オ
ッ
ト
セ
イ
や
ア
ザ
ラ
シ
狩
り
で
あ
る
が、
先
に
述
べ
た
離
頭
話
や
さ
ら
に
石
槍
よ
り
も
基
部
の
太
い
石
話
な
ど
に
紐
を
つ
け
、

獲
物
に
撃
ち
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し、
地
上
と
違
い
死
ん
だ
獲
物
は、
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
流
さ
れ
た
り
、
海
底
へ
沈
ん

で
し
ま
う
た
め
、
動
物
の
胃
を
乾
燥
さ
せ
て
浮
き
に
使
用
し
た
り
、
刺
さ
っ
た
話
に
紐
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
話
先
が
体
内
で
半
回
転

し
て
ぬ
け
な
く
な
る
も
の
、
さ
ら
に
尾
部
が
長
く
な
り
、
反
り
の
つ
い
た
燕
形
話
頭
な
ど
も
東
北
地
方
か
ら
北
海
道
に
か
け
て
多
く
分
布
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苫
小
牧
市
史
上
巻

し
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
も
離
頭
話
の
一
種
で
さ
ら
に
改
良
さ
れ
た
型
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

四
、
衣
服
と
装
身
具

縄
文
時
代
人
の
衣
服
に
つ
い
て
は、
現
存
す
る
も
の
も
な
く
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
土
偶、
岩
偶
な
ど
に
よ
っ
て
類
推
す
る
ほ
か
、
比

較
的
最
近
ま
で
原
始
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
な
ど
の
衣
服
な
ど
を
考
慮
し
、
民
族
学
的
な
面
か
ら
考
察
す
る
よ
り
方
法
は

な
い
。

そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
に
、
縄
文
時
代
人
は
ア
イ
ヌ
民
族
同
様、
鳥
獣
魚
皮
な
ど
を
最
大
に
利
用
し
、
暫
時
繊
維
の
利
用
へ
と
発

達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち、
苫
小
牧
地
方
で
は
、
植
苗
、
柳
館
貝
塚
等
か
ら
骨
製
の
目
の
つ
い
た
縫
針
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鹿
皮
や

海
獣
な
ど
の
皮
革
を
、
動
物
の
腱
な
ど
で
綴
合
せ、
貫
頭
衣
も
し
く
は
、
ア
ヌ
ラ
ッ
ク
状
の
衣
服
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。し
か
し
、
縄
文
時
代
も
終
末
こ
ろ
に
な
る
と
、
斜
里
町
、
朱
円
墳
墓
群
か
ら
ア
ッ
シ
状
の
繊
維
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
弥

生
時
代
以
降
の
土
製
な
い
し
石
製
紡
錘
車
を
使
用
し
、
い
ざ
り
機
を
使
用
す
る
本
格
的
な
機
織
以
前
に
繊
維
を
利
用
し
た
布
が
存
在
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
被
り
も
の
、
履
物
な
ど
に
し
て
も、
獣
皮
、
魚
皮
な
ど
を
利
用
し
た
靴、
サ
ン
ダ
ル
状
の
も
の
が
存
在
し
た

と
思
わ
れ
る
。
衣
服
に
関
連
し
て
出
土
し
て
く
る
も
の
に
装
身
具
が
あ
る
。

装
身
具
の
歴
史
に
つ
いて
は
、
す
で
に、
北
京
原
人
等
に
も
認
め
ら
れ
る
た
め
、
人
類
発
生
の
段
階
か
ら
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
道
内
で
は
縄
文
時
代
の
早
期
か
ら
す
で
に
発
見
確
認
さ
れ
て
い
る
。
装
身
具
類
を
大
別
す
れ
ば、
首
飾、
耳
飾、
腕
輪、
腰
飾
な
ど

で
、
そ
の
材
質
も
石
、
土、
角
、
骨、
歯、
牙、
木
な
ど
が
あ
り
、
石
の
場
合
は
翡
翠、
琥
珀、
瑪
瑙、
蛇
紋
岩
な
ど
青
味
を
帯び
た
石
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〔苫小牧市青少年センター蔵〕市内各遺跡出土の玉類 材
が
好
ん
で
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
装
身
具
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
身
体
に
付
さ
れ
た
か

は
別
と
し
て、
頭
に
は、
木、
骨
製
の
櫛
や
朱
塗
り
の
髪
針
(ヘア
ピン
)、耳
に
は
土
製
の
滑
車
形
耳

飾
(耳
栓)
や
�
状
耳
飾
な
ど
、
首
に
は
垂
具
と
し
て
、
翡
翠
や
蛇
紋
岩
な
ど
の
鰹
節
型
垂
飾
が
丸
玉

平
玉
、
勾
玉
な
ど
を
連
ね
た
首
輪
な
ど
を
つ
け
、
手
に
は
貝
製
の
腕
輪
を
し、
腰
に
は
鹿
角
や
土
製

の
腰
飾
を
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
全
部
を
つ
け
た
人
は
ほ
と
ん
ど
な
く、
ど
れ
か
一
つを
装

身
具
と
し
て
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
内
か
ら
は、
タ
プ
コ
プ
遺
跡
か
ら
、
中
期
の
円
筒
上
層
式
土
器
に
伴
っ
て、
扁
平
な
勾

玉
状
の
垂
具
、
植
村
遺
跡
か
ら
は、
橄
欖
岩
製
の
切
子
玉
が
晩
期
の
土
器
に
伴
っ
て
出
土
し
て
い
る

ほ
か、
大
島
遺
跡
から
は、
後
期
の
土
器
に
伴
い
、
粘
板
岩
製
の
半
月
形
状
の
垂
具
の
未
成
品
、
土

製
の
耳
飾
り
の
破
片
が
各
一
点
づ
つ、
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
胆
地
方
で
注
目
さ
れ
る
装
身
具
と
し
て
は、
静
内
町
御
殿
山
遺
跡
の
墳
墓
内
から
朱
塗

り
の
櫛
が
数
枚
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か、
滑
車
型
の
耳
飾
り
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

五
、
信
仰
と
墳
墓

未
開
民
族
に
お
け
る
信
仰
は、
自
然
崇
拝
や
共
感
呪
術
な
ど
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
と
こ
ろ
か

ら
、
縄
文
時
代
に
お
け
る
信
仰
も
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
し
、
近
世
の

ア
イ
ヌ
民
族
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

信
仰
と
い
う
精
神
的
事
象
の
存
在
を
裏
づ
け
る
遺
物
や
遺
跡
は
土
偶
、
獣
面
把
手
の
ク
マ
や
ヘ
ビ
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の
モ
チー
フ、岩

偶、土
版、岩
版、石

棒、石
剣、
石
刀
な
ど
や
洞
窟
壁
面、
環
状
石
籬
(ストー

ン
サー
ク
ル)、環

状
土
籬
や
各
種
の
墳
墓
など

が
今
に
残
さ
れ
て
い
る
が、
こ
れ
ら
は
死
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
死
体
の
埋
葬
法
と
い
う
風
習
と
と
も
に
時
代、
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
独
特
な
も
の
が
あ
る
。

こ
こ
で
は、
現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
道
内
に
お
け
る
埋
葬
方
法
と
市
内
から
発
見
さ
れ
て
い
る
墳
墓
に
つ
い
て
述
べ
て
見
る
。

道
内
各
地
から
は
た
く
さ
ん
の
墳
墓
遺
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ、
各
種
の
墳
墓
形
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が、
そ
れ
ら
は
概
ね、
五
つ
に

区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
配
石
等
を
持
た
な
い
土
墳
墓
極
く
一
般
的
な
も
の
で
、
平
地
に
円
型
な
いし
楕
円
型
の
穴
を
掘
り
そ
の
中
に
死
体
を
埋
葬
す
る

も
の
で
、
死
体
の
体
位
で
大
き
く
、
屈
葬
と
伸
展
葬
に
わ
け
ら
れ、
さ
ら
に
体
位
の
向
き
に
よ
り
側
臥、
仰
臥、俯

臥、
坐
位
屈
葬
な
ど

に
わ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
以
下
に
述
べ
る
墳
墓
形
態
に
お
い
て
も
死
体
の
埋
葬
方
法
は
同
じ
で
あ
る
。
貝
塚
以
外
で
は
人
骨
の
出
土

す
る
例
が
少
な
く
、
苫
小
牧
市
内
か
ら
は、
今
の
と
こ
ろ
完
全
な
縄
文
時
代
人
の
人
骨
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い。

△
盛
土
を
持
つ
も
の
死
体
を
埋
葬
し
た
後、
そ
の
部
分
を
特
に
高
く
盛
土
を
す
る
も
の
で
、
虻
田
町
入
江
貝
塚
な
ど
で
知ら
れ
て

い
る
。

『
配
石
を
有
す
る
も
の
墓
壙
内
に
死
体
を
埋
葬
し
た
後
、
そ
の
墓
壙
の上
面
に
な
いし
周
辺
に
立
石
を
め
ぐ
ら
す
ス
ト
ー
ン
・
サ

ー
ク
ル
状
の
も
の
、
小
樽・
三笠
山、
中
央
に
石
敷
き
の
墓
地
を
持
つ
も
の
函
館
市
、
日
吉
、
墓
壙
の
上
に
積
石
(ケ
ルン
)
を
設
け
る

静
内
町
御
殿
山
な
ど
の
ほ
か、立

石
を
中
央
に
設
け
寝
石
を
放
射
状
に
配
置
し
た
秋
田
県
大
湯
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
な
ど
、

非
常
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。

(四)環
状
土
籬
こ
れ
は
環
状
に
土
手
を
め
ぐ
ら
し
、
中
に
土
墳
墓
や
配
石
を
と
も
な
う
墓
壙
を
幾
つ
か
持
つも
の
で、
千
歳
市
の
キ

ウ
ス
遣
跡
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
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国
土
壙
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、
死
体
に
大
き
な
石
を
の
せ
て
い
る
包
石
葬
や
早
来
町
安
平
・
緑
ケ
丘
遺
跡
か
ら
報
告
さ
れ
て
い

る
壺
棺
葬
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
洗
骨
葬
や
火
葬
、
風
葬
や
鳥
葬
な
ど
の
特
殊
な
葬
制
も
他
で
は
知
ら
れ
て
い
る
が、
具
体
的
な
資
料

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

以
上
、
道
内
各
地
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
墳
墓
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が、
苫
小
牧
市
内
の
遺
跡
か
ら
は
タ
プ
コ
プ、
植
村
、
大
島、

綱
木
遺
跡
の
四
カ
所
か
ら
縄
文
時
代
の
墳
墓
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
墳
墓
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。
な
お
こ
の

四
カ
所
以
外
に
も
、
出
土
す
る
遺
物
な
ど
から
、
墳
墓
遺
跡
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
の
あ
る
遺
跡
も
あ
る
が、
こ
こ
で
は
一
応、
正

式
な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
墳
墓
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

昭
和
四
十
年
十
月
に
北
海
道
大
学、
大
場
利
夫
博
士
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
第
四
次
の
タ
プ
コ
プ
遺
跡
か
ら
三
基
の
土
壙
墓
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。

第
一
号
墳
墓
は
長
軸
を
南
北
に
持
ち、
長
径
五
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
短
径
四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
土
墳
墓
で、
人
骨
は
腐
敗
し
、
わ
ず
か
に
管
状
骨
と
思
わ
れ
る
も
の
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ、
副
葬
品
と
し
て
円
筒
上
層
式
な
い
し
、

北
筒
式
土
器
と
思
わ
れ
る
土
器
の
破
片
二
点
が
得
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

第
二
号
墳
墓
は
墓
壙
の
み
で
あ
っ
た
が
、
第
三
号
墳
墓
は
、
東
西
に
長
軸
を
持
ち
、
長
径
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
短
径
八
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
円
形
を
呈
す
る
土
壌
で
深
さ
は
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
墓
壙
の
南
東
壁
に、
頭
部
(歯の

エ
ナ
メ
ル
質
など
)、
骨

盤
、
脊
椎
そ
の
他
の
人
骨
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が、
副
葬
品
の
埋
葬
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
四
十二
年
八
月
に
調
査
さ
れ
た
大
島
遺
跡
で
は、
四
基
の
墳
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は、
ほ
と
ん
ど
が
円
形
を
呈
す
る
も
の
で
そ
の
中
の
三
号
墳
墓
は
直
径
一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
深
さ二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
底
は
浅
い
が、
長
さ
一三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
緑
泥
片
岩
製
の
完
形
磨
製
石
斧
、
石
小
刀
な
ど
が
副
葬
品
と
し
て
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。

第
二
編
先
史
時
代
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時
期
は
、
二
号
墳
墓
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
復
元
可
能
土
器
か
ら
縄
文
時
代
後
期
末
な
い
し
晩
期
の
所
産
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
四
十
四
年
八
月
に
発
掘
調
査
し
た
植
村
遺
跡
で
は
縄
文
前
中
期
の
墳
墓
が二
基
、
晩
期
の
墳
墓
七
基
で
計
九
基
の
墳
墓
が
発
見
さ

れ
た
。

円
筒
下
層
式
土
器
や
北
筒
式
土
器
を
副
葬
品
と
し
て
埋
葬
し
て
い
た
墳
墓
は
、
タ
プ
コ
プ
遺
跡
の
墳
墓
群
と
大
差
は
な
い
が、
縄
文
晚

期
の
所
産
と
思
わ
れ
る
墓
壙
の
中
に
、
二
～
三
特
殊
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
第二
号
墳
墓
で、
墓
城
の
入
口
部
は
最
大
径
六
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
一
〇二
セン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
が
、
墳
墓
の
最
大
部
は
胴
部
に
あ
り
、
八
五
セン
チ
メ
ー
ト
ル
も
の
直

径
が
あ
る
袋
状
の
土
壤
で
あ
っ
た
。
副
葬
品
と
し
て
は
、
黒
曜
石
製
の
槍
先
一
点
と
剝
片
、
破
片
な
ど
が
若
干
あ
り、
東
壁
に
小
量
の
人

骨
ら
し
き
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

第
三
号
墳
墓
は
直
径
一〇
一
セン
チ
メ
ー
ト
ル、
深
さ
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
土
城
の
上
判
部
二
〇
セ
ン
チ
メー
ト
ル
位
の
と
こ

ろ
に
巾
一
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
七
～
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
溝
が
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
溝
は
第
五
号
墳
墓
で
認
め
ら
れ

て
い
た
が、
静
内
町
御
殿
山
遺
跡
の
墳
墓
に
も
存
在
し
て
い
る
。
副
葬
品
と
し
て
墓
壙
上
面
に
晩
期
の
精
製
土
器
の
破
片、さ
ら
に
敲
石
、

.

搔
器
、
剝
片
、
削
片
な
ど
が
あ
っ
た
。

最
後
に
昭
和
四
十
六
年
八
月
に
調
査
し
た
綱
木
遺
跡
の
墳
墓
に
つ
いて
述
べ
て
お
く
。

綱
木
遺
跡
か
ら
は、
多
数
のピ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
確
実
に
墳
墓
と
断
定
で
き
る
も
の
は
少
な
い
が
、
E
ー
9
区
か
ら
発
見

さ
れ
た
墳
墓
は、
一辺
一〇
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
を
呈
す
る
方
形
の
プ
ラ
ン
の
中
で
さ
ら
に
、
そ
の
対
角
線
上
に
細
長
い
ピ
ッ
ト
が
あ

り
磨
製
石
斧、
石
鏃、
槍
先
(両
面
加工
を
施
し
槍
先
が
前後
に
作っ
て
あ
る
両
頭
石
槍)
搔
器
、
台
石
な
ど
が
副
葬
し
て
あ
り
、
若
干
の
ベ
ニ
ガ

ラ
な
ど
も
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た、当

遺
跡
か
ら
は
、
大
き
な
舟
な
い
し
イ
ガ
イ
を
模
し
た
よ
う
な
土
器、
本
州
な
い
し
道
南
地
方
か
ら

移
入
さ
れ
た
と
思
う
亀
ヶ
岡
の
朱
う
る
し
や
黒
う
る
し
を
塗
っ
た
土
器、
苫
小
牧
地
方
と
し
て
は
珍
し
い
打
製
石
斧、
さ
ら
に
棒
状
の
河
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原
石
の
尖
端
部
に
加
工
を
施
し
た
も
の
、
石
冠
状
の
石
製
品
、
さ
ら
に
玉
随
製
の
槍
先
な
ど
特
殊
な
遺
物
を
多
く
出
土
し
て
い
る
。

〈主
要
参
考
文
献
〉

『日
本
の
考
古
学
Ⅱ
縄
文
時
代
』

『長
沼
町
史』

野
村
崇

『空
知
の
文
化
財
』
第
一
集
埋
蔵
文
化
財
編
昭
和
四
十
四
年
空
知
支
庁

大
場
利
夫
外

『上
ノ
国
遺
跡
』

大
場
利
夫

『北
海
道
』
「新
版
日
本
考
古
学
講
座
」
昭
和
四
十
四
年
雄
山
閣

重
松
和
男
『北
海
道
の
古
墳
墓
に
つ
い
て』‒

「北
方
文
化
研
究
報
告
6
」
昭
和
四
十
七
年
北
海
道
大
学

昭
和
四
十三
年
千
歳
市
教
育
委
員
会

河
野
広
道
、
藤
本
英
夫
『御
殿
山
墳
墓
群
に
つ
い
て
』
「考
古
学
雑
誌
四
六
‒
四
」

昭
和
三
十
六
年
日
本
考
古
学
会

大
場
利
夫
外
『千
歳
遺
跡
』

『苫
小
牧
市
美
沢
植
村
遺
跡
調
査
報
告』

「郷
土
の
研
究
3
」
昭
和
四
十
六
年
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

佐
藤
一夫

第
四
節
続
縄
文
時
代
の
遺
跡
と
遺
物

続
縄
文
文
化
の
成
立
や
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
第
一
章
、
第
三
節
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
、
中
、
後
期
の三
期
区

分
に
従
っ
て
遺
跡
と
遺
物
に
つ
い
て
述
べ
る
。

前
期
の
恵
山
期
は
、
縄
文
文
化
の
強
い伝
統
と
東
北
地
方
の
弥
生
式
土
器
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
恵
山
式
土
器
を
中
心
と
す
る
時

期
で、

この
期
の
主
な
遺
跡
と
し
て
は
、
貝
塚、
墳
墓
な
ど
が
あ
げ
ら
れ、
住
居
址
は
あ
ま
り
顕
著
で
な
い。

道
南
地
方
の
噴
火
湾
を
中
心
に
分
布
す
る
恵
山
期
の
遺
跡
で
は、
標
準
遺
跡
で
あ
る
恵
山
貝
塚
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
海
岸
部
に
立
地

第
二
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史
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代
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S4. :Fe203:
(ベニガラ):

0 50cm3
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4

深度130cm

5
6

S4 P1
S3S2

7

タ プコ プ遺跡発見の墳墓実測図
(小田憲作による) 出土状況 〔市立苫小牧図書館蔵〕

同墳墓出土の深鉢形土器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

同墳墓出土の鉢型土器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕
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す
る
と
いう
と
こ
ろ
か
ら
も、
多
く
の
遺
跡
で
は
大
な
り
小
な
り
の
貝
塚
が
伴
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
貝
塚
の
共
伴
は
別
と
し

て
も二
～
三
の
例
を
除
い
て、
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
が
墳
墓
群
を
主
体
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
こ
と
も
こ
の
期
の
遺
跡
の
特
徴
と
思
わ
れ
る
。

恵
山
期
の
墳
墓
の
タ
イ
プ
と
し
て
は、
恵
山
貝
塚
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
積
石
を
伴
う
も
の、
室
蘭
市
絵
'
遺
跡
で
見
ら
れ
る
扁
平
な
板

石
を
伴
う
も
の
、
鵡
川
町
汐
見
遺
跡
の
よ
う
な
盛
土
を
持
つ
も
の
と、

一
般
的
な
土
坟
墓
だ
け
の
も
の
と
が
あ
る
よ
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
内
か
ら
は
タ
プ
コ
プ、
金
森
、
植
村
A
、
大
曲、
亀
谷
、
植
苗
橋
下
、
猿
子
、
緑
ケ
丘
A
、
ニ
ナ
ル
カ、
柏
原
5
遺
跡
な
ど

か
ら
恵
山
式
土
器
が
発
見
さ
れ、
正
式
調
査
さ
れ
た
タ
プ
コ
プ
遺
跡
と
緑
ケ
丘
A
遺
跡
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
墳
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る。
昭
和

三
十
八
年
に
調
査
さ
れ
た
タ
プ
コ
プ
遺
跡
で
は
、
恵
山
式
土
器
の
系
統
を
引
く
汐
見
式
土
器
が
副
葬
さ
れ
た
一
基
の
墳
墓
が
発
見
さ
れ
報

第
二
編
先
史
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代

1

2

3 4

5 6

9 10 11

12 7

16 171514
13 18 8

恵山式土器に伴う石器 1～6石鏃7.8石槍9.10.
11搔器12.13石錐14～18石小刀

〔苫小牧市青少年センター蔵〕

タプコプ遺跡出土の恵山式土器台付鉢 (台部欠)
〔苫小牧市青少年センター蔵〕
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ク プコプ遺跡出土の恵山式土器 細口短頸の
壺形土器 〔苫小牧市青少年センター蔵〕 告

さ
れ
て
い
る
。
図
で
判
る
よ
う
に
墳
墓
は
直

径
一二
〇
セン
チ
メー
ト
ル、
深
さ
八
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
形
プ
ラ
ン
で、
底
に
行
く
に
し
た

が
い
若
干
広
が
り
を
み
せ
て
お
り、
底
部
に
ベ
ニ
ガ

ラ
を
散
布
し
、
石
小
刀
S
‒
1
、
石
斧
S
-
2
、
石

鏃
S
1
3

磨
石
S
ー
4
と
あ
り
、
石
器
類
は
主
に

西
側
へ、
完
形
土
器
三
個
は
東
壁
に
配
置
さ
れ、
完

形
土
器
の
う
ち
一
個
P
ー
3
の
中
に
は
蛇
紋
岩
製
の

玉
が
一
個
副
葬
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

学
校
前
の
緑
ケ
丘
A
遺
跡
か
ら
は、
半
島
状
に
な
っ

ま
た
、
昭
和
四
十
一
年
発
掘
調
査
さ
れ
た
清
水
小

た
丘
陵
先
端
部
から
九
基
の
墳
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
主
に
少
量
の
盛
土
を
持
つ
も
の
で
、
二
基
に
は
一
部
積
石
も
認
め
ら
れ
た。

ほ
と
ん
ど
の
墳
墓
の
盛
土
に
は
恵
山
式
土
器
を
壊
し
て
そ
れ
を
散
布
し
て
い
た
が
、
墓
地
内
に
ベ
ニ
ガ
ラ
も
散
布
し
て
あ
っ
た
。
副
葬
品

と
し
て
各
墳
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物
は
石
鏃
一〇
、
搔
器
一
三、
石
斧
五
、
石
皿
二
、
石
鍬
状
石
器
一
、
砥
石
一、
石
槍
一
、石
核
二
、

石
錐
一、
敲
石
九、
土
製
管
玉
、
軽
石
製
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
も
し
く
は
浮
子
と
思
わ
れ
る
も
の
が
一
点
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
付
近
の
小
学
‘

生
に
よ
っ
て
靴
型
石
器三
点
表
採
さ
れ
て
い
る
。
散
布
さ
れ
て
い
た
恵
山
式
土
器
を
接
合
し
た
と
こ
ろ
、
壺
、
鉢
が
主
体
で、
注
目
さ
れ

る
も
の
と
し
て
は
図
に
示
す
変
形
工
学
文
を
施
し
た
台
付
深
鉢
型
土
器
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か、
遺
物
と
し
て
は
写
真
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
七
個
の
山
形
突
起
を
持
ち
口
縁
部
が
外
反
し
、
胴
部
全
面
に
は
縞
縄
文
が
施
さ
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、
そ
の
上
に
胴
上
半
部
に
六
本
と

底
部
に
三
本
、
さ
ら
に
口
縁
部
裏
側

に
二
本
の
沈
線
を
持
っ
た
台
部
の
欠

損
し
た
台
付
深
鉢
土
器
(タ
プ
コ
フ

遺
跡
出
土)。

口
唇
部
に
刻
目
文
を
施

し
無
文
帯
を
頸
部
を
中
心
に
六
本

の
沈
線
文
で
区
画
し
た
深
鉢
(大
曲

遺
跡
出
土)、

同
じ
よ
う
な
手
法
で

頸
部
に
列
点
文
を
施
し
た
広
口
壺

(大
曲
遺
跡
出
土
)
や
胴
部
全
面
に
縞

縄
文
を
施
し
、
頸
部
の
み
に
沈
線
と

列
点
文
を
施
し
た
細
口
短
頸
の
壺
形

土
器
(タ
ブ
コ
ブ
遺
跡
出
土)
な
ど
が
あ

る
。江
別
期
の
遺
構
や
苫
小
牧
市
内
に

お
け
る
遺
跡
の
分
布
に
つ
い
て
は
第

一
章
、
第
四
節
で
述
べ
た
と
お
り
で

あ
る
が、
江
別
式
土
器
は
前
半
の
江
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苫
小
牧
市
史
上
巻

厚賀町賀張出土の北大式土器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕 別

Ⅰ
、
Ⅱ
式
で
は
甕
、
鉢
が
主
体
で
わ
ず
か
に
片
口
土
器
が
存
在

し
て
い
る
し、
後
半
で
は
鉢
型
土
器
で
吊
耳
を
つ
け
た
土
器
も
あ

る
。
ま
た
、
副
葬
用
に
彩
色
し
た
も
の
や
底
部
に
の
や
め
な
ど
の

文
様
を
施
し
た
も
の
、
焼
成
以
前
に
底
部
に
孔
を
あ
け
た
土
器
な

ど
が
あ
り
、
彩
色
用
の
顔
料
と
し
て、
赤
色
の
第
二
酸
化
鉄
の
ほ

か
水
銀
朱、
石
灰
岩、
白
色土
、
黄
色
粘
土
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
八
年、
河
野
博
士
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
平
田
遺
跡

で
は
、
数
個
の
竪
穴
状
ピ
ット
か
ら
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
完
形

土
器
が三
個
出
土
し
て
い
る
。
一個
は
江
別
Ⅱ
式
、
一個
は
江
別

N
式
、
他
の
一
個
は
江
別
Ⅲ
式
に
相
当
す
る
土
器
で
あ
る
。
そ
の

他
、
三十
点
ほ
ど
の
破
片
と
須
恵
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
植
村
A
遺
跡
か
ら
は
小
型
で
は
あ
る
が、
半
月
型
の
刻
目
文
を
線
状
に

施
し
た
江
別
I
式
に
相
当
す
る
土
器
が
確
認
さ
れ
て
い
る。

そ
の
他、
断
片
的
な
資
料
と
し
て
は、
タ
プコ
プ、
大
曲、
大
島
遺
跡
か
ら
、
江
別
Ⅱ、
Ⅲ
式
土
器、
そ
れ
に
緑
ケ
丘
A
・
B
、
糸
井

植
苗
橋
下
、
有
珠
川
遺
跡
な
ど
か
ら
江
別
Ⅲ
式
の
土
器
が
発
見
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
た
場
合
、
そ
の
地
理
的
条
件
か
ら
当
然
江
別
式
文
化
の
中
に
入
り、
恵
山
式
文
化
の
周
辺
に
当
る
と
思
わ
れ
る
苫
小
牧
地

方
で
、
緑
ケ
丘
や
ニ
ナ
ル
カ
遺
跡
な
ど
比
較
的
規
模
の
大
き
い
恵
山
式
土
器
の
遺
跡
が
形
成
さ
れ
る
の
に
江
別
式
文
化
期
の
遺
跡
は、
い

わ
ゆ
る
後
北
C
式
の
分
布
す
る
遺
跡
は
数
的
に
若
干
多
い
と
し
て
も
、
そ
の
遺
跡
の
様
相
は
貧
弱
な
も
の
が
多
い
よ
う
に
見
受
けら
れ
る
。

江
別
式
土
器
に
伴
う
土
器
群
と
し
て
は、
恵
山
期
の
項
で
述
べ
た
よ
う
な
扁
平
で
関
の
あ
る
両
面
加
工
の
ナ
イ
フ、
靴
型
石
器
と
呼
ば
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れ
る
も
の
が
代
表
的
で、
そ
の
他、
ピ
ッ
ト
内
から
は二
等
辺三
角
型
を
し
た
石
鏃
が
多
く
出
土
す
る
。
ま
た、
小
型
の
円
型
を
呈
す
る

搔
器
も
多
く
出
土
す
る
が、
こ
のこ
ろ
よ
り
利
器
と
し
て
の
石
器
は、
徐
々
に
そ
の
使
命
を
終
り
新
し
い
金
属
器
へ
と
変
っ
て
行
く
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
た
め、
材
質
、
型
な
ど
に
斉
一
性
が
な
く
な
り、
ま
に
あ
わ
せ
の
材
質
に
よ
っ
て
用
を
た
す
と
いっ
た
感
じ
の
も
の
が
多

く
な
っ
て
く
る
。

最
後
に
北
大
期
の
遺
構、
遺
物
で
あ
る
が、
苫
小
牧
市
内
か
ら
は
目
下
の
と
こ
ろ
、
他
の
時
期
の
遺
物
と
と
も
に
断
片
的
に
北
大
式
土

器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
次
に
そ
の
主
な
出
土
遺
跡
を
述
べ
る
な
ら
ば、
植
村
遺
跡
、
大
曲
遺
跡
、
北
炭
山
林
遺
跡
な
ど
で

発
見
さ
れ
て
い
る
土
器
片
も、
口
縁
部
や
胴
部
破
片
な
ど
数
点
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め、
遺
構
に
つ
い
て
も、
具
体
的
な
墳
墓
や
住
居

址
に
つ
いて
は
不
明
で、
今
後
の
調
査
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈主
要
参
考
文
献〉

佐
藤
一
夫
『恵
山
文
化
』
「考
古
学
手
帳
18」

昭
和
三
十
八
年

昭
和
四
十
一
年
河
出
書
房

大
場
利
夫
、
千
代
肇

『周
辺
地
域
の
情
勢
北
海
道
』
「日
本
の
考
古
学
Ⅲ」

大
場
利
夫、
溝
口
稠
『室
蘭
市
絵
鞆
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』
昭
和
四
十
六
年
室
蘭
市
教
育
委
員
会

大
場
利
夫、
扇
谷
昌
康
『勇
払
郡
鵡
川
遺
跡
』
「北
方
文
化
研
究
報
告
18」

昭
和
三
十
九
年
北
海
道
大
学

佐
藤
一
夫
『苫
小
牧
市
高
丘
緑
ケ
丘
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書』

沢
四
郎、
富
水
慶
一
『北
海
道
阿
寒
町
の
文
化
財
先
史
文
化
編
』

昭
和
四
十
一
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和
三
十
九
年
阿
寒
町
教
育
委
員
会
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二
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苫
小
牧
市
史
上
巻第
五
節
擦
文
時
代
の
遺
跡
と
遺
物

道
東
地
方
の
海
岸
段
丘
や
旭
川
市
神
居
古
潭
な
ど
で
み
ら
れ
る
円
形
の
凹
地
は、
擦
文
時
代
の
竪
穴
住
居
の
跡
で、
現
在
で
も
何
十、

何
百
と
残
っ
て
い
る
地
方
が
あ
る
。

苫
小
牧
地
方
は、
樽
前
山
の
た
び
重
な
る
噴
火
活
動
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
凹
地
に
な
っ
た
竪
穴
住
居
址
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が、
土

壌
の
腐
植
化
の
少
な
い
エ
リ
モ
岬
や、
隣
の
千
歳
市
な
ど
で
は、
現
在
で
も
こ
の
よ
う
な
竪
穴
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
擦
文
時
代

の
遺
跡
と
し
て
は、
今
述
べ
た
よ
う
な
竪
穴
住
居、
ま
た
そ
れら
が
多
数
集
ま
っ
た
竪
穴
住
居
址
群、
墳
墓
な
ど
が
代
表
的
な
遺
跡
で
あ

る
。し
か
し
、
苫
小
牧
地
方
で
は、
今
の
と
こ
ろ
擦
文
式
土
器
の
み
を
主
体
と
す
る
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
各
々
の
時
期
の
遺
物
と
伴

出
し
な
が
ら
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
ず
、
住
居
に
つ
い
て
述べ
る
な
ら
ば、
い
わ
ゆ
る
竪
穴
住
居
で
あ
る
が、
時
期
に

よ
っ
て
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち、
縄
文
時
代
や
続
縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
で
あ
れ
ば、

一辺
四
～
五
メ
ー
ト
ル
の
隅
丸
方
形
な
い
し
方
形
の
プ
ラ
ン
を
持
っ

た
住
居
の
中
央
に
石
囲
み
な
い
し
灰
の
堆
積
だ
け
の
炉
が
設
けら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
擦
文
式
土
器
の
発
生
が、
本
州
から
の
土
師
器

の
渡
来
に
よ
って
成
立
し
た
ご
と
く
、
こ
の
時
代
の
住
居
に
も
古
墳
文
化
の
竪
穴
住
居
の
影
響
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
炉
に
か
わ
っ
て
新
し
く
導
入
さ
れ
た
カ
マ
ド
で
あ
る
。

従
来
ま
で
は
、
住
居
の
中
央
に
炉
を
設
け、
照
明
と
物
の
煮
沸
き、
暖
房
用
と三
つ
の
目
的
を
持
っ
て
い
た
炉
で
あ
る
が、
古
墳
時
代

の
中
こ
ろ
に
発
生
し
た
カ
マ
ド
は
、
擦
文
時
代
の
北
海
道
に
も
伝
播
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
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カ
マ
ド
は
住
居
の
ほ
と
ん
ど
南
東
な
い
し
北
壁
に
粘
土
で
カ
マ
ド
の
燃
焼
室
を
設
け
前
面
に
は
焼
き
口
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
煮
沸
用

の
土
器
を
支
え
る
た
め
の
土
製
の
支
柱
(支
脚)
を
設
け
た
り、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
完
形
土
器
の
底
部
を
上
に
向
け
て
使
用
し
て
い
る

場
合
も
少
な
く
な
い
。

さ
ら
に
カ
マ
ド
上
面
に
は
、
煮
沸
用
の
土
器
を
乗
せ
る
穴
が
あ
り
、
焚
口
後
部
に
は
竪
穴
住
居
の
堀
込
み
部
分
か
ら
屋
外
に
か
け
て
煙

道
が
あ
り
、
外
部
へ
と
煙
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
苫
小
牧
地
方
で
は
正
式
な
プ
ラ
ン
そ
の
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
場
利

夫
博
士
が
調
査
さ
れ
タ
プ
コ
プ
遺
跡
と
高
丘
遺
跡
か
ら
カ
マ
ド
が
発
見
さ
れ
て
い
る
し
、
タ
ブ
コ
プ
遺
跡
か
ら
は
土
製
の
支
脚
と
思
わ
れ

る
も
の
が二
点
出
土
し
て
い
る。

H 0.1
2C

。

0。1

13

.。

Ins

第4図-1 第1号住居址平面及層位断面実測図(ただPとしたものは土器を示す。Pの後に数字を続けたものは柱穴もしくは
それに類似のビット。番号は表に一致。Sは石を、f.p.は焼土・灰を示す。層位断面はTa-a除去後。;

ウサクマイB遺跡の住居址
(千歳市ウサクマイB遺跡1974)〔千歳市教育委員会〕

ま
た
、
こ
れ
ら
カ
マド
を
伴
っ
た
竪
穴
住
居
址
か

ら
は
、
甕
、
壺
、
高
杯、
碗
、
甑
な
ど
の
擦
文
式
土

器
、
土
師
器
、
須
恵
器
な
ど
の
土
器
類
の
ほ
か、
土

製
紡
錘
車、
鉄
製
品
、
玉
類
な
ど
の
装
身
具
な
ど
が

発
見
さ
れ
る
。
次
に
墳
墓
で
あ
る
が、
擦
文
時
代
の

墳
墓
に
は
大
き
く
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。

一
つ
は
昭
和
初
年
こ
ろ、
恵
庭
市、
江
別
市
、
千

歳
市
な
ど
で
調
査
研
究
さ
れ
た
北
海
道
式
古
墳
で
あ

り
、
他
の
一
つ
は
従
来
か
ら
の
伝
統
に
よ
る
竪
穴
式

の
土
坟
墓
で
あ
る
。

北
海
道
式
古
墳と
は、本

州
東
北
部
に
見
ら
れ
る
古

第
二
編
先
史
時
代
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0
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苫
小
牧
市
史
上
巻

墳
時
代
終
末
の
円
墳
に
似
た
も
の
で、
円
形
な
いし
楕
円
形
を
呈
す
る
直
径
六
～
七
メ
ー
ト
ル、(小

さ
な
も
の
は
三
メ
ー
ト
ル
前
後)、マ

ウ
ン
ド
の
高
さ
が
三
〇
～
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
周
囲
に
幅
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
～
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一〇
～
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
周
溝
を
持
っ
た
古
墳
で、
そ
の
中
央
に、
ほ
ぼ
南
北
に
遺
体
を
埋
葬
す
る
内
部
主
体
が
あ
り、
そ
の
中
に
東
北
地
方
の
終
末
古
墳

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
沢
山
の
副
葬
品
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
副
葬
品
と
は、
土
師
器
、
擦
文
式
土
器
、
和
同
開
弥、
直
刀、
蕨
手
刀
、
刀
子
、
袋
柄
鉄
斧、
鉄
鎌、
彩
�
金
具、
環
状
装

身
具
、
匂
玉
、
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
が
発
見
さ
れ
る
し
、
毛
抜
形
刀、
糸
切
底
の
土
師
器
、
須
恵
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
る
。

ま
た、
土
城
墓
で
は
、
千
歳
市
ウ
サ
ク
マ
イ
で
発
見
さ
れ、
蕨
手
刀
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
も
の
や
、
恵
庭
市
柏
木
川
遺
跡
で
発
見
さ
れ

た
鉄
鍬、
刀
子
、
鎌
、
そ
れ
に
擦
文
式
土
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
墳
墓
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。

当
地
方
か
ら
は、
こ
れ
ら
北
海
道
式
古
墳
や、
土
拡
墓
の
具
体
的
な
も
の
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い。
し
か
し、
故
河
野
広
道
博
士
が
平

田
遺
跡
や
植
村
遺
跡
を
調
査
さ
れ
た
際、
充
分
当
市
に
も
こ
れ
ら
の
墳
墓
群
の
存
在
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
そ
の
著
、『苫
小
牧
地
方
古
代

史
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
在
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
擦
文
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は、
タ
プ
コ
プ、
植
村
A、
平
田、
大
曲、
北
炭
山
林、
大
島、
亀
谷、
植
苗

橋
下、
斉
藤
、
大
槻、
高
丘、
演
習
林、
泉
の
沢
遺
跡
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
代
表
的
な
遺
物
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

タ
プ
コプ
遺
跡
で
は、
幾
何
学
的
刻
線
文
様
を
施
す
刻
文
土
器、
口
縁
部
に
平
行
沈
線
文
を
有
し
、
い
わ
ゆ
る
刷
毛
目
あ
る
い
は
ヘ
ラ

の
整
形
に
よ
る
擦
文
(も
ち
ろ
ん
刻
文
に
も
こ
れ
ら
の
整
形
痕
は
あ
る
)
土
器
が
あ
り
、
そ
の
他、
土
師
器
破
片、
そ
の
中
に
は
ロ
ク
ロ

を
使
用
し
、
切
断
の
際
糸
で
切
っ
た
糸
切
り
痕
の
あ
る
土
師
器
も
含
ま
れ
て
い
る
し
、
土
製
支
脚
な
い
し、
土
製
の
ふ
い
ご
口
と
思
わ
れ

る
も
の
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
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植
村
遺
跡
か
ら
は
図
に
示
す
よ
う
な
擦
文
式
土
器
を
は
じ
め
、
高
杯
の
台
部、
内
黒
の
土
師
器
破
片
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
遺
跡

で
一
番
注
目
さ
れ
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
二
点
の
須
恵
器
で
あ
る
。

一点
は、
元
苫
小
牧
西
高
等
学
校
教
諭
で
現
在、
北
海
道
教
育
庁
振
興
部
文
化
課
指
導
主
事
に
な
っ
て
い
る
畑
宮
清
一
郎
が
西
高
校
郷

土
史
研
究
部
の
顧
問
を
し
て
い
た
際
に
発
見
し
た
細
口
の
壺
で
あ
り
、
他
の
一
点
は
河
野
博
士
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
表
面
は
縄
目
で
裏

面
に
青
海
波
の
施
さ
れ
た
大
型
の
丸
底
甕
で
あ
る
。
この
甕
の
破
片
は、
昭
和
四
十
六
年
に
筆
者
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
際
も
一
部
発
見

さ
れ
、
そ
の
後
復
元
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
点
の
須
恵
器
を
考
え
た
場
合
、
ど
う
も
、
た
だ
単
に
液
体
用
の
容
器
と
し
て
道
内
に
移
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
骨
壺
な
い

し、
何
か
宗
教
的
な
容
器
と
し
て
移
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

平
田
遺
跡
で
は
、
表
面
が
ヘ
ラ
で
美
し
く
整
形
さ
れ
口
縁
部
の
消
失
し
た
深
鉢
型
の
土
師
器
と
植
村
遺
跡
出
土
の
大
形
甕
様
の
敲
目
の

第
二
編
先
史
時
代

植村遺跡出土の擦文式土器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

植村遺跡出土の須恵器
〔苫小牧市青少年センター蔵〕
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亀谷遺跡出土の土師器 大曲遺跡出土の擦文式土器

糸井B遺跡出土の擦文式土器
(キーリ ングのあるもの)

平田遺跡出土の土師器
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高丘遺跡出土の擦文式土器
(原始的なもの)

大槻遺跡出土の擦文式土器
〔いずれも苫小牧市青少年センター蔵〕

あ
る
須
恵
器
破
片
が
一
点
出
土
し
て
い
る。
大
曲
遺
跡
か
ら
は、
写
真
に
示
す
よ
う
な
、
刷
毛
目
痕
の
あ
る
大
形
の
擦
文
式
土
器
と
綾
杉

状
の
幾
何
学
文
を
主
体
と
す
る
擦
文
式
土
器
の
破
片
が
十
数
点
発
見
さ
れ
て
い
る
。

北
炭
山
林
遺
跡
で
は
擦
文、
土
師
器
の
破
片
各
一
点
、
大
島
で
は
古
く
に
発
見
さ
れ
た
内
黒
の
土
師
器
破
片
一
点
、
擦
文
四
点
が
出
土

し
て
いる
。
こ
の
擦
文
式
土
器
の
一
点
は
、
苫
小
牧
町
史
に
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
か
な
り
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も

の
と
思
う
。

亀
谷
遺
跡
か
ら
は
完
形
の
糸
切
り
底
の
杯
が
一点
、
そ
の
他
大
槻
遺
跡
か
ら
は
胴
部
に
バ
ン
ド
を
め
ぐ
ら
し
粘
土
を
ボ
タ
ン
状
に
貼
り

つ
け
た
も
の
、
高
丘
遺
跡
で
は
胴
部
に
彫
刻
状
の
文
様
を
施
し
た
も
の、
糸
井
B
遺
跡
で
は
底
部
に
キ
ー
リ
ン
グ
(索
孔
)
し
て
あ
る
小

型
の
古
い
タ
イ
プ
の
擦
文
式
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
他、
植
苗
橋下
、
斉
藤、
糸
井
A
遺
跡
な
ど
か
ら
土
師
器
の
断
片
的
破

片
と
共
に
擦
文
式
土
器
が
散
発
的
に
発
見
、
採
集
さ
れ
て
い
る
。

第
二
編
先
史
時
代
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〈
主
要
参
考
文
献
〉

「
『北
海
道
千
歳
市
ウ
サ
タ
マ
イ
遺
跡
』
昭
和
四
十
九
年
千
歳
市
教
育
委
員
会

石
附
喜三
男
『カ
ム
イ
コ
タ
ン
』
「民
族
学
研
究
第
26巻
第
1
号
」
昭
和三
十
六
年
日
本
民
族
学
会

佐
藤
忠
雄

『擦
文
文
化
期
竪
穴
住
居
址
考
』
「北
海
道
考
古
学
2
」
昭
和
四
十
一
年
北
海
道
考
古
学
会

富
水
慶
一

石
附
喜
三男

石
附
喜
三
男
「
『北
海
道
に
お
け
る
末
期
古
墳
と
問
題
点
』
「古
代
学
研
究
第
六
四
号
」
昭
和
四
十
七
年
古
代
学
協
会

『北
海
道
の
原
史
文
化
』
「新
版
考
古
学
講
座
5
」
昭
和
四
十
八
年
雄
山
閣

河
野
広
道
『苫
小
牧
地
方
古
代
史
』
昭
和
二
十
九
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

第
六
節
ア
イ
ヌ
時
代
の
遺
跡
と
遺
物

北
海
道
を
中
心
と
し
て
調
査
研
究
す
る
北
海
道
考
古
学
で
は、
ア
イ
ヌ
時
代
の
文
化
遺
産
の
う
ち
、
主
と
し
て
土
中
から
発
見
出
土
す

る
も
の
や
遺
構
を
対
象
と
し
て
、
特
に
ア
イ
ヌ
考
古
学
と
い
う
分
野
を
設
け
て
い
る
。

そ
の
対
象
と
す
る
遺
跡
は
集
落
址
(コ
タン
址
)
住
居
址
、
墓
地、
祭
礼
址
(物
送
り
場
)、チ
ャシ
、
舟
溜
址
な
ど
で
あ
り、
そ
の
対

象
と
す
る
遺
物
も
石
器
、
木
器
、
金
属
器
、
ガ
ラ
ス
、
瀬
戸
物
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る。
現
在、
当
地
方
か
ら
ア
イ
ヌ
期
の
遺
跡
と
し
て

は
矢
代
町
旧
墓
地、
錦
岡
旧
墓
地、
斉
藤、
大
曲、
大
槻、
タ
プ
コ
プ、
植
村
A
・
B
、
縁
ヶ
丘
A、
高
丘
遺
跡
や
沼
ノ
端、
柏
原、
勇

払
な
ど
か
ら
ア
イ
ヌ
期
の
丸
太
舟
や
舟
の
破
片
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れら
の
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
は
墳
墓
で、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
単
独
で
調
査
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

ア
イ
ヌ
の
墳
墓
地
は
、
普
通、
部
落
に
近
い
山
の
中
腹
あ
る
い
は
丘
陵
上
な
ど
に
設
け
ら
れ
、
共
同
墓
地
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た

墓
拡
は、
縦
一
五
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
横
九
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル、
深
さ
六
〇
～
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
楕
円
型
を
呈
す

る
土
城
墓
で、
死
体
包
に包
ん
だ
遺
体
を
墓
地
内
に
埋
葬
し
た
後、
そ
の
上
に
土
を
か
ぶ
せ
る。
埋
葬
に
あ
た
っ
て
は
男
の
死
者
へ
の
副
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葬
品
と
し
て
は、
火
打
道
具、
煙
草
入、
煙
管、
剃
刀、
櫛、
小
刀、
椀、
衣
類、
負
縄、
標
等
の
身
装
品
、
弓、
矢、
竹
鏃、
釣
針
、

さんと
う

話
、
山
刀、
胡
も
等
の
狩
漁
具、
大
刀
等
な
ど
が
副
葬
さ
れ
る
(と
い
っ
て
も、
そ
の
全
部
が
副
葬
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い)。
ま

た
、
女
の
死
者
へ
の副
葬
品
と
し
て
は
、
衣
類、
肌
着、
冠
物、
縫
針、
木
綿
糸、
鉄
等
の
裁
縫
具
、
火
打
道
具、
櫛、
煙
草
入
れ、
煙

管
、
剃
刀
、
女
小
刀
、
包
丁
、
鎌
、
首
飾、
耳
輪
な
ど
の
装
身
具
、
機
織
り
道
具
、
其
蓙
織
り
具
、
杓
子
、
篦、
小
鍋、
提
子、
片
口、

こ
め、
ひ
え
、
あ
わ、
負
縄
等
の
中
から
い
く
つ
か
を
副
葬
す
る
の
で
あ
る
。
昭
和二
十
九
年
十
月、
河
野
広
道
博
士
の
指
導
の
も
と
に

発
掘
調
査
さ
れ
た
植
村
B
遺
跡
で
は
、
縦
二
六
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
横
八
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
四
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
中
か

タプコプ遺跡のアイヌ墳墓に副葬された骨銛
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

32

5

4

6

7

植村遺跡出土の金属器 〔苫小牧市青少年センター蔵〕
1～2マレック 3鉄鏃 4銅鏃 5、 6刀子 7マキリ

ら
小
刀
一、
短
刀
二
、
山
刀
一、
鉤

骨
製
矢
柄
五
、
朱
塗
膳
一、
椀
(内

朱
外
紋
付
黒
地
に
金
の
唐
草
文)
一

点
、
嘉
祐
通
宝
、
洪
武
通
宝
の
渡
来

銭
各
一
枚づ
つ
が
伴
っ
た
人
骨
一
体

が
発
堀
調
査
さ
れ
て
い
る
。

埋
葬
さ
れ
て
い
た
人
骨
は
東
位
方

向
に
頭
部
を
向
け
た
伸
展
葬
の
成
人

男
性
で
あ
る
が、
こ
の
墳
墓
で
特
に

注
目
さ
れ
る
の
が
二
枚
の
渡
来
銭
の

存
在
で
あ
る
。
嘉
祐
通
宝
は
北
宋
銭

で
紀
元
一〇
五
六
年
の
鋳
造
で
あ
り
、

第
二
編
先
史
時
代
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Fig 第Ⅰ文化層遺構及び主要遺物分布図
第1号住居地

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6
A

4 x 0 ×
× × △ × ×x

4

4 炉 炉 ×

CC × 0
4 4
C

4 4 寛永通宝、 炉 4

ガラス玉ーダ W 50

x 瀬戸
銅鏃 C-224

0

B 1 7

4
C-1

X 石器
C 土器

倉庫地 △ 鉄器
B-6

Af
B-5

B-4

× △ 0
△x

4O

A 4 △ △

△

瀬戸 4

△

4
.

C-3
△

×
4

×

×

植村遺跡の住居址ならびに遺物の出土状況図
『苫小牧市美沢植村遺跡発掘調査報告』

洪
武
通
宝
は
明
の
一
三六
八
年
の
鋳
造
貨
幣
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

こ
の
植
苗
の
地
に
葬
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
人
は
少
な
く
と
も
古
銭
の
渡
来

伝
世
を
考
え
て
も
一
四
〇
〇
年
前
後
、
す
な
わ
ち
室
町
幕
府
が
確
立

し
た
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
北
海
道
に
お

い
て
ア
イ
ヌ
文
化
が
歴
史
の
上
に
登
場
し
、
具
体
的
な
資
料
が
多
く

な
っ
て
来
る
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
。
昭
和
三
十
八
年
十

月
、
大
場
利
夫
博
士
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
、
タ
プ
コ
ブ
B
遺
跡
で

は、
人
骨
一
体
分
と
副
葬
品
と
し
て
、
蝦
夷
太
刀
一、
山
刀
一、
煙

管
一
、
鮭
鉤
一、
膳
一、
椀
一、
内
耳
鉄
鍋
片
一〇
、
鹿
角
製
矢
柄

一三
、
刀
子
、
小
刀
な
ど
が
あ
り
、
植
村
B
遺
跡
同
様
の
資
料
を
得

て
い
る
。
こ
の
外
、
矢
代
町
旧
墓
地
で
は
鉈、
鎌
、
砥
石
、
煙
管、

ア
イ
ヌ犬
の
頭
骨、
錦
岡
旧
墓
地
で
は、山

刀、
高
丘
C、
山
刀
一、

鍔
二
、
斉
藤、
斧
一、
山
刀
一
、
鍔
一
、
不
明
品
二
、
大
曲、
太
刀

一、
山
刀
二
、
袋
柄
の
鉄
斧、
鹿
角、
骨
製
矢
柄
一八
点、
大
槻
遺

跡
で
は
内
耳
鉄
鍋と
真
鍮
製
の
鉉
と
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
この
内

耳
鉄
鍋
は
ほ
と
ん
ど
完
形
で
鍋
の
口
縁
部
内
側
に三
カ
所
の
吊
耳
が

付
い
て
い
る
。
ここ
で
内
耳
鉄
鍋
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば、
本
州

の
鎌
倉
時
代
こ
ろ
か
ら
炉
の
上
に
か
け
て
使
用
す
る
鍋
と
し
て
出
現
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し
た
も
ので
、
鍋
の
内
側
に二
～
四
個
の
紐
通
し
状
の
耳
を
設
け、
底
の
平
ら
に
な
っ
た
鍋
で
あ
る
。
こ
の
鍋
が
北
方
地
域
に
流
布
し
、

そ
れ
を
模
傲
し
て
製
作
し
た
の
が、
内
耳
土
鍋
で
北
海
道
最
後
の
土
器
で
あ
る
。

次
に
墳
墓
以
外
の
遺
跡
と
し
て
は、
昭
和二
十
八
年、
河
野
博
士
や
昭
和
四
十
四
年、
筆
者
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
植
村
A
遺
跡

が
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
前
述
し
た
植
村
B
遺
跡
の
南
側
緩
斜
面
に
位
置
す
る
も
の
で
、
四
十
四
年
の
調
査
で
は
火
災
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
住
居
址
の
一
部
、
倉
庫
址
な
い
し
、
熊
の
檻
の
跡
と
思
わ
れ
る
四
本
柱
穴
跡
な
ど
の
遺
構
内
外
から
銅
鏃、
銅
片
各
一、
鉄
鏃
一
鉈
一、

刀
子
四
、
鮭
鉤三
、
縫
針
一、
発
火
器
一
、
鉄
鍋
片
二
三
、
鎧
用
の
小
札
、
寛
永
通
宝
二
、
アイ
ヌ
玉
、
瀬
戸
物
な
ど
多
数
の
遺
物
を
得

号

号
0m

棹
0.5m

1.0m

発 掘 区、 1.5m

2.5m 2.0m-

沼ノ端アイヌ丸木舟出土配置図
(昭和46年) 〔日本考古学年報20より〕
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I N

棹

勇払川→

棹櫂

0号

号

0

I 号ⅡI

2

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
遺
物
は
樽
前
B

火
山
灰
層
(寛
文
七
年、

一六
六
七
年
の
噴
火

で
降
下
し
た
も
の
)の
上
面
に
位
置
し
て
お
り
、

銅
、
鉄
、
瀬
戸
物、
ア
イ
ヌ
玉
、
寛
永
通
宝
な

ど
、
当
時
の
ア
イ
ヌ
人
が
和
人
と
の
交
易
に
よ

っ
て
入
手
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
居
住
し
て
い
た
年
代
に
つ
い
て
も
寛
永

通
宝
の
初
鋳
が
一
六
三
六
年
で
使
用
さ
れ
な
く

な
る
の
は
明
治
初
年
こ
ろ
な
ので
、
こ
の
住
居

址
が
製
作、
営
ま
れ
た
の
も
お
そ
ら
く
幕
末
か

ら
明
治
初
年
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、

現
在
残
さ
れ
て
い
る
文
献
等
か
ら
も
、
苫
小
牧
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苫
小
牧
市
史
上
巻

地
方
の
河
川
沿
岸
に
アイ
ヌ人
が
居
住
し
て
い
た
時
代
も
だ
い
た
い
明
治
初
年
こ
ろ
ま
で
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
近
世
ま
での
ア
イ
ヌ
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
死
者
の
出
た
家
屋
と
い
う
も
の
は、
す
べ
て
焼
き
払
わ
れ、
新
し
い
家
を
建
て
る

と
い
う
風
習
が
あ
る
。
当
遺
跡
から
発
見
さ
れ
た
家
屋
も、
火
災
に
あ
っ
て
い
る
点
な
ど
も
ア
イ
ヌ
家
屋
と
し
て
ま
ち
が
い
の
な
い
も
の

で
あ
る
。

最
後
に
ア
イ
ヌ
時
代
の
特
殊
な
遺
構、
遺
物
と
し
て、
昭
和
四
十二
年
七
月、
沼ノ
端、
稔
橋
下
流
よ
り
発
見、
引
揚
げら
れ
た
ア
イ

ヌ
の
丸
木
舟
五
隻
と
出
土
地
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
丸
木
舟
は、
沼
ノ
端
の
元
北
海
道
開
発
青
年
隊
苫
小
牧
宿
舎
の
前
を
流
れ
る
勇
払
川
上
流
の元
道
苫々
小
牧
～
上
厚
真
線
稔

入

沼ノ端出土アイヌ丸木舟
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

橋
よ
り
下
流
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
右
岸
に
半
分
を

水
中
に
、
残
り
を
河
岸
段
丘
中
に
埋
没
し
て
い

た
も
の
が
、
再
び
重
な
る
河
川
の
流
路
の
変
化

に
よ
り
丁
度
蛇
行
部
分
に
当
っ
て
い
る
た
め
、

昭
和
二
十
年
こ
ろ
よ
り
三
隻
の
丸
木
舟
が
見
え

か
く
れ
し
て
い
た
ら
し
いの
で
あ
る
。

昭
和
四
十
一
年
に
至
り
、
苫
小
牧
市
教
育
委

員
会
で
は
、
こ
の
丸
木
舟
を
発
掘
引
揚
げ
る
べ

く
、
北
海
道
大
学
北
方
文
化
研
究
施
設、
考
古

顧
問
大
場
利
夫
博
士
に
調
査
を
委
嘱、
発
掘
引

揚
げ
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
結
果
、
約
一
週
間
の
調
査
期
間
中、
市
教
委
職
員
お
よ
び
北
海
道
開
発
青
年
隊
員
等
の
協
力
に
よ
り、
当
初三
隻
と
思
わ
れ
て
い

た
アイ
ヌ
丸
木
舟
が
さ
ら
に二
隻
追
加
さ
れ、
五
隻
の
丸
木
舟
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
五
隻
の
丸
木
舟
に
は
、
普
通
チ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
河
川
湖
沼
で
使
用
さ
れ
る
も
の
と
、
文
献
で
は
残
さ
れ
て
い
た
が
現
存
し
な
か

っ
た
海
猟、
航
海
用
の
イ
タ
オ
マ
チ
ップ

(板
綴
舟
)
が
二
隻
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
関
係
者
を
驚
か
せ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
丸
木
舟
中
ゼ
ロ
号
艇
と
呼
ば
れ
た
チ
ッ
プ
は
、
長
さ
九
・〇
三
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、

現
存
す
る
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
と
し
て
は
最
大
の
も
の
、
さ
ら
に
船
縁
に
ア
イ
ヌ
文
様
を
彫
刻
し
た
も
の
、
ま
た
、
丸
木
舟
の
中
か
ら
発
見
さ

れ
た
棹
や
櫂
な
ど
の
推
進
具
類
に
は、
ア
イ
ヌ
特
有
の
所
有
印
で
あ
る
イ
ト
ッ
パ
(家
紋)、シ

ロ
シ
(印)

な
ど
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。

次
に
各
艇
の
デ
ー
タ
ー
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

単
位
メ
ー
ト
ル

(引
揚
げ
時
の
寸
法
に
よ
る
。)

四
号
艇

三
号
艇

二
号
艇

一
号
艇

○
号
艇

船
名

イ
タ
オ
マ
チ
ッ
プ

チ
ッ
プ

イ
タ
オ
マ
チ
ップ

チ
ッ
プ

チ
ッ
プ

名
称

七
・
六
六

七
・
四
〇

〇
・
七
三
〇
・三
五
ア
オ
ダ
モ

カ
ツ
ラ

カ
ツ
ラ

ヤ
ナ
ギ

カ
ツラ

材
質

附

棹
(三
・
七
二
)一
点

櫂
(一
・九
八
)
一点

棹
一
本

櫂
の
破
片
一
棹
二
本

属

品

〈
材
質
は
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
(現
北
海
道
開
拓
記
念
館
長
)
犬
飼
哲
夫
博
士
に
よ
る
〉

第
二
編
先
史
時
代
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沼
ノ
端
出
土
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
計
測
表

・ 深〇
・三
〇 さ

最
大
巾

〇
・
七
二
〇
・
二
七

〇
・
三
〇

〇
・三
〇

〇
・
七
四

七
・
八
五

九
・
〇
三

〇
・
九
四

全
長

六
・
五
〇
〇
・
七
四



苫
小
牧
市
史
上
巻

こ
れ
ら
の
アイ
ヌ
丸
木
舟
の
発
見
は、
当
時
全
国
的
な
話
題
を
よ
ん
だ
が、
丸
木
舟
の
埋
ま
っ
て
い
た
地
層
が
寛
文
七
年
(一
六
六
九)

の
樽
前
山
の
噴
火
に
よ
る
樽
前
B
層
で
あ
る
こ
と
か
ら、
今
か
ら
約三
〇
〇
年
前
の
も
の
で
あ
る
と
断
定
し
た
が、
最
近
、
棹
の
一
部
を

学
習
院
大
学
木
越
教
室
で
カ
ー
ボン
測
定
し
た
結
果、
今
か
ら
約
七
七
〇
年
前
と
い
う
数
値
が
得ら
れ
た
。

な
お、
現
在
は
北
海
道
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ、
苫
小
牧
市
青
少
年
セン
タ
ー
に
保
管
さ
れ、
展
示
公
開
さ
れ
て
い
る
。

〈主
要
参
考
文
献〉

桜
井
清
彦

『日
本
考
古
学
の
発
達三
』
「考
古
学
概
況
」
昭
和
四
十
七
年
講
談
社

佐
藤
一
夫

『ア
イ
ヌ
民
族
資
料
展
目
録
』
昭
和
四
十
五
年
苫
小
牧
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

『苫
小
牧
Ⅱ
号
(植
村)
遺
跡
発
堀
報
告
』
「郷
土
の
研
究2
」
昭
和
四
十二
年

多
田
犬
一

『苫
小
牧
市
タ
プ
コ
プ
遺
跡
調
査
報
告
書
』
昭
和三
十
八
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

『ア
イ
ヌ
民
族
誌
』
昭
和
四
十
四
年
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
対
策
協
議
会
編
第
一
法
規

佐
藤
一
夫

『苫
小
牧
市
美
沢
植
村
遺
跡
調
査
報
告
』
「郷
土
の
研
究
3
」
昭
和
四
十
六年

河
野
広
道

『苫
小
牧
地
方
古
代
史
』
昭
和二
十
九
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

『苫
小
牧
市
沼
,
端
丸
木
舟
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』
昭
和
四
十
一
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

大
場
利
夫、
佐
藤
一
夫
『北
海
道
苫
小
牧
市
沼
ノ
端
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
出
土
遺
跡
』
「日
本
考
古
学
年
報
19」
昭
和
四
十
六
年
日
本
考
古
学
年
報

佐
藤
一
夫

苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会
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